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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その瞬しゆん間かん、世界が停止した。




　少年は気づかない。

　彼が観測する世界において、その数十秒は存在しない。

　それでも、『時の停止した世界』は確かに存在していた。その証しよう拠こに、今夜の標的である中年男性と向き合った途と端たん、その男が血を吐はいて倒たおれ伏ふしたのだ。その鮮せん血けつを見て、少年は今夜の《取引トレード》もまた、無事に終わったのだと確信する。

「──そうだ。誰だれも動けない世界で王として君臨したところで、お前個人の力には限度がある。お前一人じゃ、病気になった自分を治すことさえできない。時が止まってしまえば、路上で倒れているお前を病院まで運んでくれる人間もいないだろうぜ」

　少年が嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮うかべる。

　平へい凡ぼんな容姿にもかかわらず、その歪ゆがんだ口元は悪あく魔まのそれに見えた。

「貴様……っ！　いったい、なに、を──!?」

「あん？　べつに、フツーのことだよ。ここら一帯の空気に毒を混ぜた」

「なっ────!?」

　悪魔じみた所行に男が愕がく然ぜんとする。

　対する少年は、笑みを深めるばかりだ。

「べつに、短時間なら害はない。今は逆に解げ毒どく剤ざいを空気に混ぜて流している。これで一いつ般ぱん住民に被ひ害がいが出ることはないだろう。……ただし、すでに症しよう状じようが悪化しているお前を除いて、だ」

「そんな……都合のいい毒が……っ!?」

「──買えるだろう？　このカネなら」

　少年がポケットに手を突つっ込こんでくしゃくしゃになった紙し幣へいを一枚つまみ出す。

　不気味な紙幣。真っ黒な紙に白いインクで神と悪魔が描えがかれている。

　男は、己おのれの敗北を悟さとった。

「く……そっ……！」

「いいか。テメーに残された選せん択たく肢しは二つに一つだ。一つは、このまま死んで全すべてを失う。もう一つは、俺にお前が持ってる『リル』を──《魔石通貨》とそれにまつわる《資産》を全て譲ゆずり渡わたし、その対価として解毒剤を得ることだ」

「そん……な……！」

　青い顔で震ふるえる男に、少年は《魔紙》製の契けい約やく書を突き出した。

「まっ、心配すんな。全部といっても、本当に全部じゃない。……一リルだ。一リルだけ残しておいてやる。一リルあれば、ゲームは続行できるだろう？　それで次の決済日までに、当座のカネをなんとかするんだな」

「い……いや、だ……！」

「……あんなァ、おっさん」

　倒れ伏した男を威い圧あつするように少年がしゃがみ込む。

　意図して作り出された低い声。

　ヤクザなんて生なま易やさしいものじゃない。

　男には、少年が悪魔に見えた。

「あんたはもう、詰つんでんだ。このまま何もしなかったところで、毒が回って死ぬだけだ。そうすりゃあ、《魔石通貨》も《資産》も全部俺のモンになる。だが、契約書にサインさえすれば、命は助かり、『リル』だって一リルだけ残る。言わば、これは俺なりの慈じ悲ひなんだ。俺は別にあんたが死のうが生きようが、知ったこっちゃねぇ。チャンスを棒に振ふりてぇんなら、好きにしな。決断が遅おそい奴やつにロクな奴はいねぇ。もうじき右手も動かなくなるぜ」

　少年に脅おどされ、男が焦あせったように右手を動かす。

　今はまだ動く。だが、徐じよ々じよに右手の感覚も薄うすくなってきていた。もうじき、ペンも持てなくなる。そうなれば、契約書にサインすることさえ叶かなわなくなるだろう。

「あ……あう……あううう……」

　大の大人が涙なみだで顔をぐちゃぐちゃにしながらペンを持つ。

　震えるペン先で自身の名前を契約書にサインした。……《魔紙》での契約は絶対だ。如何いかなる手段を用いても、逃のがれることは叶わない。

「……よし。それでいいんだよ。今日は一三日だったか。この前、決済が終わったばっかじゃねーか。来月の一〇日までに頑がん張ばってカネを用意しな」

　そう言って少年はカプセルを投げつけた。おそらく、それが解毒剤なのだろう。

「お、お前は……一体……」

　立ち去っていく少年に声がかかる。

　幽ゆう鬼きのように夜の漆しつ黒こくへ溶とける少年の姿。

　闇やみの彼方かなたから、歌うような声があった。

「俺の名は失井うしない敗はい斗と。ただの……敗者だよ」

　世界の時間を停止する、最強の《資産家》を破った少年は、それでも敗者を名乗る。

　ほどなくして、少年の姿は完全に闇へと消えた。




　日付は、五月一三日。

　奇くしくも、金曜日だった。








第一章　敗者にメイド









「うーん……」

　時間を停止させる《資産家》を破った翌日。

　世界の王を倒した敗者は、今日も羽う毛もう布ぶ団とんの中でぐずっていた。

　失井うしない敗はい斗との朝は遅い。

　日はとっくに昇のぼっていて、部屋の明るさから察するに、午前八時を過ぎようというところだろう。八時四〇分にチャイムが鳴る敗斗の高校に登校するには、控ひかえめに言っても遅ち刻こく確定という時間帯だった。

　仕方がない、と敗斗は思う。

　昨日は遅かったのだ。時間停止さん（仮名）の住んでいる街がそもそも遠かったし、《魔石通貨》を流動させる《市場》が解放されるのがそもそも夜の一八時。加えて、一応あれでも強敵な資産家相手に緊きん張ちようしていたのだ。だから、翌日の朝、気持ちのよい羽毛布団の温ぬくもりに屈くつしてしまっても仕方ない。……仕方ないよな。

　そんな風に自分を納なつ得とくさせて寝ね返がえりを打つ敗斗。もはや、登校は諦あきらめた。

　目覚まし時計もかけていないのだから、あのお節せつ介かいな大家が気まぐれでモーニングコールでもしない限り、少年の安あん眠みんを妨ぼう害がいする者はいないだろう──そう思っていたのだが。

　……むにゅん。

　と、敗斗の顔に控えめなクッションが押し当てられた。

　枕まくら……ではない。敗斗が使っている枕はこんなにスベスベで滑なめらかではないし、ミルク石けんのようないい匂においもしない。ならば、頭上に吊つってあった洗せん濯たく物ものがどれか落ちたのだろう。どれかはわからないが、このスベスベ感と柔やわらかさは安心するものがある。敗斗はこのまま微睡まどろみに身を任せることを決めた。

「……ぁ、ん……」

　が、そんなゆったりムードも一瞬で消し飛ぶ。

　誰かの声がした。

　敗斗が住んでいるアパートは築四〇年オーバーの木造で、鍵かぎもオモチャのようなものだ。その気になれば誰だってこじ開けることができる。そんなボロ屋だからこそ、逆に泥どろ棒ぼうにも狙ねらわれないと踏ふんでいたのだが……眼を付けられればこれほど侵しん入にゆうの容易たやすい物件もない。

　勝負は一瞬。

　泥棒が《魔石通貨》の在あり処かに感づく前に、力ずくでねじ伏せる。

　敗斗はカッと両目を見開くと、力任せに目の前のクッションをつかみ上げた。

「ひうっ!?　い、痛い、です……っ！」

　パンツが喋しやべった。

　いや、どう見てもパンツだった。男物ではあり得ない極小の面積にきわどいライン。人生で初めて見る種類のパンツが喋っていた。

（いや待て。冷静になれ。パンツは喋らない。冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきするんだ。今、俺が摑つかんでいるのは……脚あしだ。もっと言えば、ふとももだ。肉付き・柔らかさ・肌はだの白さ加減、全てにおいて究極とも言えそうなふともも。それを摑んでいる。そして、目の前にはパンツ。つまり、その反対側……俺の股こ間かん辺りにはおそらく人間の顔が──）

　と、そこまで考えた時だ。

　敗斗の股間に強きよう烈れつな頭ず突つきが入った。

「おごぉっふっ！！？」

　あまりの激痛にふとももを離はなし、布団の上で丸くなる敗斗。

　そこにはもはや、時間停止さん（仮名）を倒した時の勇ゆう敢かんな面おも影かげはカケラもない。

「え、えっちなのはいけないと思いますっ！」

　舌っ足らずな幼い声の方を仰あおぎ見ると、髪かみを二つ結びにした少女が目の端はしっこに涙を浮かべて赤い顔をしていた。

　だが──たとえどんな人間が相手でも、容よう赦しやはしない！

　ここでカネを奪うばわれるわけにはいかないのだ！

「くそがぁ[image: ～][image: ～][image: ～]っ！！！」

「え？　え？　きゃ、きゃぁ[image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　まだ痛む股間を無視して敗斗が少女に覆おおい被かぶさる。

　そのまま布団に押し倒たおし、少女の左手を右手で、少女の右手を左手でそれぞれ摑み、拘こう束そくすることに成功。

　形なり振ふり構っていられなかった。

　両手を拘束してもなお、少女は足をバタつかせて抵てい抗こうする。

　敗斗は短く舌打ちして、少女の腹へ馬乗りになる。完全なマウントポジション。これで、全ての抵抗力は奪った！

「や、やめてくださいっ！」

「静かにしろォっ！」

　つい、いつもの癖くせで低いヤクザ声を作ってしまう。

　それが恐こわかったのか、少女はますます大声で騒さわぎ出した。

「ちょっとぉ！　朝からうるさいわよっ！」

　騒ぎが伝わったのか、大家がクレームにやって来る。

（チャンスだ！　まだ学校に行ってなかったのか、アイツ！）

　起死回生のチャンスを受け、敗斗の顔に笑えみが浮うかんだ。

「ひっ──！」

　それで事態の悪化を悟さとったのか、少女はますます抵抗を強めていく。

　布団の上で二人、ドタバタと暴れ回った。

（──構わねぇ。援えん軍ぐんさえ来れば、こっちのもんだ！）

　敗斗は少女の抵抗の隙すき間まを縫ぬって、大声で扉とびらの外へ叫さけんだ。

「ドロボーだっ!!　助けてくれ、カナミぃー！」

「泥棒ですって!?　おんどりゃぁ！　このカナミ様のアパートで窃せつ盗とうを働くたぁ何事か！　また入居者が減って空室が出るでしょうがぁーーー!!」

　己おのれの不動産のためなら人殺しも辞さない覚かく悟ごのカナミが、閻えん魔まのような声を上げる。

　直後、バタン！と大きな音を立てて扉が開いた。

　敷しき居いの外にはサラサラの髪をショートカットにした、快活そうな少女が立っている。服装はクリーム色のブレザー。一見すると、良家のお嬢じよう様さま然とした容姿だが、キツくつり上がった目が全すべてを台無しにしている。このアパートの大家、カナミ様であった。

（助かった！　これで《資産》を奪われずに済む！）

　一瞬、敗斗はそのように思ったのだが──




　片や、布団の上で少女を押し倒し、馬乗りになる敗斗。（[image: ←]カナミ視点）




　片や、敗斗に押し倒され、涙ながらに必死の抵抗をする少女。（[image: ←]カナミ視点）




　その現場を目もく撃げきしたカナミは、二秒で己の行動を決定した。

「この変態ロイヤルデストロイヤーーー！！！」

「俺じゃない────っ!?」

　後頭部に延えん髄ずい蹴げりを喰らった敗斗は、一瞬で意識を刈かり取られた。

　敗斗は思う。決断の遅おそい人間はド三流だと。

　しかし、決断に慎しん重ちよう性を欠く人間もまた問題なのだと、敗斗は今日も賢かしこくなった。




　　　　◇




　もし『幸せ』が売られていたら、躊ちゆう躇ちよなく買うべきだと、敗斗は思う。

　そして、この世の全てはカネで買える。

　ゆえに敗斗は、一円でも多くのカネを稼かせぎ、そのカネでひたすら『幸せ』を買い続ける。

　それこそが現代社会を生きる人間の真理であり、正当な行動なのだと──彼は信じて疑わない。

　他人は言う。「カネが全てではない。カネで買えないものもあるのだ」と。

　曰いわく、それは愛であり、友情であり、家族であり、本当の幸せなのだと。

　噓うそをつくなと、敗斗はそんな奴やつらを糾きゆう弾だんしたい。

　そんなもんは負け犬の遠とお吠ぼえだ。

　その証しよう拠こに、この世でカネを持っている人間──『資産家』は、口が裂さけてもそんなことは言わない。むしろ、正反対の意見を口にする。

　カネはいいものだ、あって困るものではない、カネは自分を助けてくれる、カネを稼げない男はゴミ以下だ、云うん々ぬん。

　カネを持っていないのにカネを語る人間と、カネを持っていてカネを語る人間、どちらが信用に足るか。もちろん、後者である。そしてそれは、敗斗の信念とも一いつ致ちしていた。

　これが『円』や『ドル』を始めとする表世界の通貨だけなら、議論は永遠に平行線を辿たどっていただろう。だが生あい憎にく、『全てを買えるカネ』は存在していた。

　いつから流通していたのか、誰だれにもわからない。

　数年前とも言われているし、数千年前から存在していたとも言われている。

　全てを買える究極のカネ──《魔石通貨》。

　額さえ揃そろえれば、神の心臓さえも強制的に買付できると噂うわさされるそれは、今日も世界の背後……その存在を知り、操あやつる者の間でのみ、静かに流通している。




　　　　◇




　意識が戻もどったのは夕方だった。

　狭せまい四よ畳じよう半はんほどのアパートには、控えめな窓からオレンジ色の西日が射さし込んでいる。

　学校は欠席してしまったが、《市場》が開放される夜まで眠ねむりこけてなくてよかった、と敗斗は思った。

「あ、あのぉ～……」

　離れたところから遠えん慮りよがちに声がかかる。

　声のした方を見ると、木製の安っぽいドアの前で縮こまっている少女がいた。

「その……頭、大だい丈じよう夫ぶですか……？」

「……寝ね起おき早々、喧けん嘩かふっかけてくるとはイイ度胸だな、お前」

「えぅっ!?　ち、ちがっ！」

　少女が慌あわてたようにぶんぶん両手を振ふる。

　どうやら、敗斗を馬ば鹿かにする発言ではなく、純じゆん粋すいに心配していたようだ。

　カナミに蹴けられたせいでズキズキと痛む頭の感かん触しよくを確かめつつ、敗斗は改めて少女を観察した。二つ結びにされた長い髪が少女の動作に合わせて左右に揺ゆれている。手足はすらっとしていて長いが、顔立ちはひどく幼い。思春期の少女だけが持つ魅み力りよく。大人へ成長する過程の美しさがあった。

「そして胸もない、っと」

「んにゃっ!?」

「なるほど……どうりでファーストコンタクトがふとももだったわけだ。あそこは、王道なら胸。その胸がないからこそ、ふとももで代用したわけだ。しかし……お前のふとももは中々に究極的なフォルムを……」

「え、えっちなのはいけないと思いますっ！」

　少女が赤い顔でガードする。……どうも、ふとももを隠かくしたがっているようだが、服装の形状的に、それは難しいだろう。そのエロに免めん疫えきのない仕草と容姿で、どうやら自分よりも年下のようだ、と敗斗は当たりをつけた。

「う、うう～……。こんな人がわたしの新しいますたーだなんて……」

「マスター？」

「ごしゅじんさまぁ～♡の方が良ければそう呼びますケド」

「待て。何の話だ？」

「何の話って……今日からわたしはあなたのものってことですケド。正確には昨日からですか？」

「昨日……？」

　そこで敗斗は、昨日の記き憶おくを探さぐる。

　昨夜。市場開放。『リル』を奪い合う《取引トレード》。時間を停止する《資産》を持つ資産家。勝利。契けい約やく書。『お前の持つ全ての《資産》を──』

「まさかお前……あいつの《資産》だったのか……？」

「そうですケド」

「ば、馬鹿な……！　人間を資産になんて……!?」

「わかりやすく言うと、ドレイでしょうか？」

「ど、奴ど隷れい……!?」

「で、ですから……ますたーが望むのであれば、えっちなことをされても文句は……」

　ガクガク。ブルブル。ガタガタ。

　見ているこっちが可哀かわい想そうになってくるほどに震ふるえ、顔を真っ赤にし、真っ白な手をどけてふとももを解放する少女。

（ごくり……）

　知らず、敗斗は生なま唾つばを吞のみ込む。

　自分よりも年下の少女を奴隷にして性的な行こう為いを愉たのしむなど、非人道的な行為だと理解はしている。理解はしているものの……少女の白いふとももから目が離はなせない。敗斗は決して『ふとももフェチ』などではなかったが、そんな敗斗をも魅み了りようするほど、少女のふとももは完かん璧ぺきだった。

「敗斗ー？　起きたのー？」

「────っ！！？」
















　少女のふとももに見み蕩とれること数秒。意識をふとももに刈り取られ、大家であるカナミがドアの前まで近付く足音に気づけなかった。

　冷たい汗あせ。凍こおる心臓。

　状じよう況きよう確かく認にん。半べそでふとももを見せつける少女一名。

　それを悠ゆう々ゆう自じ適てきに布ふ団とんから眺ながめる敗者一名。

　……確認するまでもなく、敗者は決定していた。

「その子、あんたに用があるっつーから置いといたんだけど、被ひ害がいとかなかったー？」

　気軽な調子でカナミがドアを開ける。その瞬しゆん間かん、敗斗はマッハで玄げん関かん口まで駆かけ、最高の営業スマイルでカナミの視界を遮さえぎり、そのタイムラグで少女に平静さを取り戻させた後、ドア口に顔を出したカナミへ少女を紹しよう介かいした。

「紹介するよ、カナミ。今日から俺の部屋の専属メイドとして雇やとった人だ。ほら、名前。自己紹介して」

「えっと……めりあ、です」

　よくわからないけど、とりあえず……といった感じで少女──メリアが、おずおずとお辞じ儀ぎをする。

　こうして、木造・築四〇年オーバーの四畳半ボロアパートな敗斗の部屋に、専属メイドができた。







「メイド雇ってもいいけど、エロいことすんの禁止！　あと、泊とめるのも基本禁止！　もし泊めるなら、事前に大家に連れん絡らくの上、一いつ泊ぱく一〇〇〇円の家賃を追加で払はらうこと！　破ったら出てけ！」

　などと、大家様であるカナミ様のありがた～い入居説明を受け、無事にメリアをメイドとして受け入れることに成功した。

「くっそぅ～、カナミの奴め～……。俺より年下のくせして、なんであんなに偉えらそうなんだ……！」

「年下なんですか？」

「……ああ。俺は一八で高三。あいつは一七で高二。学年までちゃんと違ちがうんだぞ？　それなのに、なんで俺があんなやつの尻しりに敷しかれにゃならんのか……」

「……大家さんだから、じゃないでしょうか？」

「うぐぅ」

　不動産オーナーとは、表社会においてもトップクラスのステータスを誇ほこる人種だ。迂う闊かつに逆らうわけにはいかない。

「ちなみに、わたしは一四歳です」

「一四……？」

　確かに顔立ちだけで言えばそのくらいだろうが、すらっとした手足やしっかりくびれたウエスト、発育したふともも・脚あし・お尻辺りを見るに、一六～一八歳くらいでも通用してしまいそうな気がした。カラダは大人、中身は子供。……なにそれ、エロい。

　そんな妄もう想そうを徒然つれづれなるままに耽ふけっていると、メリアが早さつ速そく（？）、ほうきを持って掃そう除じし始めた。どうやら、自分がメイドであるという自覚が生まれたらしい。

「いや、ちょい待ち」

「はい？　なんですか？　あ、もしかして掃除機の方が──」

「いや、俺は別にほうき派か掃除機派かの論争を起こすつもりはない。ついでに言えば、俺はクイックルワイパー派だ」

「ああ……。あれ、便利ですよね……。人類の叡えい智ちの結けつ晶しようと言っても過言ではありません……」

「お、おう。そうだな」

　テキトーな発言をしたのに、メリアが心しん酔すいするような顔でクイックルワイパーに思いを馳はせる。どうやら、いらないスイッチを押してしまったようだ。敗斗にとってはテキトー発言だったので、もちろんこのボロアパートにクイックルワイパーなんて上等なものは置いてない。

「って、そうじゃなくて。なんで掃除なんか始めてんだ、って言いたいわけ」

「……？　メイドの仕事なら掃除かと。……あ。ごはんの準備を先にした方がいいですか？」

「いや、そうじゃなくてだなぁ～……」

　どう言ったものかと敗斗は悩なやんだが、遠回しに言っても仕方ないと悟さとる。

　少々残ざん酷こくだが、ストレートに言わせてもらうことにしよう。

「メリア……はっきり言おう」

「なんですか、ますたー？」

「その『ご主人様マスター』って呼ぶのやめろ。単刀直入に言うが、俺は《固定資産》を持たない」

「……？　固定資産……？」

「固定資産っつーのは……。そうだな……通常の世界でざっくりと言えば、会社で使用することを目的とした財産のことだ。土地、建物、工具類、著作権、商標権、ソフトウェアなんかがそれに当たる」

「はー……。そうですかー……」

「だが、俺が言っているのはもちろん、そんな普通の固定資産じゃない。俺が言っているのは……たとえば、こういうものだ」

　そう言って敗斗は、寝ね床どこにしていた布団の下からガラスでできた五センチ四方の立方体を取り出した。昨夜、対戦相手から奪うばった《資産》だ。購入証明書インヴオイスと保証書ギヤランテイによれば、それは《沈黙の檻サイレント・ハーツ》という名の《固定資産》らしい。

「お前も身売りされた人間なら、《魔ま石せき通貨》のことは知ってるな？　額さえ揃そろえれば、なんでも買える悪魔のカネだ。単位は『リル』。現在、このリルは、まともな方法で取引されていない。ほとんどが所持者である《資産家》を殺し、殺した人間がそのカネを受け継つぐ《遺産相続》によって流通している。そして……その遺産相続という名の殺し合いをスムーズに行うために使われるのが、この《固定資産》だ」

　ガラスの立方体越ごしに暗い視線を送ると、メリアがごくり、と生唾を吞のみ込んだ。

「……固定資産は強力だ。と言うよりも、固定資産が無いと話にならない。現物のリルを札束で持っていても、殺されちまえば全額奪われる。だから通常、身を守るための固定資産は誰だれもが持ち歩いている」

「じゃ、じゃあ、どうしてますたーは固定資産を持たないんですか？」

「答えは単純。……税金がかかるからだ」

　そう言って、敗斗は《沈黙の檻サイレント・ハーツ》をポイっとメリアに投げて渡わたした。

　とんでもない機能のある《固定資産》を前に、メリアは「あ、あわわ……！」と慌あわてたようにお手玉し、最終的に取りこぼして床ゆかに落としてしまう。

　最悪の事態に顔を青くし、ぎゅっと目を瞑つむったまま耳を塞ふさいだが、破は砕さい音は響ひびかない。ガラスの立方体は無事なまま、床に転がっていた。

「も、もう！　なんてことするんですか、ますたー！」

「落ち着け。どうせこれくらいじゃ壊こわれない。《魔石通貨》で買った《資産》がこの程度で壊れてちゃ、シャレにならないだろう？」

「だからって……！」

　むぅ～とむくれるメリア。その仕草がちょっと面おも白しろくて、敗斗は口元を綻ほころばせる。

　床に転がった《資産》を拾い上げつつ、保証書に再度目を落とした。

「この資産で、税金が年、八六〇万かかる」

「はっぴゃ……っ!?」

「一日換かん算さんで二万三五六一リルだな。俺の手元の現金は二〇〇万ちょいだから、約三ヶ月程度で破産する」

「あ、あわわわ！　あぶぶ！　ど、どうしましょう!?」

「簡単だ。手放せばいい」

　まるでオモチャをあやすように指先で立方体を回しながら、敗斗が飄ひよう々ひようと語る。

「《査定係》と呼ばれる連中に査定してもらい、売ばい却きやくする。当然、期末の決算時に『固定資産売却益』として利益計上され、法人税の対象となるが……固定資産税を丸々払うよりか百倍マシだ。ついでに現金が手に入って当座のカネを回す資金にもなる」

「はー。へー。そうなんですかー」

「そう。だから、《固定資産》なんて基本、邪じや魔まなんだよ」

「…………ん？」

　じっと視線を向ける敗斗とメリアの目線が交差する。

　話を整理してみよう。

　固定資産。所有してると税金がかかる。税金は高い。払えないと破産する。だから売却する。そして、メリアは固定資産。

　つまり…………。

「ええっ!?　じゃあわたし、売られちゃうってことですか!?」

「ま、そうなるな」

　ムンクの叫さけびのような顔をして絶望するメリアに、あっさりと答える敗斗。

　自分の考えが正確に伝わってよかった……とほっこり和なごんだのは敗斗だけで、売られる当人であるメリアは泣きながら敗斗に縋すがりついた。

「い[image: ～][image: ～]や[image: ～][image: ～]！！　イヤですぅ[image: ～][image: ～][image: ～]！　捨てないでごしゅじんさまぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

「ええいっ！　抱だきつくな！　柔やわらかい！　気持ちいい！　いい匂においがする！」

「じゃあこの家に置いてください[image: ～][image: ～][image: ～]っ！！！」

「　断　固　断　る　！　単純な固定資産でも、その税金は年間一〇〇万オーバーがザラなんだぞ!?　それなのに、現代日本で許されていない人身売買なんて、いったいどれほど税金とられるか、わかったもんじゃないっ!!」

「人身売買じゃなくてメイド契けい約やくですぅ[image: ～][image: ～][image: ～]!!」

「なら確認してみるか!?　きっと巨きよ額がくの税金が取られるに決まってる！」

　腰こしに縋りつくメリアを引き摺ずったまま、敗斗は部屋の中央まで移動する。

　万まん年ねん床どこにしている布団をよけ、小さなちゃぶ台もどかすと……中央にある半はん畳じようほどの畳たたみが顔を出す。それを慎しん重ちように端はしから一〇センチほど持ち上げた。

　その下には、敗斗の全財産が隠かくしてあった。

　リルの紙し幣へいと貨幣がおよそ二〇〇万。近日中に手に入れ、まだ売却していない固定資産がいくつか。そして、その固定資産にまつわる購入証明書インヴオイスと保証書ギヤランテイ。

　どうせ売るのだからと乱雑に詰つめ込んでいた紙の束から、メリアの保証書を探す。

　時間を止める資産のもの、空中に時間差で毒と解げ毒どく剤ざいを散布する資産のもの、昨夜使った毒と解毒剤のもの……。他にも、それ以前に儲もうけた《資産》の証明書・保証書がいくつかあった。

　しかし、いくら探してもメリアに該がい当とうする保証書は見つからなかった。

　遺産相続の際、資産と購入証明書インヴオイス・保証書ギヤランテイはセットで譲じよう渡とされるのが常である。主に売却する際に必要となるものなので、固定資産メリアが無事で、書類だけ盗ぬすまれたということも考えづらい。

「……なぁ。お前、自分の購入証明書インヴオイスや保証書ギヤランテイを持ってるか？」

「ふえ？　なにも持ってないと思いますケド……」

　メリアが念のため、といった様子で洋服のポケットを探さぐる。……が、やはり何も所持していなかったようだ。

「……ちっ。昨日の奴やつが意図して渡さなかったのか？　確かに『全すべての資産を渡す』ように契約書に書いたが、保証書まで渡せとは書かなかったしな……」

　こうなると、心配なのは日割りの固定資産税だ。

　通常、固定資産税は年額を三ヶ月に一回ずつ、四回に分けて納税するが、固定資産を売却する際には所持していた期間に相当する税金を支し払はらうか、売却金額から差し引かれることが通例となっている。もしメリアの税金が高額だった場合、こうしている間にも貴重なカネを垂れ流していることになる。

　敗斗はチラリと時計を確かく認にんする。

　現時刻、一七時四七分五四秒。もうすく、市場開放だ。

「……しゃーない。証明書の再発行手数料も上乗せで差し引いてもらって売却するか」

「だから売られるのイヤですぅーーー！！！」

　泣き叫ぶメリアを引き摺って外に出た。

　てっきり、部屋から出ないものと思ったのだが、「メイドだから、ますたーの言うことはちゃんとききます……」とのことだった。




　　　　◇




　暗くら闇やみに潜ひそみ、静かに流れる《魔石通貨》。

《取引トレード》という呼び名で公然と行われる殺し合い。

　その狂きよう気きのゲームは、一体どこで行われているのか。

　答えは、どこででもである。

　薄うす暗ぐらい路地裏。深夜のゲームセンター。人ひと里ざと離はなれた河原。双そう方ほうのデメリットである『第三者の介かい入にゆう』さえ回かい避ひできれば、場所は問わない。強者ともなれば、《資産》を用いて意図的に他者から認識されない空間を作り、街中で堂々と殺さつ戮りくを行う者すら存在する。

　そんな地じ獄ごくの宴うたげが毎夜、一八時から午前零れい時じまでの六時間に開かれる。

　敗斗の自宅から地下鉄と電車を乗り継ぐこと四〇分。二人は近きん隣りんで最も資産家たちが集まる社交場《ＢＡＲ　ＧＯＬＤ》に到とう着ちやくした。

　黒い竜りゆうが象かたどられた鉄製の扉とびらを開くと、いつも通り薄暗い店内に頼たよりないロウソクの炎ほのおが灯ともっていた。極限までボリュームを絞しぼったジャズも流れている。カウンターには、見るからに薄うす汚ぎたない男が立っていた。

「ひぃっ──！」

　男の気持ち悪さにメリアが息を詰める。魔女のような鼻にマッドサイエンティストのようなぐちゃぐちゃの頭とう髪はつ。一見しただけで不自然だとわかる染しみだらけの肌はだ。初めて見た時は、敗斗も吐はきそうだった。

「ヒッヒッヒ。久しぶりだねぇ、失敗くん。今日は彼女連れかい？　可愛かわいいねぇ」

　男の視線を浴びてメリアが震ふるえ上がる。

　己おのれの容姿とそれが人に与あたえる印象を正確に把は握あくしていながら、あえてそんな言動をとる男に、敗斗はため息をついた。

「だから俺を『失敗くん』と呼ぶのをやめろ。……メリア、心配するな。こいつは《査定係》だ。間ま違ちがってもお前に手を出したりしない。国家権力の犬だからな」

「相変わらず口が悪いねぇ。でも、魔界の犬と呼ばれるのはいいかなぁ。つまり、僕はケルベロスってわけだ」

「ほざけ、魔女男。ついでにもう一つ訂てい正せいしておいてやる。こいつは俺の彼女なんかじゃねぇ。歴れつきとした《資産》だ」

「ほほぅ……。確かに、それだけ可愛い娘こならいくらででも売れそうだねぇ……」

《査定係》である魔女男の容よう赦しやない視線にメリアが青くなって震える。これから自分がこの男に売られようとしているのだから、当然と言えば当然かもしれない。

　敗斗は少しだけ気まずい思いをして、頰ほおをかいた。

「……最近手に入れた《資産》だ。査定してくれ」

　カウンターに手持ちの資産と保証書をぶちまけた。

　次いで……少々気き後おくれしたものの、メリアの腰をポンと押す。

「んで、こいつも頼たのむ」

「おやおやぁ～？　てっきり失敗くんのしょうもない冗じよう談だんだと思っていたんだけど、ほんとにその娘も売っちゃうの？」

「ま、ますたぁ[image: ～][image: ～][image: ～]……」

　査定係の訝いぶかしむような視線とメリアの泣きそうな視線が集まる。

　他人の感情というものは凶きよう悪あくだ。気を抜ぬくと、己の大事な信念すら揺ゆるがせてしまう。

　敗斗はため息をつくと共に目を閉じ、雑念と他人の感情を払はらいのけた。

「……こいつは元々、人身売買されていたらしい。昨日《取引トレード》した男の《資産》に計上されていたんだ。いくらの金額で資産計上されていたのかは知らねーが、もしよかったら《政府》で引き取って、借金返済のチャンスをやってくれないか？」

　最悪、俺の取り分はなくてもいい、と敗斗は付け加える。

　それが最大限の譲じよう歩ほだった。

　というよりも、これ以上はどうしようもない。

　仮に敗斗がメリアと一いつ緒しよにいることを望んだとしても、その維い持じ費……『固定資産税』が払えないのだから仕方ない。遅おそかれ早かれ、メリアは第三者の資産となるか、《国》に返へん還かんされるかのどちらかだろう。

　ようやく現状と敗斗の意図を理解したのか、メリアもしょんぼりと項うな垂だれて了りよう承しようする。「査定には数分かかるからねぇ～」と不気味に笑う《査定係》を無視して、敗斗は店内のソファへと腰を下ろした。

「よぉ、兄ちゃん。あの娘こを売るのか？」

　座って早々、頼んでもいないのに他の客が寄って来る。

　物はともかく、人身売買をジョークだと受け取らない辺り、この男もリルを持つ《資産家》なのだろう。体型は瘦やせ形がたで背は高い。髪かみの白さから言って五〇歳は超こえていると思われた。だが、服装はタイトなカーゴパンツに色いろ褪あせたＧジャンと妙みように若々しい。

「……まあな」

　面めん倒どうさを前面に押し出して返答したのだが、男はむしろ、敗斗のその態度が気に入ったらしい。「飲むか？」とボトルの酒を差し出し、敗斗の返事も待たずに空きグラスへ注いでいく。中身は、随ずい分ぶんと高そうなシャンパンだった。

「なあ、兄ちゃん。あんたは今、もしかしたら相当カネに困っているのかもしれない。でもな、自分の女を売るようになっちゃオシマイよ」

　どうやら、盛せい大だいに勘かん違ちがいをされているようだ。

　ついでに、かなりの説教体質らしい。

　敗斗はこの手の人間が大の苦手だった。このタイプの人間には会話というものがまるで成立せず、こちらの話を聞かない。にもかかわらず、自分の意見は絶対的正義だと妄もう信しんしていて、それに反論すると突とつ如じよとして怒おこり出すのだ。

「……そうかもしれねぇな」

　だから敗斗は、適当にそう答えておいた。

　Ｇジャン男はその返事をいたく気に入ったようで何度も頷うなずく。

「気に入ったぜ、兄ちゃん。こいつは俺の気持ちだ。受け取ってくれ」

　黙だまってグラスの酒を吞のむフリをする敗斗の眼前に、Ｇジャン男が札束を差し出した。

　黒い紙幣。悪あく魔まと神の白い紋もん。どう見ても《魔石通貨》の一万リル紙幣だ。ピン札が帯で綴とじられているところを見るに、丁度一〇〇万リルということか。

　無表情の下で、敗斗の心臓が跳はねた。

「……いいのか？」

「おう！　もってけ、ドロボー！　彼女、幸せにしてやれよ！」

　信じられない幸運だ。いや、この男がただアホなだけなのか。

　どうやら相当に酔よっているらしい。もしかしたら、今夜の《取引トレード》で大勝ちし、気が大きくなっているのかもしれない。いずれにせよ、ただのカモだ。

「ありがとうございます」

　それだけは丁てい寧ねいに言って、敗斗は一〇〇万リルの札束を内ポケットに仕し舞まった。

「いいってことよ！　それじゃあな！」

「……よかったら、名前を」

　上じよう機き嫌げんにフラフラ立ち去ろうとするＧジャン男に声をかける。

「俺か？　俺は、シルバーウルフ！　銀ぎん狼ろうさ！」

「銀狼……」

　おそらく、コードネームの類たぐいだろう。

《魔石通貨》を取り扱あつかう者の中には、本名を伏ふせる者も多い。

「銀狼……か」

　立ち去っていくＧジャン姿を見ながら、敗斗は呟つぶやく。

　いいカモになるかもしれないな、と思った。

　カネを儲けるには、カネを持っているアホから奪うばうのが一番効率的だ。

　敗斗が今夜の行動指針を固めていると、査定終了を告げる声がかかった。







「一四三万リルだぁ!?」

　カウンターで査定票を見た敗斗は、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ヒッヒッヒ。これでもサービスしてあげたんだよぉ。お得意様の失敗くんだからね」

「失敗くんって呼ぶんじゃねぇ！　しかも、どこがサービスなんだよ、ああん!?」

　敗斗はカウンターに乗り出して魔女男に詰つめ寄る。査定票の数字が見えるように突つき出すと、超ちよう至近距きよ離りから《査定係》を睨にらみつけた。

「毒と解げ毒どく剤ざいが一万リル。空中に都合良く散布する機械が一〇万リル。その他の細々した資産がまとめて五万リル。ここまではいい。いや、ほんとは散布する機械の購こう入にゆう価格が八〇万リルだったとか、言いたいことはある。だが、まあいい。問題は、これだ！」

　敗斗は査定票の一番上に記き載さいされた《沈黙の檻サイレント・ハーツ》の項こう目もくを強く指差した。

「なんで世界の時間を止めるほどの資産が一二七万リルなんだよ!?　ああん!?　購入証明書インヴオイスによれば購入価格は七八〇〇万ってなってんぞ!?　ボッタクんのも大たい概がいにしろ！」

　怒いかりも露あらわに査定票をカウンターに投げつける。

　それでも魔女男は動じない。

　男のくせに、魔女のように「ヒッヒッヒ」と笑うばかりだ。

「『投資収益率』が低すぎるんだよぉ。所持しているだけで年間八六〇万リルの税金がかかることはもとより、《取引トレード》では意外と弱い固定資産だからねぇ。前情報さえあれば、君がやったみたいに総計一〇〇万程度の資産にも敗れてしまうしねぇ」

「つっても、時間を止めるなんて、すんげー資産じゃねぇか！　女子高生の更こう衣い室を覗のぞき放題だぜ!?　女風ぶ呂ろにも入り放題なんだぜ!?　排はい水すい溝こうの下に潜もぐって通勤途と中ちゆうのＯＬから女子小学生まで幅はば広ひろくパンツ見放題なんだぜ!?　パンツ！　パンツ！」

「君はどれだけパンツに情熱を持っているんだとか、女子小学生は色々アウトだろうとか、そもそも最後のは時間止めなくてよくない？とか、色々言いたいことはあるんだけどぉ、一番の問題はもうこれ、使えないってことなんだよねぇ」

「使え……ない……？」

「うん、そう。ほら、この中にある砂時計の砂……《魔力対たい症しよう石》って言うんだけど、これがもう固まっちゃってるよねぇ。時間を止めるにはこの砂を流動させなきゃいけないんだけど、この砂の流動性を確保するためには《ミネルマルカ光石》を発火させた光線が必要なんだぁ。で、その光石が一カラットで九三〇万～一〇〇〇万リルくらいかなぁ」

　そこまで言われて、ようやく敗斗にも査定係の言い分が理解できてきた。

　つまり、世界の時を停止させる資産を使うには、恐おそろしいほどのランニングコストが必要なのだ。

「……ちなみに、その固定資産を楽に運用できる資産家は世界に何人くらいいる？」

「そうだねぇ。この費用を払えるとなると、世界でも上位三人くらいじゃないかなぁ」

　となると、《査定係》を通さず、直接顧こ客きやくに高値で販はん売ばいするのも不可能に近い。

　よしんば、素人しろうとに虚きよ偽ぎの説明で売りつけられたとしても、良くてクレーム裁判。《魔紙》による賠ばい償しよう責任の契けい約やくを結んでいれば、問答無用で多額の賠償金が支払われることになるだろう。

「……くっそ。今度こそ大おお儲もうけできたと思ったのに……！」

「ヒッヒッ。でも、失敗くんの目の付け処どころはいいセンいってると思うよぉ。お金は持ってる人からもらうのが一番だからねぇ」

　そこで敗斗は先ほどもらった一〇〇万リルを思い出した。

　そうだ。こんなことで一々嘆なげいていても仕方ない。こうしている間にもカネは動き、利益は生まれ続けている。

　あとは、その流れをどうやって自分のところに持ってくるか、だ。

「それでぇ？　どうするかい？　この砂時計だけ売るのやめとくぅ？」

「いや、いい。全部売る。どうせ持っていても税金の支し払はらいに困るだけだ。俺は基本、この《健康保険》にしかカネを払わない」

《健康保険》は、リルの《取引トレード》をする資産家がほぼ例外無く所有する固定資産だ。

　これさえ持っていれば、《市場》で何人か存在する闇やみ医者の治ち療りようを三割負担の金額で受けることができる。

　怪け我がをすることが前提の《取引トレード》を行って、その度たびに表世界の医者にかかっていたんじゃ間に合わない。治せない傷もあるだろうし、そうでなくても頻ひん繁ぱんに通院していれば、怪あやしまれるに決まっている。

「ヒッヒッヒ。そこそこリルを持っていて《健康保険》しか資産を持たない資産家なんて君ぐらいだろうさ。じゃあ、買い取っておくよ。……ああ、そうだ。あの娘は、どうするんだい？」

　そう言われて思い出した。

　敗斗は再び査定票に目を落とす。

　メリアの項目は、高額なものから順に並ぶ査定票において、一番下に印字してあった。

　──メイドの少女。査定額、０リル。

「まぁ、当然と言えば当然だねぇ。諸経費と税金だけでも大損が確定なんだぁ。ついでに言えば、最近売買が行われたのか、購入証明書インヴオイスと保証書ギヤランテイも再発行までにかなり時間がかかるみたいでさぁ。それまでの収支は赤が出ること確定だから、タダで引き取るだけでも超良心的だと思うけどぉ」

　赤、というのは赤字、つまり損失が出るということだ。

　それはそうだろう。身元不明の少女。見たところ、大したスキルも経済力もない。側そばに置くだけでカネが飛んでいくマイナスの資産……《負ふ債さい》。そんなモノにカネを払うなんて、馬ば鹿かげている。

　最後の挨あい拶さつをするつもりなのか、店の奥──スタッフルームの扉とびらの向こうからメリアが出てきた。暗い顔をして俯うつむいている。服の裾すそを両手でぎゅっと握にぎりしめ、その手は小刻みに震ふるえていた。

　それなのに──敗斗の前まで来ると、メリアは無理矢理にニッコリと微笑ほほえんだ。

「ありがとうございました、ますたー。短い間でしたけど、楽しかったです」




　震える手をカウンター越ごしに隠かくして。

　もう主人マスターでもなんでもない、ただの敗者に向けて。

　他人のために、精せい一いつ杯ぱいの笑顔を。




　その時、敗斗の胸中にとても懐なつかしい感情が生まれた。

　ずっと昔。知らないうちに失っていた感情。

　それは、なにかが『欲ほしい』という気持ちだった。

　この世は、カネだ。カネ以上に大切なものなどありはしない。

　そしてそのカネは、欲しいものを──『幸せ』を買うためにあるのだ。

「……そいつは売買中止だ。メリアは、連れて帰る」

　気づけば、そんなことを言っていた。








第二章　正しいカネの稼かせぎ方









「うーん……」

　失井うしない敗はい斗との朝は遅おそい。

　今日も絶好調で羽う毛もう布ぶ団とんとの蜜みつ月げつを愉たのしんでいた。

　こんな生活サイクルなので学校の遅ち刻こく回数・欠席日数は相当なものになっているのだが、当の本人はそんなことを微み塵じんも気にしていなかった。

　学校とは所しよ詮せん、将来働くための──カネを得るための『手段』を手に入れる場所なのである。裏を返せば、『カネを稼ぐ手段』さえ手に入れてしまえば、学校なんて用無しということである。もっと言えば、カネを稼ぐ邪じや魔まになるようなら学校に行く必要すらないと敗斗は考えていた。

　世間ではニートやヒキコモリをニュースで散々に叩たたく傾けい向こうにあるが、その中には自宅でアフィリエイトやプロブロガー、『せどり』等の転売をして、マイクロビジネスで生計を立てている者も多いと聞く。

　そういう人間にとっては、低賃金でコキ使われる肉体労働を勧すすめられるなど笑い話にすらならないし、むしろ汗あせ水みず流して働くことでしかカネを稼げない旧世代の人間に比べ、遥はるかに進化した新人類であると──

「ますたー。朝ですよー。起きてくださーい」

　ゆさゆさ。ゆさゆさ。

　控ひかえめに敗斗の身体が揺ゆすられている。

　敗斗は目覚まし時計をかけない。

　なぜなら、朝の心地よい微睡まどろみを邪魔されたくないからだ。

　断っておくが、決して敗斗がダメ人間なのではない。先ほど解説したように、すでに『カネを稼ぐ手段』を手に入れた自分は、ただ漫まん然ぜんと意味のない授業を受け続ける同級生たちに比べて、格段に進化した人間であると──

「もう……どうしても起きないつもりなんですね。わかりました。それなら、こうです！」

　次の瞬しゆん間かん、問答無用で羽毛布団を剝はぎ取られた。

　夢と現うつつの狭はざ間まで『ニート正当化理論』を提唱し続けていた敗斗も一気に夢から剝ぎ取られる。

「寒いわーーーーー！！！」

「きゃあっ!?」

　地じ獄ごくの底から響ひびく閻えん魔まのような声を上げて、敗斗が羽毛布団を奪うばい返す。次いで、地中深くに封ふう印いんされたカタツムリのように丸くなって、再び温ぬくもりの中に潜り込んでいった。

「も、もう……。びっくりするじゃないですかー。ていうか、ますたー、今、起きましたよね？」

「起きてない、寝ねている」

「……寝ている人は返事しないと思いますケド」

　メリアがジト目を向けるが、敗斗の『秘技・羽毛布団バリアー』に阻はばまれ、どんな常識も届かない。これこそが長年のニート生活の末に編み出された究極奥おう義ぎである。

「なんですか、その役に立たない奥義！」

「む。どうしてお前が俺の心の声を読めるんだ。まさか……《資産》としての能力？」

「普ふ通つうに声に出てましたよー！」

「そうか……そういうことも、あるか……」

　カタツムリになった甲か斐いあってか、無事に布団も温もりを取り戻もどした。

　敗斗は呼吸を確保するために顔の半分だけ布団から出し、再び朝寝の体勢に入った。

　メリアの視界の端はしに映った置き時計が示す時刻は午前八時一四分。今日も遅刻が確定してしまっている。

「も、もう、こうなったら……！」

　メリアが近づいてくる気配を感じる。

　まさか、辞書的な物を落下させる気か……!?　と案じた敗斗は、寝返りを打ってメリアと反対側を向く。重量のある物体の自由落下衝しよう撃げきによるダメージを回かい避ひしたい気持ちはあったが、それ以上に羽毛布団の温もりと呼吸確保が優先された結果である。

　しかし、メリアが繰くり出した攻こう撃げきは予想の斜ななめ上を行った。

「『ほ、ほらー。朝ー。朝だよー、ハイトくーん。朝ご飯食べて学校いくよー』」

　どこか作り物めいた棒読みの台詞が聞こえた直後、敗斗の頰ほおに湿しめり気けのある柔やわらかい感かん触しよくが。

「ふひゃぁあっ!?」

　意図せず、女の子みたいな声が出てしまう。

　予期しない謎なぞの感触に驚おどろいて飛び起き、壁かべの端まで後あと退ずさる。

　状じよう況きようを理解しようと必死に視線を泳がすと……先ほどまで敗斗が寝ていた布団の傍そばでぺたんと女の子座りをしたメリアが、顔を真っ赤にして洋服の袖そでで口元を押さえている。

　メリアの顔色。恥はずかしそうな態度。袖で隠している口元。

　短パンを穿はいた名探たん偵ていでなくても、感触の正体を知るには十分だった。

「お、おまっ……！　朝からなにっ！　を……！」

「だ、だってぇ……！　ますたーの本ほん棚だなにあったこの雑誌に『男の子の理想の起こし方』だって……！」

　メリアが手にしていた本の表紙には『激萌もえ☆女め神がみブック』というピンク色の文字で書かれたロゴと、不自然に目の大きいピンク髪がみの美少女がアニメ調の絵で描えがかれていた。

　健全な男子高校生の自室にあってしかるべき、しかし女の子や親に見られると死にたくなるほど強きよう烈れつな極ごく秘ひ資料である。……ちなみに、表紙の隅すみには『再燃!?　特集！　昨今のギャルゲーブーム！』という文字が踊おどっている。

「だーっ!!　こんなもの、年とし頃ごろの女の子が読むもんじゃありませんっ!!　ていうか、勝手に家主の本棚をガサ入れすんのやめてもらえますかねぇ！」

「でも、ますたーの趣しゆ味みや嗜し好こうを知るのはメイドとして当然の義務ですし、この雑誌は特に何度も読み返した後が……」

「ぎゃぁーっ！　やめて！　これ以上俺を精神攻撃しないでっ!!　つーかメリアさん、一四歳でしたよね!?　そのページはオーバー・エイティーンな桃色天国が……っ!!」

　その後、メリアから雑誌を取り上げたり、その隙すきにさらなる雑誌を取り出されたりと、朝から健康的な有酸素運動をした敗斗であった。

　ちなみに、その格かく闘とうに二〇分ほど時間を要したため、今日も敗斗の遅刻回数は無事に上乗せされた。







「念のために聞いておきたいんだが……お前、自分の立場わかってんのか？」

　朝から年の近い女の子に所有しているエロ本が見つかるという通過儀ぎ礼れいを終えた敗斗。

　メリアが用意したトーストと野菜スープを前に、朝食を食べる手を止めて真しん剣けんに尋たずねた。

「……？　はい、わかっています。わたしは今後、ますたーのメイドとして、ますたーの妄もう想そうと欲望を満たすため、立派な幼なじみ役も兼けん任にんし──」

「もう俺の幼なじみ属性もバレてんの!?　……いや、そういうことじゃない。こら、その本閉じろ」

　朝食シーンでの幼おさな馴な染じみ的イベントを模も索さくするために開いていた雑誌を無理矢理に閉じさせる。己おのれの行動に微塵も疑問を感じていないのか「えー？　なんでですかー？」と不満そうなメリアを無視して、敗斗は続けた。

「昨日も説明したように、俺がお前を置いとく決心をしたのは、この札束をもらったからだ。数えてみたら、ちゃんと一〇〇万リルあった」

　そういって敗斗は懐ふところから札束を取り出した。昨夜、ＢＡＲで酔よっぱらっていたＧジャン男──銀ぎん狼ろうからタダでもらったものだ。

「はいっ！　世の中には親切な人がいるんですねー。わたし、この世界のことが急に愛いとしくなってきました！」

「世界を愛するとかスケールでけーな……。だが、ハッキリ言っておく。一〇〇万なんざゴミクズだ」

「へうっ!?」

　あえてキツい言葉を選んでみたのだが、効果は抜ばつ群ぐんだったようだ。一〇〇万が手に入ったことで今後の生活を一いつ切さい心配していなかったらしいメリアの食事をする手が止まり、左手からぽろりとトーストの欠片かけらが皿に落ちた。

「……何度も言っているが、《魔ま石せき通貨》の税金は高たけぇんだよ。人身売買ともなれば、その年間税額は一億リルくらいいくと見積もっている」

「いちおく…………っ!?」

「ああ。これを三六五日で割って、一日の税額が約二八万。つまり、お前を側そばに置いておく限り、一日換かん算さんで約三〇万くらいは稼がなきゃなんねーわけだ」

　……三〇万て。

　考えただけで頭痛が痛くなる、と敗斗はこめかみをグリグリした。『頭痛が痛い』という表現は誤用だが、『痛い』という字が二回出て来るくらい敗斗を悩なやませているという意味で、的確な表現のような気もする。

　女を囲うにはカネがかかると知っていたが、それにしても法外だろう、と。

「つまり、その札束の一〇〇万は三日半で溶とける。もしお前が《政府》に売られるのが嫌いやだというのなら、三日以内に次の税額を稼かせぐしかねぇ」

「どどど、どうしましょう!?　とりあえず、ティッシュ配りのバイトを……！　あぶぶ！」

「そんなもんで間に合うか、アホ」

　一日で三〇万ということは、二四で割って時給換算一万以上稼がなくてはならない。

　肉体労働で稼ぐなら最低限の睡すい眠みんを確保して、必要な時給は約二万。しかも、通貨単位は『円』ではなく、『リル』だ。とてもじゃないが、まともな方法で働いていては間に合わない。

「お前に『正しいカネの稼ぎ方』を教えてやる。最初は俺の手伝いをしてカネを稼げ。んで、最終的には自分の食くい扶ぶ持ちを自分で稼ぐんだ。残念だが、俺はフェミニストじゃない。タダで養ってもらえるなんて期待すんじゃねぇぞ？」

「わ、わかりました！　ますたーの幼なじみになるため、しっかりお金の稼ぎ方をべんきょーします！」

「……頼たのむから、俺の幼なじみ属性を攻撃するのはその辺にして頂けませんか」

　珍めずらしく敗斗が土下座してお願いする。

　弱みを握にぎるというのは強力な手札だな、と改めて学習した。




　　　　◇




　昨今、少子高こう齢れい化かにより子供の数は急激に減少しつつあるが、それでも保育園や小学校というものはなくならない。数が少なくなり、合がつ併ぺいや閉へい鎖さが行われても、都市の中心部には、最低一つくらい存在するものである。

　敗斗が城を構えている地区は退職した老人たちがのんびりと暮らすような静かな街だが、そこからバスで一〇分も移動すれば小学校に中学校、高校に美容師の専門学校まである地域が存在していた。

　そんな地区までバスで移動し、『まきなみ小学校』と書かれた校門を当然のようにくぐる敗斗。今は休きゆう憩けい時間なのか、元気いっぱいにグラウンドを走り回る小学生たちの間を平然とかき分け、玄げん関かん口へずんずん進んでいった。

「ま、ますたー……。大だい丈じよう夫ぶなんですか？　学校はどこも、部外者は立ち入り禁止なんじゃ……？」

「構わん。俺は、女子小学生には好かれる方だ」

「まさか、ロリコン……!?」

「お前はどんだけ俺を変態にすれば気が済むんだ」

　メリアを軽く睨にらみつけつつ、玄関口を左折して隣となりの教室へと歩いていく。

　朝顔の鉢はち植うえ。水飲み場。足洗い場。……そういえば、ここの小学校では暖かい間、素足で過ごすことが推すい奨しようされていたなと、どうでもいいことを思い出した。

　心地ここちよい日の光と爽さわやかな風を感じていると、まるで自分も小学生に戻ったようなノスタルジックな気分に包まれる。

　ややあって、一階にある一年生の教室にさしかかった。

　窓は全すべて開放されていて、白いレースのカーテンが気持ち良さそうに風に揺ゆれている。

　ほとんどの生徒がグラウンドでドッヂボールや鬼おにごっこに夢中になる中、一人の女子小学生が頰ほお杖づえをついて外の景色を眺ながめていた。

　肩かた口ぐちで切り揃そろえられた髪を横で一ひと房ふさだけ結んでいて、くりくりした目が特とく徴ちよう的な女児。ぱっと見は愛らしい容姿をしているのに、なぜかだらしなく口を半開きにしていて、ヨダレが足れる寸前だった。

「まったく……小学生は最高だぜ……。うへへ……」

　意味深な発言とだらしない表情に身の危険を感じ、ずざざっ！とメリアが距きよ離りをとる。

　うん、その対応で正しいよ、と敗斗は仏ほとけのような生温かい目をした。

「よう、遊あそ部べ。今日も絶好調だな」

「んあ？　ああ、敗斗さんじゃないっスかー。今日も負け犬っぽい顔をして──どぶほぉぉおおお!?」

　敗斗の声にこちらを振ふり返った遊部が唐とう突とつに吐と血けつする。いや、吐血だけではない。むしろ出血の量で言えば鼻血の方が圧あつ倒とう的に多く、顔中を鮮せん血けつに染めていた。

「だ、大丈夫ですかっ!?」

　突とつ然ぜんの事態にメリアが慌あわててポケットからハンカチを取り出す。

　止血をしようと遊部に近づくと……血の噴ふん出しゆつする速度と量がさらに上がった。

「ごふぅっ！！！」

「あ、あわわ！　ま、ますたぁー……どうすれば……？」

　おろおろと慌てるメリアにため息をつく。

　敗斗にしてみれば、こうなることは十分に予想の範はん囲い内であった。

「とりあえず、遊部と距離をとってやれ。こうなったら、もう止まらん。出せるところまで出させるしかない」

「で、でも……」

　心配そうにするメリアの側で、なおも遊部が出血を続ける。

　数分もすると出せる血を出し尽つくしたのか、僧そう侶りよのように神聖な微笑ほほえみを浮うかべながらゆっくりと立ち上がった。

「驚おどろかせてしまってすみません。もう大丈夫です。ヌけるものは全部ヌきましたから」

「ぬ、抜ぬく……？」

「あらあら。本当に可愛かわいらしい方ですね。もしや、あなたは敗斗さんの彼女さんですか？　なんて羨うらやまけしから──いえ、それならおめでたいことなんですけど」

　途と中ちゆう、追加で鼻血を噴出させたが、すぐに元の丁てい寧ねい口調に戻もどった。

　どうやら、敗斗が定義づけるところの『僧侶モード』が発動したらしい。

「い、いえ。わたしはますたーのメイドで、めりあと言います」

「まあ。敗斗さんにメイドが？　あらあら、まあまあ。敗斗さん？　一体どうやってそんな羨ましいシチュを手に入れたんですかぁーーーー!!」

　僧侶のような微笑みは何処へ。僅わずか一分足らずで元の遊部が復活してしまった。

「簡単だ。カネで買った」

「うわーお。清すが々すがしい笑顔でなんてゲスいこと言うんスかね、この負け犬さんは！　そこに痺しびれる憧あこがれるゥ！　よっ！　鬼き畜ちく王子！」

「散々な言われようだな……。まぁ色々と事情があるんだよ」

「ほっほーぅ。それは例えば、なんとか時間を停止する資産家を破ったものの、なぜかその男の資産の中に人身売買的な少女が含ふくまれていて、本当なら税金も高いしさっさと売ばい却きやくしたいなーと思ったけど、査定係に受け渡わたす直前で泣きそうだった少女にらしくもなく情が湧わいてしまい、自分の信念に従ってカネで『幸せ』を買った──とか、ですか？」

　遊部と呼ばれている女児がニヤニヤと八や重え歯ばを光らせる。

　メリアはパチクリ、と驚いたように目をしばたたかせていた。敗斗は面めん倒どうそうにガシガシと頭をかく。

「……わかってんなら、ワザとらしい演技するんじゃねーよ。どーせ《市場》の情報はお前に筒つつ抜ぬけなんだからよ」
















「それでも、嫌いや味みの一つも言いたくなるじゃないっスかぁー。こんな可愛い少女をカネで買うなんて、おぢさんの一生の夢っスよ！」

「今のお前は一応、女子小学生だけどな」

　ふへ、ふへへ……と怪あやしく笑う遊部がスマホのカメラを構えてメリアににじり寄る。

　本能のまま後あと退ずさり、頃ころ合あいを見計らって走り出したメリアだったが、なぜか小学生女児の遊部に先回りされ、ばっちりと最高のポージングで写真を撮とられてしまった。

「ま、ますたー！　なんなんですか、この人！」

「遊部百合ゆり。名前の通り、百合趣しゆ味み少女。情報屋。事情通。『姿を変える資産』と『記録を改かい竄ざんする資産』のオーナー。それを使って保育園の園児から会社のＯＬさんまで幅はば広ひろく美少女を蒐しゆう集しゆうすることを生き甲が斐いとする。中身はおっさん」

「失礼っスね！　こう見えても百合ちーは現げん役えきバリバリの女子高校生！　ピチピチＪＫっスよ！」

「中身っつーのは、実際の体じゃなくて、性格とか魂たましいのことだよ」

　とツッコミを入れたのだが、敗斗のそんな声は届かない。当の本人は「やめてくださいー！」と涙なみだ目めで逃にげ回るメリアを追いかけ、「ここか～？　ここがええのんか～？　うへへへ」と危険な笑みを浮かべながらローアングルの写真を連写し続けていた。どう見ても、ただのエロオヤジである。

　一通り遊部の記念撮さつ影えいという名のセクハラが終わった辺りで、敗斗が本題を切り出す。

《魔石通貨》が流れる《市場》にまで詳くわしい情報屋。

　そんな彼女に、昨日の時点で電話をしておいたのだ。

「で？　奴やつの情報は集まったのか？」

「あー、はいはい。ちゃんと集めてありますよー。……ん」

　と言って、遊部が可愛らしい小さな手のひらをこちらに向ける。情報を渡す前にカネを寄よ越こせ、ということなのだろう。ついでに言えば、支し払はらう金額によってどこまで情報を提供するか向こうが決める、という意思表示でもある。

　費用は倹けん約やくすべきだが、使うべきところではしっかりとカネを使うべきだ。敗斗は自分の持つ信条に従い、その小さなお手てに黒い紙し幣へいの札束を一つ、ポンと置いた。

「ままま、ますたー！　なんて金額を……！」

「アホか。情報は命だ。情報屋にはチップ渡してでも友好な関係を築いておくべきなんだよ」

「さっすが敗斗さん～♪　負け犬とはいえ、腐くさっても《資産家》っスね。んじゃあ、はい」

　遊部は赤いランドセルに札束を仕し舞まう代わりに、中からＡ４の紙をダブルクリップで留めた報告書を取り出した。

　用紙の一番上には男の写真が一枚添てん付ぷされている。瘦やせ形がたで長身。色いろ褪あせたＧジャンに白はく髪はつ。確かに昨日の《銀ぎん狼ろう》だった。

「今回は先方の『決けつ算さん書しよ』も手に入りましたー。ヤバいっスね。かなりの優良企き業ぎようっスよ。三月の期末時点で総資産九〇〇〇万強。過去一〇年の帳ちよう簿ぼを洗ったところ、不自然な数字もいくつか見つかりました。あからさまな利益調整っスねー。たぶん、本当の資産は一億超こえてるっスよ」

「……マジか」

　思わず、パラパラと報告書をめくって『貸たい借しやく対たい照しよう表ひよう』を確かく認にんする。確かに資産総額は九〇〇〇万を超えていた。しかも、そのほとんどが『純資産』である。

　つまり、どこかから借金をしてきたり、なにかの返済用に確保されている資金や借り物の固定資産ではない。負ふ債さいがほとんどなく、ただ資産だけが溢あふれている。カネのなる木だった。

「え、えーっと……。ますたー？　お二人はなにを話しているのでしょうか……？」

　メリアが控ひかえめに手を挙げた。

　先ほどから遊部と敗斗の間で取り交かわされる会話に全くついてこれなかったようだ。

「メリアお姉さまは金きん融ゆうの知識をお持ちではないのですね。百合ちーがざっくりとご説明するっス」

「あ、はい。ありがとうございます。……お姉さま？」

「こほん。『決けつ算さん書しよ』というのは、簡単に言うと企業の成績表みたいなものです。資産と負債……つまり、お金や借金がどれだけあるか示す『貸たい借しやく対たい照しよう表ひよう』と、今期いくら儲もうかったのかを示す『損そん益えき計けい算さん書しよ』で構成されます。で、敗斗さんが気にしていた銀狼さんの成績を見ますに、『どーもこいつ、相当儲かってやがるようだぜ、ケケケ』というのが我々の見解っス」

「わかりやすい説明をありがとう、遊部。要するに、だ。俺とメリアはこれから、このおっさんを殺してカネをガッポリ貰もらっちゃおう、ってワケ」

「こ、殺っ!?」

「あー。心配すんな。俺はガチの殺しはしないことにしている。極きわめて平和的な交こう渉しようでもって、手持ちの資産をちいっとばかしお裾すそ分わけしてもらうっつーだけだ」

「……ヤクザのようなやり口で、一リルを残し他全ての資産をまとめて強ごう奪だつする極ごく悪あく人がよく言うっスねー……。あ。でも、この人から資産を奪うばうのは無理っスよ？」

「あん？　なんだ？　資産総額がデカいからリスクが高いっつー話か？　んなもん、いつも通り前情報と下準備でカバーしてだなあ──」

「そうじゃないっス。この人、《上場》してないんスよ」

　……《上場》。表の世界では自社株を一いつ般ぱん投資家に公開することなどを指すが、《魔ま石せき通貨》の《市場》においては別の意味を持つ。リル市場で《非上場》ということは、遺産相続という名の殺し合いの《取引トレード》に参加しないということだ。

　上場の有う無むは四半期ごと、つまり三ヶ月おきに決定される。

　決算月が三月のリル市場において、現在の五月で上場していないという事実は、イコールで、六月末まで《取引トレード》に参加しないということを指す。この間、非上場の資産家相手に《取引トレード》を行うことはできず、万が一、資産家を殺害したとしても、その資産家が保有する資産は全て《国》に還かん元げんされることとなる。

「マジかよ……。まさかアガリの人間だったとは……」

「……『アガリ』？　ですか？」

「働かなくても生きていける人間のことですよ、お姉さま。三ヶ月間非上場を決定しても、保険料に固定資産税、住民税、源泉所得税、期末にはもちろん使った分の消費税や法人税が課税されるっス。つまり、《取引トレード》……仕事をしなくても、お金は出てくんスよ」

「その支払を賄まかなえるだけのカネや資産、収益がある人間っつーことよ。《資産家》には大きく分けて四つの種類が存在する。《労働者》、《個人事業主》、《ビジネスオーナー》、《投資家》の四つだ。で、後ろ二つは上手うまくやると、遊んで暮らせるようになる。……いずれにせよ、ゲームに参加してないんじゃどうしようもねぇ。くっそ……！　一〇〇万も払って空振りかよ……！」

「そうでもないっスよ」

　そう言って遊部はちょいちょい、と報告書の束を指し示す。

「そのおっさんが頻ひん繁ぱんにコンタクトをとる資産家が何人かいるっス。たぶん、そいつらを手足として動かして、アガった利益からロイヤリティを受け取ってるんスね。つまり──」

「Ｇジャン男はダメでも、その手下を狙ねらえば十分デカい利益を狙える──っつーわけか！」

　敗斗が俄が然ぜんやる気を出し、報告書を捲めくる手を早める。

　メリアだけが話に全くついていけず、「あうう～」と目をぐるぐるさせていた。







　どうやら、遊部が通っている小学校（当然のように席があった。遊部の実じつ年ねん齢れいは一六歳のはずなのに）は、朝の大休きゆう憩けいだったようだ。敗斗たちが遊部とコンタクトをとってから一五分もするとチャイムが鳴り、小学生たちが一いつ斉せいに校舎に入り出した。

　休憩時間終しゆう了りよう前に次のターゲットを決め、その情報を得るために追加で一〇〇万を渡そうとした敗斗だったが、メリアの青い顔を見た遊部にやんわりと遠えん慮りよされてしまった。

「敗斗さんは払いがイイですし、今日はメリアお姉さまという極ごく上じよう美少女が見れたのでサービスしとくっス。はい、これ。もうすぐ授業が始まるんで、さっさと帰ってください。端たん的てきに言って、邪じや魔まっス」

　まるで鬱うつ陶とうしいハエを追い払うような仕草で追い出されてしまった。

　遊部に言わせれば、授業を真しん剣けんに受ける女児や注意力散さん漫まんでついお外を見てしまう女児もこの世の宝らしい。その至宝を撮影する崇すう高こうな使命を邪魔するなと、以前にもマジギレされたことがある。

　ちなみに、遊部が女子小学生を盗とう撮さつ……もとい、記念撮影する行こう為いや、《取引トレード》に参加する資産家が遊部を訪ねて来ることなどは小学生の認識から外れているらしい。それ専用の《固定資産》も所有していて、運用しているとのことだ。敗斗が堂々と小学校に侵しん入にゆうしたのも、その事実を知っているが故ゆえのことであった。

　ちなみに、遊部本人は「今ここにいる愛くるしい天使たちが後々、極上の美少女に育つんス！　そんな天使に悪あく影えい響きようを与あたえる害悪を排はい除じよするのは当然のことっスよ！」などと宣のたまっていた。「じゃあ、一番の害悪であるお前が退場しろよ」という台詞せりふは多くの資産家が吞のみ込んでいた。それを言うことで情報屋との関係が険悪になる……という懸け念ねんではなく、言っても無む駄だだと誰だれもが確信しているからだ。

「……よし。今夜のターゲットが決まったぞ。Ｇジャン男の手下その１、ロン毛野や郎ろう。正式名称コードネームは《グラサン》だ」

　グラサンて。

　被かぶることが多そうな上、個性のないコードネームだなーと敗斗が半目になる。

　重要なポジションの人間だからこそ、個性のない名前で索さく敵てき網もうから逃のがれている……という可能性もゼロではないものの、それなら『佐さ藤とう』か『鈴すず木き』で事足りる。ロン毛野郎の趣味が多少なりとも反映されていることは明らかだった。

「ロン毛野郎のポジションは『キャッシュ・ストック』だ。つまり、こいつがチームで運営する資産のうち、『現金キヤツシユ』の大部分を管理・保有している。チーム経営の場合、一人の人間に資産を集中することはリスクでしかないから、こいつの資産内訳はほとんどキャッシュってわけだ。固定資産を最低限しか持たず、膨ぼう大だいなキャッシュを持つ阿あ呆ほう。絶好のカモ。……ま、俺らにとっちゃ『お得意様』だな」

　情報屋と密会した小学校から帰る道すがら、敗斗が手元の追加報告書を爪つめ先さきで弾はじく。

　頭の中ではもう、今夜の計画を描えがきつつあった。

「あ、あのぅ……ますたー……。ご機き嫌げんのところ大変申し上げにくいのですが……ますたーは学校へ行かなくてよろしいのでしょうか……？」

「いい」

「へうっ!?　で、ですけど！　ますたーの将来のためにも──」

「むしろ将来のために、俺は学校に行かない！」

「謎なぞ理論で返されましたぁー！」

「謎ではない。至し極ごく当然な理論さ。……帰ったらお前にも教えてやるよ」

　──ニート正当化理論を。

　敗斗は自信満々に含ふくみ笑いを漏もらしていたが、メリアは疑わし気なジト目を向けるばかりだ。

　交差点の歩行者用信号が点てん滅めつして赤になった。

　停車していた大型トラックが走り出す。二人は横断歩道の手前で立ち止まった。

「よし。今夜の行動指針は決定した。次は買い出しだな」

「あ。お買い物ですか？　今夜の晩ごはんは何にします？」

「……なに新妻気取ってんだ。買い出しっつったら、今夜の取引で使う《固定資産》に決まってんだろ」

「つ、妻じゃないです！　メイドだって言ってるじゃないですかぁー！」

「もうー！」とほっぺを膨ふくらませながら、メリアが頰ほおを赤らめる。

　敗斗の『妻』発言がよほど恥はずかしかったようだが、なんというか、まんざらでもなさそうだった。健全な男子高校生なら垂すい涎ぜんものの極上シチュエーションだが、そこはカネの亡もう者じや・失井敗斗。今夜の計画に夢中でそんなラブコメイベントもガンスルーである。

　車道の信号が黄色になり、赤に変わる。代わりに青になった歩行者用信号を確かく認にんし、鳥の鳴き声を模した電子音声をＢＧＭにメリアが歩き出そうとすると、敗斗が片手でそれを制した。

「時間が惜おしい。《タクシー》を使おう」

「タクシー？　ですか？」

「……そういや、お前は《魔石通貨》を使うところ、初めて見るんだったな」

　そう言いながら、敗斗が内ポケットを探さぐる。

　元から手元にあったのが二〇〇万少々。銀ぎん狼ろうから一〇〇万もらって、固定資産の売ばい却きやく金額が一四三万。そこから遊部に情報料として一〇〇万支し払はらったから──残金は約三四三万リルか、と概がい算さんする。

　左側の内ポケットには帯で綴とじられた札束が二つ、右側の内ポケットにはバラで紙し幣へいが詰つめてあった。そのバラバラの方から適当に二～三枚程度の紙幣を抜ぬき出す。そして、メリアの手を握にぎると、神に命じるように……あるいは悪魔に懇こん願がんするように、宙ちゆう空くうに向かって買付注文を出した。

「目的地は、《レンタルビデオショップ・ラビット》。現在地から目的地までの『距きよ離り』を買う」




　瞬しゆん間かん。二人を中心とした景色がブレる。




　まるで世界そのものにノイズが混じったかのように歪ゆがむ視界。

　初めての体験にメリアは一瞬、乗り物酔よいのような気持ち悪さを覚えたが、そんな不快感もすぐに過ぎ去った。

　そして、再び構成された世界は……先刻までとは打って変わっていた。

　閉店したらしいガソリンスタンド。雑草だらけの道路。アスファルトがヒビ割れた駐ちゆう車しや場。全く車が通らない信号機。ただただ広い空。視界の先に堂々と聳そびえる緑の山々。そして……眼前に佇たたずむ古びたビデオショップ。

　色いろ褪あせた看板にはオレンジ色の文字で『ラビット』と書いてあった。

「ふええっ!?　一体なにが……っ!?」

「よし。早さつ速そく店に入るぞ」

「ままま、ますたー！　こんなトンデモ現象を全力スルーしないでくださいっ！　一体なにが起こったんですか!?」

「……あー。えー。ほら、アレだよ。タクシーに乗ったんだよ」

「タクシーは車の形をしていますよねぇ!?　そんな物体、一瞬たりとも見えませんでしたが!?　それに、乗車から降車まで世界がブレる速度で走るタクシーなんて聞いたことありません!!」

「あーもう、めんどくせぇなー」

　話の流れで把は握あくしてくれよ、と願う敗斗だったが、残念ながらメリアはそこまで勘かんの鋭するどい系女子ではない。むしろ、たとえ勘が鋭くてもちゃんと聞いちゃう系女子だった。

「これが《魔石通貨》の力だ。正当な額を用意して買付注文を出せば、即そく座ざに購こう入にゆうすることができる。超ちよう常じよう現象を起こすには莫ばく大だいな金額が必要だから、中ちゆう継けいとして固定資産を買うのが常道だが、普ふ通つうのカネで買えるものは安いので問題ない。その例が、《タクシー》な」

「た、タクシーって……今の瞬間移動がですか……？」

「移動にかかる時間をカネで買う。原理は普通のタクシーと同じだ。ただ、《魔石通貨》の購入は即そく時じ適用だから、時間の短縮具合はハンパないな。どうだ？　普通のカネを稼かせぐのがバカらしくなっただろ？」

「ど、どうなんでしょうか……」

　敗斗がカラカラ笑いながらビデオショップのドアを横に開く。その後ろに、おどおどした様子のメリアが続いた。あまりにも急激な変化に、この世界が信用できなくなったのかもしれない。

　二人が入ったのは、まさに田舎いなかのレンタルビデオショップ、という出いで立ちだった。

　大して広くもない店内に、所ところ狭せましとビデオが並んでいる。こんなご時世だというのに、ＤＶＤやＣＤの類たぐいは全く無い。無駄に大きく、欠片かけらも機能的でないビデオテープと、もはや、その存在すら知らない人の方が多そうなテープレコーダーのテープばかりが並んでいる。時じ代だい遅おくれどころか、時代の流れから隔かく離りされたような店だった。

「らっしゃーせー」

　レジには一人の若い男が立っている。年の頃ころはちょうど二〇歳といったところ。赤いアロハシャツに金きん髪ぱつ。そして、サングラスをかけていた。

「まさか……お前が《グラサン》……!?」

「！？」

　敗斗が無駄に戦せん慄りつし、その様子に、ただでさえ不安気だったメリアがビクリと身体を撥はねさせる。レジのアロハ男……《グラサン》は、人ひと懐なつっこい笑え顔がおを引っ込め、スッ──とサングラスを中指で持ち上げた。

「如何いかにも。俺が、真の《グラサン》だ……っ！」

「ま、まさか……！　ずっと俺のことを助けてくれていたお前が敵だったなんて！」

「……仕方なかったんだ。敗斗が初めて俺の店に来たあの日。あの時ほど、俺は運命の悪戯いたずらを嘆なげいたことはなかったよ……」

「くっ……！　だが、俺はお前を倒たおす！　俺の信念に誓ちかって!!」

「できるのか？　俺はずっと、お前の側そばにいた。お前の情を一身に受けるほどにな。お前はもう、俺のいない世界では生きていけないはずだ。そう。俺はお前の、世界でたった一人の友人、なのだから……」

「それでも……守りたい世界があるんだ──ッ！！！」

　ダンッ、と敗斗が拳こぶしでカウンターを叩たたく。

　ハラハラと状じよう況きようを見守っていたメリアは緊きん張ちようで泣きそうになっていた。

　そこで、フッとサングラスの店員が表情を緩ゆるめる。

「完かん璧ぺきだ……！　完璧な厨ちゆう二に設定だったぜ、敗斗！　よし、今日もしっかりオマケしちゃる！」

「おー。助かるよ。でも、今日欲ほしいのは大した資産じゃねぇんだ。単純な麻ま酔すい銃じゆうを二丁ほどもらえねぇかな？」

「なんだよ、普通の麻酔銃でいいのか？　それなら、一〇万──いや、さっきの楽しかったし、一万リルでいいぜ」

「マジかよ、サンキュー。助かるわー。またとっておきのノリを用意しておくぜ」

　敗斗が懐ふところから一万リル紙幣を取り出して支し払はらいを済ませた。

　引き換かえに麻酔銃が二丁入った紙かみ袋ぶくろを受け取っているところで……ついにメリアのツッコミが限界に達する。

「って、さっきのはなんなんですかぁーっ！」

「あん？　なにって、ノリだよ、ノリ。一応ちゃんと言っとくと、勿もち論ろんこいつは今夜俺たちが相手をする《グラサン》じゃねぇ」

「いや、俺が真の《グラサン》だ！（キリッ）」
















「ここは《個人商店》。リルの《取引トレード》で使う中古の資産を横流しして利益を得ているんだ。ちなみにこの店員は、何よりも厨二設定を愛し、楽しいノリを提供すると値段をオマケしてくれる。本名は確か、可か成なり乗のり男お──」

「皇すめらぎ大蛇おろちと申します。以後、お見知り置きを。お嬢じようさん」

「……だ、そうだ」

　敗斗が苦く笑しようとともにため息をつく。

「……ひょっとして、ますたーのお友達はヘンタイさんしかいないのでしょうか」

「聞こえてんぞ」

　古き良き主人公像を全否定する敗斗である。

「でも、ますたー。今夜の準備って、それだけなんですか？」

「ん？　ああ。今日の相手にはこれだけあれば十分だ。ちょっと設定はイジるけど」

「おうおう、敗斗よう。また面おも白しろテクニックでミラクルに大物を倒すのか？　次の買い物も安くするから、聞かせてくれよぅー」

「……む。情報漏ろう洩えいの可能性もあるから詳くわしくは言えないが……」

「ちょっとでいいって！　せめて、どんな敵を相手にするのかくらい！」

　ノリオがワクワク、といった感じで目をキラキラさせる。そのキラキラ具合といったら、暗いサングラス越ごしにもわかるほどの輝かがやきだ。

　本来なら貴重な情報を無む闇やみに話したりしないのだが、ノリオの期待と次回購入時の割引、ついでにメリアへの説明も兼かねて、ざっくりとした説明だけしておくことにした。

「……今夜の相手が所有する《資産》は二つ。一つは、常時発動型の固定資産《雷らい閃せん》。これは、所有者に対して他者が『攻こう撃げき』した時、その直前に全く同種の『攻撃』を攻撃しようとした者に与あたえるという資産だ。一言で言うと、超ちよう強力なカウンターだな」

　遊部の報告書にあったグラサンのページ。

　そこにあった『所有　固定資産』の項こう目もくを思い出しながら敗斗が説明する。

「ええっ！　そんなすごい資産を持ってる人なんですか!?」

「んで、もう一つが……」

「ますたー！　わたしをスルーしないでください！」

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませるメリアだが、目をキラキラさせて続きを促うながすノリオを見ると、途と中ちゆうで話を止められない敗斗であった。

　……主に、次回の買い物割引が目的ではあるが。

「もう一つが、起動発動型の固定資産《王の箱庭ロイヤル・ガーデン》。これは起動後、所有者から半径一キロメートル以内に存在する人間に対して命令権が与えられる、という資産だ。要するに、範はん囲い内の人間を操あやつれるんだな。ちなみに、有効範囲は追加でカネを投資することにより拡大できるらしい」

「えええっ！　そんなすごい資産も持ってる人なんですか!?」

「マジかよ、敗斗……。一応聞いとくぞ？　そんな強敵相手に、お前が持つ資産は……？」

「麻酔銃……は、別に普通のカネで買えるものだし、《魔石通貨》に関かかわる資産という意味では、この《健康保険》だけだな」

「くっはー！　すげーぜ、敗斗！　事実上、資産なしで強敵に挑いどむなんて!!　……でも、マジで大だい丈じよう夫ぶなんかよ、それ？　部外者の俺が言うのもなんだけど、全然勝ち目が見えねーぞ？」

「ああ、それなら大丈夫だ」

　そこで敗斗は、ポン、とメリアの頭に手をやった。

「今夜の取引は、こいつも戦うからな」

「「ええーーーー！！！」」

　ノリオだけではない。そんな話を全く聞いてなかったメリアも大声を上げて驚おどろいた。

「ままま、ますたー！　わたっ、わたしも戦うんですか!?」

「ああ、そうだぞ？」

「敗斗よぅ……。俺が言うのも何だけど、こんな可愛かわいい嬢ちゃんが血で血を洗う戦いに参戦なんて、無理だと思うぜ……。いや、そりゃ確かに、小さくて可愛い魔ま法ほう少女が大たい砲ほう級の魔法を使って敵を一いつ掃そうするアニメもあるにはあるけどよぅ……」

「そそそ、そうですよー！　わたしなんて、ちょっと可愛いだけが取り柄えの、ただの可愛い女の子なんですからぁー！」

「どさくさに紛まぎれて『わたし可愛い』アピールするのをやめろ」

　敗斗が死んだ魚のような目でツッコむ。

「最初に言ったろ。俺は女を囲って無む駄だ金がねを浪ろう費ひする趣しゆ味みはない。自分の食くい扶ぶ持ちぐらい自分で稼げ、ってな」

「そ、そうですけどぉー……」

「それに、難しいことは要求しない。ただこの麻酔銃を持って、敵に向かってトリガーを引くだけの簡単なお仕事だ」

　がさり、と敗斗が麻酔銃の入った紙袋を持ち上げる。

　そこに凶きよう器きが入っていることを知っているメリアは、ブルブルと震ふるえていた。

　──どうでもいい、と敗斗は思う。正当な報酬を払はらう以上、それに相応ふさわしい労働はしてもらう。そう。敗斗は完全なる男女平等主義者なのだ。

　しかし、ここまでの話をしっかり聞いていたノリオは眉まゆをひそめた。

「んー？　でもよ、敗斗。仮にその嬢ちゃんが戦せん闘とうに参加しても、大して役には立たねぇんじゃねーのか？　麻酔銃を撃うってもカウンターで跳はね返されちまうだろうし、絶対命令権じゃ同じく操り人形になっちまうんじゃねーの？」

　待ってましたとばかりに、敗斗がニヤニヤする。

　そうなのだ。ノリオの言った通り、普通に考えれば攻こう略りやく不可能な《資産》なのだ。だからこそ、大金を抱かかえる《キャッシュ・ストック》の役回りに持たせたのだろうし、だからこそ、これまで誰だれも勝負をしかけようと思わなかった。

　だが、この世に完璧な人間などいない。

　そして、完璧な資産も存在しない。

「そればっかりは企き業ぎよう秘密だぜ、ノリオ。まぁ、期待してな。次来る時は、とっておきの厨二報告を持ってきてやるぜ」

　敗斗が悪魔のような笑みを浮うかべ、ノリオも目を輝かせる。

　唯ゆい一いつ、今夜に地じ獄ごくが待っていることを理解したメリアだけが、青い顔で震えていた。




　　　　◇




《魔石通貨》の市場が開かれるのは、毎夜一八時から午前零れい時じまでである。

　その時間帯以外に《取引トレード》を行うことはできない。

　万が一、市場が閉へい鎖さされている時間帯に資産家が死亡・殺害された場合は、《遺産相続》の制度は適用されず、死亡した資産家が保有していた資産は全すべて《国》へ還かん元げんされることになっていた。

　ゆえに敗斗は、遊部に連れん絡らくして今夜のターゲットである《グラサン》の動向を調べた後、市場開放の一八時まで時間を持て余すこととなった。

　今はメリアと二人、オシャレな店内空間が売りの大手コーヒーチェーン店に入り、アイスコーヒーを啜すすっている。

　敗斗の金銭哲てつ学がくから言えば、ちょっと店内がオシャレだというだけで相場の三～五倍のドリンク料金を支払わせる店など泥どろ棒ぼうと大差ないのだが、店の内装を外から見たメリアが入りたいと言って聞かなかったのだ。

　しかもメリアは、よりにもよって店側の利益率が一番高い期間限定ドリンクを注文していた。フラッペしたコーヒーに生クリームとフルーツソースをかけただけで、なぜ料金が七〇〇円を超こえるのか、敗斗は理解に苦しむ。……下手すると、スーパーでステーキ肉が買えるぞ。

「[image: ～][image: ～][image: ～]♪」

「ご機き嫌げんですねぇ、メリアさん」

「とってもおいしいですー。ますたーもこれにすればよかったのにー」

「俺はアイスコーヒーが好きなんでねぇ……！」

　こめかみに青筋を立てながら笑顔を作る敗斗。

　ちなみに、敗斗がオーダーした一番安いドリップコーヒーですら、三〇〇円を超えていた。サイズが一番小さいものであるにもかかわらず、だ。

「なんでそんなに怒おこってるんですか、ますたー？　パフェみたいでとってもおいしいのに」

「お前、無一文な上にメイドの分際でよくもまぁご主人様マスターに集たかれたもんだな」

「わたし……もう今夜のことは諦あきらめました……。今夜のことは今夜のわたしに任せて、今のわたしは目の前のパフェをしっかり楽しむんです……」

　フッ……と、メリアが遠い目で明後日あさつての方向を見つめる。

　一いつ般ぱん人なら誰もが同情してしまうようなシチュエーションだが、カネに対してドライな敗斗は「いや、カネを稼かせぐためだし、仕方ないじゃん？」とあっけらかんとしていた。

「まぁそう言うな。悪くすると死んじゃうかもしれないが、上手うまくやれば七〇〇〇万くらい儲もうかるんだぞ？」

「悪くすると死んじゃうじゃないですかぁーっ！」

「ええいっ、うるさいっ！　俺が考えたプランだから、大体大丈夫だ！」

「だ、大体ってなんですかっ！」

「確率で言うと……九五％くらい？」

「それ、五％の確率で死んじゃいますよねぇ！」

「まぁ、人生ってそんなもんだし」

「うえーん！　わたしまだ死にたくありませんーーー!!」とメリアが机に突つっ伏ぷしてマジ泣きする。カフェの店員さんが見かねた様子でこちらに近づいてきたが、敗斗が真顔で「あ、大丈夫なんで」と対応すると、引きつった笑顔をしながらカウンターへ戻もどっていった。

「ぐすっ。うぅ……《魔石通貨》でなんでも買えるなら、時間を戻して、ずっとこのパフェを食べていたいです……」

「……そう言えば、『時間を巻き戻す資産』を持った資産家もいたな……。良い考えだが、超ちよう常じよう現象を起こすには《固定資産》の保有が絶対条件だ。現金のリルで買うことも勿もち論ろんできるが、高すぎる。一秒戻すだけで何億請せい求きゆうされるかわかったもんじゃない。ついでに言えば、《固定資産》で時間を戻しても、その運用資金が高すぎてすぐに破産するだろうな」

「あう……もう、夜が来ないことを祈いのります……」

「そう悲観的になるな。逆だ。逆を考えろ。全てが上手くいって七〇〇〇万が手に入った時のことだけ考えていればいい」

「うぅ……七〇〇〇万リルもの大金が手に入ったら、どうなるんですか……？」

「そうだな……。まぁ大部分はお前の税金と今後の運用資金に当てなければいけないが、もちろん、給料も出してやろう。今夜の働き次し第だいだが……そうだな……もしお前が俺の期待する通りの働きをしたなら、利益の五％くらいはくれてやってもいい」

「五％……。フッ……死んじゃう確率と一いつ緒しよですね……」

「だから死ぬことばっか考えんなって。だいたい、破格だぞ、五％。もし七〇〇〇万リルが手に入ったら、その五％は三五〇万リルなんだからな」

「えっ……！」

　ガバッとメリアが机から起き上がる。

　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰らったような顔に、敗斗がニヤリと笑みを刻んだ。

「そう。報ほう酬しゆうは三五〇万リルだ。今夜の《取引トレード》……長くても一時間はかからないだろう。だから、時給三五〇万の仕事だな。しかも、通貨単位は『円』じゃなくて『リル』」

「…………」

「三五〇万リルもの大金があれば、欲ほしいものは何でも買えるぞ？　一いつ瞬しゆんで北極から南極まで旅行できるし、お城のような家だって買える。美味うまいものもたくさん食えるし、そのドリンクも飽あきるくらい飲めるだろう。可愛い洋服、綺き麗れいな宝石、輝かがやくアクセサリー、上質なバッグ、目が覚めるほどのイケメン彼氏。なんでもござれだ。面めん倒どうなら単純に『円』を買ってもいい。確か今のレートは一リルが一〇〇円くらいだったから、単純計算で三億五〇〇〇万円になるな」

「さんおくっ……!?」

「もっとも、『円』で『リル』を買うことはできないんだから、貴重な『リル』をわざわざ『円』にするのは馬ば鹿かげた行こう為いだが……」と補足していた敗斗の言葉はメリアに届かない。カネの魔力に取り憑つかれたメリアは、すっかり目を『￥』マーク……ではなく、『リル』マークにしていた。

「……っ!?　ままま、ますたー！　わたし、大変なことに気づいちゃいました！　ますたーは今現在、すでに三〇〇万リルくらい持っているわけですよね!?　ということは、それを全て『円』に換かえると……!?」

「あん？　あー。単純計算で三億円くらいになるな。たぶん、一生遊んで暮らせる」

「なんで働いてるんですかぁー!?　しかも命を懸かけてまでっ!!」

「ふっふっふ……それはもう、『リル』の魔力に取り憑かれちまったからだよ……！　カネはいくらあってもいい。どれだけあっても邪じや魔まにならない。あればあるほどいい……！」

「お、お化けみたいですっ！」

「カネを出せぇー！」

「きゃあーっ！」

　前まえ髪がみを垂らし、即そつ興きようでお化けっぽい雰ふん囲い気きを作り出してメリアを下から見上げる。

　ジョークだということはちゃんと伝わっているようだが、メリアもノリを理解して笑顔で悲鳴を上げてくれた。ノリオとのやり取りで学習してくれたようだ。

「まぁだから、幸せな未来だけ考えてな。お前は今夜、大金を得て、欲しいものはなんでも買える勝ち組ガールになるんだ。そのカネで、なにをしたい？」

　敗斗が少しだけ真しん剣けんに尋たずねる。

　メリアは艶つやのある唇くちびるに人差し指をやり、「うーん……？」と数秒だけ考えたが、すぐにニッコリ微笑ほほえんで、自分が飲んでいたドリンクを突き出した。

「その時は、もう一回ここへ来て乾かん杯ぱいしましょう！」

「……へ？」

「見てください、ますたー！　このメニュー！　どうもこのお店、有料で追加トッピングができるみたいです！　ホイップクリーム増量！　フルーツソース追加！　エスプレッソ増し増し！」

「いや、あの……メリアさん？」

「心配しないでください、ますたー！　その時は、ますたーの分までわたしが奢おごってあげます!!」

　えっへん！と、ぺたんこな胸を存分に反らしてご満まん悦えつなメリアさん。

　敗斗はツッコむのに疲つかれて椅い子すの背もたれに全体重を預けた。苦言を言う代わりにポケットからスマートフォンを取り出すと、カメラのアプリを立ち上げてメリアの姿を写真に収めた。カシャリ。

「……あの。なんで今、写真を撮とられたんですか？」

「せっかく七つの球を集めてどんな願いも叶かなえてくれるドラゴンを呼び出したのに、お願いが『美少女のパンツをおくれ！』なんて言うアホの子が本当に存在していたのだという、物的証しよう拠こ写真」

「……なんだか、とても馬鹿にされた気分です」

　ずぞぞー！とほっぺを膨ふくらませたメリアが幸せドリンクを吸い込む。

　そのドリンクには、世界を買えるカネを出すほどの価値があるのか……と敗斗は半目になった。

「どうせ撮るなら、もっと可愛かわいいポーズで撮って欲しかったですよぅー」

「……ほう。ならば、ポーズをとってみたまえ」

「たとえば……こんなとか」

　右手で作ったピースをおでこにコツンとあて、「てへっ♪」と上うわ目め遣づかい。

　パシャリ。敗斗は思わず、シャッターボタンを押していた。

「他には……こう」

　椅子から立ち上がり、メリアが伸のびをする。胸を反らし、ヒップを突き出したことによって作られる、少女特有の曲線美が妙みように艶なまめかしい。……パシャリ。

「あとは……こうして……」

　再び椅子に座り直し、お行ぎよう儀ぎ悪わるく足をのせる。

　自分の膝ひざにのせたプニプニほっぺもさることながら、真正面の敗斗の位置からはメリアのパンツがバッチリと──

「いや、そろそろ犯罪臭しゆうがするよな!?」

　敗斗が椅子から立ち上がり、誰だれにともなく弁明する。

　幸い、平日の昼下がりで客の少ない店内では、メリアのあられもない姿に気づいた人間は皆かい無むのようだ。

「他には……うーん……」

　ネタが切れたのか、メリアがカバンから本を取り出し、次のポージングを考えている。

　てっきり、ファッション誌の類たぐいかと思ったが、メリアに一円たりとも渡わたしていない以上、自分でそういう雑誌を購こう入にゆうすることは不可能だと気づいた。そもそも、メリアは敗斗とずっと行動を共にしていたので、時間的にもそんなものを購入する暇ひまはない。

　以上のことを踏ふまえ、メリアが書しよ籍せきを読んでいる事実には悪い予感しかしなかったが、やはりというか当然というか、そこには今朝の『美少女ゲーム特集』が掲けい載さいされた雑誌を熟読なさるメリアさんの姿があった。

「だから俺の本能がシャッターボタンを押させたのかぁーーーっ！」

「きゃぁーっ！」

　今朝の二の舞まい。やいやい言いながら、メリアから必死に雑誌を回収する。

「ところで、ますたーは大金を得て、なにをしたいんですか？」

「…………」

　ふーっ、ふーっ、と荒あらい息を整えながら、力の限り萌もえ系雑誌を胸に抱かかえる敗斗。

　それはそれで危ない絵面だということには気づいていない。

「あ。やっぱり、時空を歪ゆがめて幼なじみを作りたいとかいう──」

「お前、そろそろマジでメイドをクビにするぞ」

　女を甘やかすとロクなことがない、と敗斗はこの世の真理を再確かく認にんした。




　　　　◇




　その日の夜、敗斗とメリアは無数の高層ビルが聳そびえる都会のど真ん中に移動していた。

　空が狭せまい。暗く灰色の夜空は、人の強ごう欲よくを象しよう徴ちようするかのようなビル壁へきに遮さえぎられ、その顔をほとんど覗のぞかせていなかった。地上は飲食店や飲み屋が放つ妖あやしいネオンによって、真昼と大差ない明るさを振ふりまいている。通行人も多く、まるでここだけ夜が訪おとずれない世界のようだった。
















　排はい気きガスと多くの人々の生活臭が混ざり合った気持ち悪い空気を吸いながら、敗斗はゆっくりとため息をついた。ここまでは再び《タクシー》を使ったので満員電車に揉もまれる必要こそなかったが、普ふ通つうに地上を歩いているだけでも息苦しい。

「さっさと帰りてぇな……」

『え!?　なんですか、ますたー!?　もう一度言ってください！』

　耳につけたイヤホンからメリアの切せつ羽ぱ詰つまった声が聞こえてくる。

　カバンを持っているメリアには小型のタブレットを渡してあった。敗斗はポケットに入れたスマホ。それぞれで通話アプリを立ち上げて繫つなげており、マイク付きのイヤホンをすることにより、簡易的なトランシーバーのようなものを形成していた。……いや、同時通話が可能だったり、色々な機能面でトランシーバーを遥はるかに凌りよう駕がしているのだが、こういうシチュエーションだと、ついつい『トランシーバー』という表現を好んでしまう敗斗である。

『ますたー!?　ますたー!?』

　ともあれ、全すべての発言が拾われるので、無用な独り言にすらメリアが過か剰じように反応してしまう始末である。どうやら、かなり緊きん張ちようしているようだ。ここは一つ、メリアに落ち着いてもらおうと、敗斗はとっておきのジョークを言うことにした。

「大変なミスを犯おかしてしまった……。今日はメリアにパンツを穿はかせていない……」

『え!?　え!?　パンツ、ですか!?　わたしはちゃんと──』

「よく、確認してみてくれ。どんな様子だ？」

『ちゃ、ちゃんと清潔です！』

「そうか……。ならば、忘れたのはブラの方だったか……」

『ぶ、ブラ、ですか!?　わたしは、もともとブラは──って、なんの話をしているんですかぁーっ！』

　まさか……ブラをしていないんですか、メリアさん……!?　と無む駄だに衝しよう撃げきを受けた敗斗だったが、そろそろ都知事に注意されそうだと思い、発言を自じ粛しゆくする。そのサイズなら必要なさそうですもんね、と優やさしい気持ちになった。

「ちなみに、今日の俺は黒のボクサータイプだ！」

『だから、なんの話をしているんですかぁーっ！』

「勝負パンツなんだよ」

『知りませんよーっ！』

　少し離はなれた交差点の曲がり角で、何人かの通行人が後ろを振り返った。

　おそらく、そこにメリアがいるのだろう。作戦の都合上、メリアには少し離れたコンビニの前で待機してもらっている。ナンパ等で足止めされることを危き惧ぐしていたが、この調子で電波女のような挙動をさせておけば平気だろう。

「緊張はほぐれたか、メリア？　そろそろ作戦を説明する」

『ちょっとだけ楽になりましたけど、またきんちょーしてきました……！』

「よし。大だい丈じよう夫ぶだな。じゃあ、説明する」

『話を聞いてくださいーっ！』

「もうすぐここを、ターゲット《グラサン》が通過する。普ふ段だんは数人の護衛をつけているらしいが、今夜は取引帰り。かなりの確率で、一人だ。まずは俺が勝負に出る。……が、おそらくは歯が立たない。最終的に《王の箱庭ロイヤル・ガーデン》で動きを止められるだろう」

『……は、はい！』

「お前の仕事はたった一つ。単純明快だ。グラサンが《王の箱庭ロイヤル・ガーデン》を発動し、俺を含ふくめた周囲の人間の動きを止めたと同時、静かに、ゆっくりとグラサンまで近づけ。焦あせらなくていい。反撃に怯おびえなくていい。ゆっくり近づいて、どうやっても麻ま酔すい銃じゆうが外れない距きよ離りまで来たら、何も考えずにトリガーを引け。水みず鉄でつ砲ぽうの水をかけるくらいのつもりで、気楽にな。それで、俺たちの勝利だ」

　敗斗は手元の麻酔銃に目を落とす。

　ノリオが気を利きかせてくれたのだろう。パッと見は水鉄砲にしか見えない。オモチャのように派手なビビッドカラー。一番外側は安っぽいプラスチックでコーティングされている。全体の重量もかなり軽めに設計されているようだ。

『で、でも、ますたー！　わたしもきっと、すぐに動きを止められちゃいますよ!?』

「いや、お前は動きを止められない。……動けるはずだ。お前だけは」

　作戦の全容を、メリアは知らない。

　敗斗はあえて、そういう対応をとっていた。

　情報はどこから漏もれるか分からない。遊部はもちろん、ノリオにすら作戦の核かくは話していない。加えて、メリアはどう考えても頭脳派の人間ではない。あまり多くの情報を詰つめ込んでしまえば、土ど壇たん場ばの重要な場面で思考ショートを起こす可能性もある。

　それだけは、避さけねばならない。

　なぜなら、今夜の作戦の肝きもは……間ま違ちがいなく、メリアなのだから。

「俺を信じろ。一いつ緒しよにあのカフェで乾かん杯ぱいするんだろ」

『ますたー……。はい！　がんばります！』

　どうやら、余計な心配は必要なさそうだ。

　いつもオドオドしているから心配だったが、やる時はやる女らしい。こっそりと、敗斗はメリアの評価を上方修正した。

「…………っ！」

　路地の陰かげから双そう眼がん鏡きようで前方を窺うかがっていた敗斗に緊張が走る。

　いた。本当に来た。

　真っ黒な礼服。春にもかかわらず、不自然で不ふ吉きつな黒のロングコート。ボサボサのプラチナブロンドを後ろで一つに束ねていて、瞳ひとみの色はダークブルー。肌はだは白人のそれだが、不摂せつ生せいなのか多た忙ぼうを極きわめているのか、ずいぶんと不健康な色をしている。身長はかなり高い。下手をすると、二メートルに届く勢いだ。そして……《グラサン》の名前に反して、サングラスはしていなかった。

「……来たぞ。まずは俺が出る。あとは、任せた」

『…………っ』

　イヤホンの向こうでメリアの息を吞のむ音が聞こえる。

　ここから先は真しん剣けん勝負だ。他のことに気をとられている暇はない。敗斗は通話アプリを終しゆう了りようさせると、丁てい寧ねいにイヤホンを外し、スマホと一緒にポケットへ突つっ込こんだ。

　……思えば、これが誰かと共同戦線を張る初めての機会になるのだな、と敗斗は今いま更さらながらに自覚する。ずっと独りで戦ってきた敗斗には、常に敗斗の命だけが賭かけ皿に載のせられていた。

　だが、今夜は違う。

　もし敗斗が負ければ、同時にメリアの命まで失ってしまう。

「…………ふーっ」

　腹の底にある腐くさった二酸化炭素を吐はき出し、無理矢理に気分を沈しずめて通りに出た。

　不気味なオレンジの街灯と、店から漏れる蛍けい光こう灯とうに照らされた都会の路地。無数の人間がざわざわと談だん笑しようする喧けん騒そう。……これから、そこが戦場となる。

　麻酔銃は、ほどほどの大きさをしていて、残念ながらポケットには入らなかった。

　敗斗は右手で銃を握にぎると、しれっとした表情で自分の右腿もも……やや後方気味にぴたりとくっつけて通りを歩く。敗斗より前方の人間には、銃の形がほとんど見えないだろう。

　人ごみの中にあっても、《グラサン》は頭一つ抜ぬけて目立っていた。

　敗斗はグラサンが歩いてくるルートを予測し、自分の左ひだり肩かたからグラサンまでの間に人が一人入れるくらいの距離を空けて歩いた。

　ゆっくり。ゆっくり。

　自然な歩調、自然な歩ほ幅はばで歩いていく。

　グラサンはでかく、目立つ容姿をしているため、通行人が物もの珍めずらしそうに……あるいは、邪じや魔まそうに視線を送る。だから、敗斗が多少視線を送っても不自然ではないのだが……目を合わせると自分の考えが漏れてしまいそうな気がして、敗斗はただ真っすぐに視線を固定して歩いた。

　道を歩く、という当たり前の行こう為いを続ける。

　もうすぐ、グラサンとすれ違う。

　あと三歩。二歩。一歩。

　直前で、向こうから歩いてきた別の通行人が敗斗とグラサンの間を通り抜けた。

（──絶好のチャンスっ！）

　間に入った通行人が敗斗とグラサンの間を通り抜ける速度に合わせて、敗斗が身体を反転させる。一発でインド象すら麻ま痺ひさせる毒が詰まった麻酔銃。それを、グラサンめがけて発砲した！




　──つもり、だった。




「ぐあっ！」

　後方の通行人が倒たおれる。

　敗斗は麻酔銃を撃うっていない。だが、倒れた通行人に刺ささっている弾だん丸がんは、間違いなく敗斗が用意した麻酔銃のものだ。




「────動くな」




　地の底から響ひびくようなバリトンの声。

　たったそれだけで、敗斗はもとより、周囲一キロメートルの人間が一いつ斉せいに足を止めた。

「……これからここで行われることを、覚えていてはならぬ。次の一歩を踏ふみ出した時、自分が立ち止まっている間に起こった事は、全て忘れるのだ」

　慣れた口調で紡つむぐ言葉。

　おそらく、《取引トレード》の度たびに同じ台詞を口にしているのだろう。

　敗斗は冷ひや汗あせを流しながら、虚きよ勢せいの笑えみを浮うかべている。

　どうやら、表情筋の動きと発言は許されているようだ。緊張に肝を冷やしていると、固い革かわ靴ぐつを地面に打ちつけて、グラサンがゆっくりと振ふり向いた。

「……一応、名前を訊きいておこうか」

「答える義務は？」

「……ない。だが、答えた方が数秒ばかり長生きできると言っておこう」

「オーケー。わかった、答えるよ。俺の名は、失井敗斗。趣しゆ味みで敗者をやっている」

「……歯医者？」

「趣味で『Looser』をやっている」

　おそらく、『はいしゃ』の発音だけでは通じなかっただろうと、補足説明した。

　グラサンは大した反応も見せず、次の質問を投げかける。

「組織か、個人か。雇やとわれているか、独断か」

「個人で、独断だ。俺が考え、俺の意思でお前に勝負をふっかけた」

「噓うそをついているなら自害しろ」

「────」

　敗斗の頰ほおを冷たい汗が伝う。

　それでも、虚勢の笑みだけは必死に張り付けた。

　相手が自害しないのを見て、グラサンは少しだけ呆あきれたように嘆たん息そくした。

「…………愚おろかな」

　それだけ言って胸ポケットに手を入れる。そこから出てきたのは、紛まごうことなき『本物』だった。鈍にぶい漆しつ黒こく。無骨な造形。決して麻酔弾ではない、人を殺すための実弾を撃ち出す武器。本物の、拳けん銃じゆう。

「お前が撃った一発目……私に当てる気がなかったな？　だからこそ、《雷らい閃せん》で反射されたカウンターがお前のすぐ横を通り過ぎ、後ろの通行人に当たった。……何がしたかったんだ、お前は」

　銃口を突きつけられ、それでも敗斗は悪魔のような笑みを刻む。

　そうだ。一発目は当てる気がなかった。

　なぜなら、それじゃあ、勝てないからだ。




　そして──勝利する方法は、別に用意してある！




　直後、『ガゥン！』という発砲音が響いた。

　だが、敗斗の額に風穴は空あかない。

　代わりに、目の前のグラサンが心底焦ったように後ろを振り返った。

「す、すみません、ますたー……!!　は、外しちゃいました……!!」

　グラサンの背後で、ブルブルと震ふるえているメリアが、汗と涙なみだでぐちゃぐちゃになった顔のまま謝る。

　敗斗は謝罪に答えず、大声で叫さけんだ。

「構うな！　何発でも撃っていい！　俺ごと撃て！」

「バカな……ッ!?　なぜ動ける!?　止まれ！　動くな！　死ね！　自害しろ!!」

　グラサンが必死になってメリアへ命令する。

　だが、メリアの体は決して動きを止めない。

　震える手と脚あしで、照準もロクに合わないのを覚かく悟ごしたまま、二発目を発砲した。

「こ、こんな……バカなことが……ッ!?」

　先ほどまで余よ裕ゆうたっぷりだったグラサンが必死に飛び退のき、地面を転がる。

　傍はたから見れば、涙目で麻酔銃を振り回す少女の方がよっぽど不利だ。

　だが、予測不能な状じよう況きようで絶対的安全圏けんから引きずり出された男は、たとえ実銃を持っていても逃にげ回るしかない。

　──カラクリは、こうだ。

　グラサンの所持する固定資産《王の箱庭ロイヤル・ガーデン》は、範はん囲い内にいる人間を対象に絶対の命令権が与あたえられる。そう。対象は『人間』だ。だが、メリアは今現在、人間である以前に《資産》として計上されている少女なのだ。




《魔石通貨》にまつわる《取引トレード》において、《資産》の立場は絶対。




　それは、『人間であること』よりも優先される──！




　メリアが、さらに三発目を発砲した。

「な、なぜ《雷閃》も発動しない!?　どうなっているんだッ!?」

　加えて、メリアには麻ま酔すい銃を「打つとぐっすり眠ねむれる注射みたいなもの。睡すい眠みん不足の人間には、むしろ、いい薬になるかもしれない」と説明していた。

　ゆえに、メリアの発砲には『殺意』がない。

　メリアにあるのは、これまでしたことがない注射を、ぶっつけ本番で患かん者じやに打つ恐きよう怖ふくらいのものだろう。自分が相手を『攻こう撃げきしている』という自覚がないのだ。よって、グラサンが持つ固定資産《雷閃》は、メリアの発砲を『攻撃』だと判定できない。

　敗斗の一発目。

　麻酔銃でグラサンのすぐ側そばの空間を撃とうとした攻撃。

　あれは、グラサンに害を及およぼすものではなかったのに、きちんとカウンターが発動していた。ならば、《雷閃》の攻撃判定基準は、資産保有者ではなく、『攻撃する側』にある。

　敗斗の仮説は見事に的中し、資産総額数千万の差を戦術だけで埋うめつつあった。

「くそっ!!　そこら中にいる通行人ども！　その女を拘こう束そくし、動きを止めろッ!!」

「……ふえ？　きゃ、きゃぁーーー!!」

　突とつ如じよ、周囲の人間が一丸となってメリアへ襲おそいかかる。

　くたびれたスーツを着たサラリーマン。飲み屋でバイトをしていたらしい大学生。夜の街を練り歩くホスト。果てには、民家からフライパンを持った主婦まで出てきた。

　それはおそらく……失井敗斗にとって、人生初の誤算だった。

　生しよう涯がいを通してカネを稼かせぎ、カネのためにのみ生きてきた敗斗には、まともな人間関係が存在しない。もちろん、遊部やノリオなど《魔石通貨》に関かかわる人間との交遊はあったが……それだけでは、どうしても人間の『種類』が限られてしまう。

　敗斗には、理解できなかったのだ。

　ただ敵に近付いて、引き金を引く。

　そんな簡単なことさえ、できない人間がいること。

　そんなこともできないほどに恐怖し、動けなくなってしまう人間がいること。

　また、ダメそうならゼロ距きよ離りまで近付く、一度に上限の六発を撃って命中率を上げるなど、自分で考えて行動することができない人間がいること。

（……いや、そうじゃねぇ。これは結局、メリアを過信した俺の失策だ）

　敗斗は全すべての責任を引き受け、ゆっくりと目を閉じた。

「ま、まずだーーー！　ごべんなざいーーー!!」

　団子のようになった人の山の奥から、涙なみだ声ごえが聞こえる。

　もう、メリアは動けない。

「……未いまだに理り屈くつは分からないが、物理的に動きを封ふうじた。これでもう、どんな原理が働こうと、動けまい」

　独り言を呟つぶやきながらグラサンがネクタイを緩ゆるめる。てっきり、そのままメリアに止とどめを刺すのかと思いきや……ゆっくりとした足取りで敗斗の方へ近づいてきた。

　冷や汗が止まらない。

　それでも敗斗は、強気の笑みを張り付けた。

　それは虚勢だった。本当は、余裕なんて欠片かけらもない。作戦は失敗し、今日も敗斗は敗れた。今度こそ、殺されてしまうのかもしれない。

　だけど、それがどうしたというのだ。

　あの日。あの時。

　とっくに自分は失敗し、敗北し、死亡している。

　ならば、これ以上なにを恐おそれる？

　最後の瞬しゆん間かんまで、神を嘲ちよう笑しようし、悪魔を誘ゆう惑わくし、笑ってやろうじゃないか……！

「どうした。俺が怖こわいのか？」

「……ああ、怖い。正直、驚おどろいた。どんな手を使ったのか、見当もつかぬ。……しかし、私が恐怖を感じたのは、《王の箱庭ロイヤル・ガーデン》を無視し、《雷閃》をすり抜ぬけたあの少女ではない」

　グラサンは慎しん重ちように敗斗との距離を詰つめる。

「なんらかの《資産》を使えば、そんなことができる人間は五万といるだろう。だが……仮にそんな人間が味方であったとしても、己おのれの命すら作戦に組み込み、堂々と強敵の前に姿を晒さらせる人間は、そういない」

　グラサンは拳銃を敗斗の額に押し付けようとし……直前でやめて、懐ふところに仕し舞まった。

　用心に用心を重ねているのだ。未知の手段を用いて己を追い詰めた敵に対しては、ただの一つさえ無む駄だな行動を起こすべきでない。

　絶対的な行動一つで、確実に息の根を止めるべきだ。

　だから、そうした。

「……自害しろ」

　止まっていた敗斗の腕うでが勝手に動く。

　麻酔銃を自分の方に向け、銃口をこめかみに押し当てた。

　麻酔銃だから、たとえ頭にぶち込んだところで、死なずに済むかもしれない──と一瞬考えたが、『自害しろ』という命令が出ている以上、そんな奇き跡せきは絶対に起こらないことを悟さとる。

　だが、笑えみは崩くずさない。

　まだ、手はある。




　────これが、最後の『口こう撃げき』だ！




「いいのか？」

　敗斗は自信たっぷりに口元を歪ゆがませる。

「このトリガーを引いた時……倒たおれるのは、お前の方になる」

「……世よ迷まいごとを。さっさと逝ゆけ」

　キリ……キリ……と敗斗の人差し指がトリガーを引いていく。

（まだだ……！　もっと強く……強力にイメージしろ！　この『攻撃』で奴やつを殺すのだという『殺意』を──！）

　悪魔のように歪む口元と殺気を込こめた瞳ひとみ。

　敗斗の『殺意』がピークに達した直後、発はつ砲ぽう音が響ひびいた。




　────ガゥン。




「バカ……な……!?」

　後には、頭に麻酔弾を撃うち込まれ、全身の自由を奪うばわれた……グラサンの倒れる音だけが残った。








第三章　損失









　深夜零れい時じ五三分。

　失井うしない敗はい斗との自室では、打ち上げが行われていた。

「それってつまり、パーリーじゃない!?」

「ま、ますたぁ～。シャンメリーで酔よわないれくらさいよぉ……。ひっく」

「まぁまぁ、飲めや、メリアさん」

「も、もぅ～。仕方らいれすね～……。あれ？　もう空っぽれすぅ……」

「おーし、もう一度《パシリ》を使うか！」

「ぱしり……？　ってなんれすかぁー？」

「神様をパシらせるんだよ。……追加だ！　シャンメリー一ケース、早急に！」

　敗斗がリル紙し幣へいを数枚摑つかんで宙ちゆう空くうに買付注文を出す。

　即そく座ざに紙幣が宙に溶とけ、代わりにシャンメリーのケースが部屋の隅すみに現れた。

　瓶びんが一二本も入るボトルケースの縁ふちにバラが一本添そえられている。チップ代わりに多めのリルを支し払はらった敗斗へのサービスなのだろう。下したっ端ぱの神様も粋いきなサービスをしてくれる。一流の《パシリ》だった。

「ま、ますたぁ～。いいんれすか、そんなに～……」

「がっはっは！　余よ裕ゆう、余裕！　なんつったって、今日から俺は億万長者だからなぁ～！」

　敗斗がいい感じのテンションで顔を赤くしながら反対の隅に視線を投げた。

　そこには、大量のリル紙幣が散乱している。ボストンバッグに綺き麗れいに収まっているだけでも、カバン三つ分。その前にも一千万の札束がいくつも積み上げられていた。

「いったい、いくらあるんれしょう～？」

「うーん……一億五〇〇〇万は確実にあるんじゃねぇかなぁ」

「へぇ～。すごいれすね[image: ～][image: ～]」

　敗斗がサラリとすごい金額を申告していたが、ほろ酔いのメリアには、それがもはやいくらなのか理解できない。

「あ。そうです、ますたー。ちょっと、こっちへ来てくらさい」

　女の子座りしたメリアが、ポンポンと自分の隣となりを叩たたく。

　追加のシャンメリーをグラスに注いでいた敗斗は「なんだよ～？」と言いながらもフラフラした足取りでその指示に従った。……シャンメリーはアルコール度数一％未満で未成年も飲めるのだが、勝利と大おお儲もうけした雰ふん囲い気きに酔っているのだろう。

　敗斗が畳たたみの上に腰こしを下ろすと同時、メリアは「えいっ！」と掛かけ声つきで敗斗の頭をホールドする。そしてそのまま、自分の膝ひざの上に敗斗の頭を誘ゆう導どうした。

「えーっと……メリアさん？　これはいったい……？」

「ひざまくらです」

「……えっと、」

「幼なじみの、ひざまくらです」

「いやお前、メイドじゃん？」

　至し極ごく真っ当なツッコミを入れる敗斗であったが、頭の上にポカポカ温かいメリアの手のひらが置かれると、つい黙だまってしまう。

　ひざまくらという割に、頰ほおが触ふれているのはムニムニしたふとももだし、なんか石けんと花を混ぜたような甘い香かおりがするし、メリアの背せ丈たけが低いせいか控ひかえめな胸もあたっているし、顔の向きをを反対にすれば下着までバッチリ拝めそうな状じよう況きようで……要するに、男の子の夢が全部詰まっていた。

（すげぇ……。ひざまくらって、すげぇ……！）

　誤解しないで頂きたいのだが、失井敗斗も健全な男子高校生である。

　基本的に性欲よりもカネ儲もうけが優先されるために反応が薄うすいが、ちゃんと男の子しているのである。その証しよう拠こに、大きなカネを儲けた今はカネのことが頭から抜け落ち、すっかりメリアの色いろ香かと性欲に溺おぼれていた。

「あの……ありがとうございました」

「な、なにがだ？」

　意図せず、声が上うわ擦ずってしまう。

　体勢の影えい響きようもあり、なんだか主従関係が逆転してしまったような気分だ。

「今日の《とれーど》……。ますたーから死んじゃうかもって聞いて、とっても怖かったですけど……全部、わたしのためだったんですよね。わたしがますたーと一いつ緒しよにいたいって言わなかったら、あんな大変なことしなくてよかったですし……」

「………………」

「ますたーは、とっても優やさしいです」

　顔は見えないが、照れているのだろう。

　敗斗の頭を撫なでている手のひらが少しだけ熱を増した。

「俺は…………」

　優しい、のだろうか？
















　本能的に、『それは違ちがう』と言いたくなった。

　しかし、ならばどういう考えでそのような行動をとったのか、上手うまく説明できない。

　メリアが大事ではない、というわけではない。だが、メリアが大事で、大好きで、惚ほれているから、命を懸かけてまで敵と戦い、カネを稼かせいだ……というのも、どこか違う。敗斗の心中は複雑で、適切な言葉が出てこなかった。

　きっと、仕方ないのだ、と敗斗は思う。

　今もそうだ。お腹なかいっぱいごはんが食べられて、好きな時に眠ねむれて、家は安全で、そんな室内にはかわいい女の子がいる。その子は自分のことを好意的に思っていて、ひざまくらまでしてくれる。おそらく、一いつ般ぱん的な人間にとっては、ここが『ゴール』なのだろう。

　それなのに、それを素す直なおに喜べない自分がいる。

　なぜなら、失井敗斗には『失ってしまったもの』が──

「……あのな、メリア」

　どう伝えればいいのかわからなかったが、それでもメリアの誤解を解きたかった。

　だから、複雑な胸中のまま、浮うかぶ言葉を口にしようと顔を上げる──ところで、上から強く押さえつけられた。

「い、今はちょっと恥はずかしいので見ないでください！」

「恥ずかしいって……いたたっ！　おいこら、やめろ!!　首には大切な血管が──!!」

　身を起こそうとする敗斗と、それを強ごう引いんに押さえつけるメリア。

　首の関節が変に曲がり、命の危険を感じた敗斗は、両手を使ってこっちも強引に起き上がろうとする。単純な腕わん力りよくでは勝てないと悟ったメリアが奥の手を出した。

「え、えーいっ！」

「ぶはっ!?　ちょっ、ちょっと待て！　ふとももで顔を挟はさむな！　俺はふとももフェチじゃねぇ!!　おっぱい星人なんだっ!!」

「じゃあ、今日からますたーはふともも星人（？）ですぅー！」

「お前やっぱ酔ってんだろ!?　やめっ、やめろ！　パンツ！　パンツ見えてんぞ!!」

「ますたーのえっち！　でも、今は顔を見られる方がヤです～!!」

「自分から見せてんじゃねぇか！　この痴ち女じよっ!!」

「わたしはかわいい女の子なんですーっ！」

　……最終的には腕力で勝まさる敗斗がもちろん勝った。

　だが、その勝利を得るまでに何度もふとももでムニムニされ、パンツをチラチラされ、なんだったら未成年女子のオーバーエイティーンエリアに口づけまでしそうになって……試合には勝ったが、勝負にはしっかり負けてしまったようである。

　さすが敗者。ようこそ、ふともも星へ。

「もうダメだ！　あいつらも呼ぼう！」

「あいつらって、遊あそ部べしゃんとノリオしゃんれすかぁ～？」

　一段落ついたせいか、メリアはまたシャンメリーを飲んでいる。

　赤い顔をして、無防備に着き崩くずれた服もそのままにふにゃふにゃされると、いつ敗斗の理性が決けつ壊かいするかわかったものではない。

「おう……。今後も世話になるだろうしな……」

　この酔っぱらいメイドめ……と恨うらみがましい視線を送りつつ、敗斗が一万リル紙幣を数十枚摑んで追加注文。

「遊部とノリオを、ここまで呼び出してくれ」などとテキトーな物言いで《パシリ》指示を出したが、額が額である。金持ちにはすこぶる甘いリルの神様が一流のパシリっぷりを発揮し、遊部とノリオをこの部屋に呼び出した。

「うへへ。うへへ。パンツ、パンツ♪　……はい？」

「ぷはーっ！　風ふ呂ろ上あがりの牛乳はやっぱうめぇぜー！　……ん？」

　ハイスペックノートＰＣで『本日の美少女』というサイトを更こう新しん中だったらしいごろ寝ねの遊部。そして、全ぜん裸らフル○ンで腰に手を当てて瓶入り牛乳をイッキしていたノリオ。いきなり周囲の世界が変わって戸と惑まどう二人だったが、ノリオの姿を視界に収めたメリアが悲鳴を上げた。

「きゃっ、きゃぁーーーっ！」

「おわっち!?　なんじゃこりゃあ!?」

「ワケが分かりませんが、とりあえず可愛かわいらしく赤面して悲鳴を上げるメリアお姉さまのお写真を……！　って、カメラが無いっ!?　えーいっ、こうなったらノーパソについてる簡易カメラで妥だ協きようしてでも──」

「買付。ノリオの服。なんかこう、すっごい厨ちゆう二にでカッコいいやつ」

　またも敗斗が札束片手にざっくりとした注文を出す。

　それに応こたえたリルの神様によって、ノリオがとてつもなくカッコいい（厨二の）洋服に身を包まれた。それを見て「おおっ！」と上じよう機き嫌げんなノリオと、ノリオが服を着たことに気づかず悲鳴を上げ続けるメリア。「遊部フラッシュ！　遊部フラッシュ！」と写真を撮とり続ける遊部と、四よ畳じよう半はんのボロアパートはカオスの極きわみだった。







　数十分後。

　カオスフィールドを駆かけ抜ぬけ、ようやくいつもの平へい穏おんを取り戻もどした敗斗宅では、改めて勝利の宴うたげが開かい催さいされていた。

「──大ピンチじゃねーか！　それで、どうやって敗斗は切り抜けたんだ!?」

「相手の《資産》の特性を逆手にとった。グラサンが持っていた《雷らい閃せん》の本質は、カウンターではなく、因果の逆転。事象のねじ曲げなんだよ」

「相手が攻こう撃げきしてからその攻撃をはね返すのが通常のカウンターっスけど、《雷閃》は相手が攻撃する前に同じ攻撃を与あたえる、ってシロモノですからね～。攻撃手段を考えて『殺意』を持った瞬しゆん間かんに相手が死ぬって意味では便利っスけど、『殺意』をスイッチにしている以上、どうしても誤作動が起きるんスよ」

「えーっと……どういうことだ？」

「つまり、『お前を殺してやる！』って気持ちで起こした行動が全すべて先取りされるってワケだ。それが実際は相手を殺す行動でなかったとしても。むしろ反対に、自分を殺すものだったとしても」

「敗斗さんは『お前をころしてやるー』と思いながら自殺したんス。その結果、《雷閃》が誤作動を起こして、敗斗さんが自殺する前に《グラサン》さんが自殺しちゃったんスよ。……まぁ、敗斗さんの武器は麻ま酔すい銃じゆうだったんで、行動不能になっただけっスけど」

「つまり敗斗は、相手の力を利用して勝っちまったってワケかよ！　くっはーっ！　マジ燃えるわーっ！　その主人公っぽさ、もはや『敗者』や『負け犬』の蔑べつ称しようは返上なんじゃねーの!?」

「……どうでもいいですが、お姉さまを危険に晒さらしたのはいただけません。次にそんなことをしたら、もう二度と情報は売らないっスからね」

　ノリオは先日二〇歳になったそうで、ＺＩＭＡジーマの栓せんを開ける。遊部は自分の容姿に合わせてホットミルクを飲んでいた。そして、小さなテーブルの上には、敗斗が追加注文したオードブルが『これでもか！』と並んでいる。

「そうれすよぉ～！　わたし、とってもこわかったんれすからぁ～！」

「うるせぇ！　お前が最初からきちっと仕事してりゃあ、こんな賭かけみたいなことしなくてよかったんだよ！　それに、《雷閃》の誤作動がダメだった時のために、他の作戦もちゃんと考えてあって──」

「まーまーまー！　いーじゃねーか！　みんな飲もうぜ!!」

「そうは言っても、百合ゆりちーは女の子なんスから、良質な睡すい眠みんをとることがお肌はだの健康をですね──」

「買付。遊部の眠ねむ気け。ついでに、良質な肌を遊部にやってくれ」

「この人、なんでもありっスか！」

　魔ま石せき通貨の《パシリ》は一流である。

　眠気や良質な肌といった、普ふ通つうのカネで買えないものも確実に調達してくれる。ついでに、ノリオの眠気もとってやろうとしたが、「俺、普ふ段だんから夜型だから～」とヘラヘラ返されてしまった。

「しっかし、すげーなー。これ、一体いくらあるんだよ、敗斗」

「いや、実は俺もまだちゃんと数えてなくてな……。メリア、暇ひまなら数えてくれないか？」

「いいれすよぉ～。ええっとぉ……リルが一枚……リルが二枚……。……ぐぅ」

　どうやら相当に酔よっている（？）らしいメリアが、お札を数えながら寝てしまう。「おーい、起きろー」と敗斗がぺしぺし頰ほおを叩たたくと、「んみゅ～？」と目を開けた。

　てっきり、メリアの寝起きという垂すい涎ぜんシチュエーションにまた遊部が食いつくかと懸け念ねんしたが、その遊部は至し極ごく真ま面じ目めな顔で札束の山を睨にらんでいた。

「……約、三億二〇〇〇万リルあるっスね」

「マジかよ！　すげーな、敗斗!!」

「……敗斗さん。一応聞いておきますが、これ、ほんとに全部《グラサン》から奪うばったカネなんスか？」

　珍めずらしく真しん剣けんな遊部に気き後おくれしつつ、「そうだけど……」と敗斗が答える。

　遊部はもう一度カネの山に目をやって額を概がい算さんすると、手持ちのノートパソコンで情報を再確かく認にんした。

「……金額が合わないっス。私の情報は絶対。つまり、私が敗斗さんから依い頼らいを受けて調べた段階では、確実にグラサン──正しくは銀ぎん狼ろうですが──の現金所有額は九〇〇〇万強だったはずです。細々した小口現金を他の部下に預けていたであろうことを考こう慮りよすれば、額はさらに減って七〇〇〇万辺りがいいところ。それを、三億二〇〇〇万というのは……かなり不自然っス」

「言われてみれば……」

　そうなのだ。だからこそ敗斗も当初、メリアに対して「上手うまくいけば七〇〇〇万リルくらい手に入る」と明言していたのではないか。

　極度の緊きん張ちよう。ギリギリの勝負。命のやり取り。

　それらに勝利し、蓋ふたを開けてみれば予想よりずっと多くの現金があったので、諸もろ手てを挙げて喜んでいたのだが──冷静になって考えれば、これはかなり異常な事態だ。

　いくらグラサンの役割が《キャッシュ・ストック》で強力な資産を二つも持っていたとしても、それは数千万レベルの話。

『億』というカネをそのまま預けるには心こころ許もとない。

　ならば、グラサンがそれほどまでのカネを持っていたのは偶ぐう然ぜんか、あるいは突とつ発ぱつ的事態のためで──

「……いずれにしても、さっさと使ってしまった方がいいっスね。この金額なら、現金で持っている方がむしろリスク。上質な固定資産に替かえてしまうか、さもなくば、大金を守るための仕組みづくりを──んにゃぁっ!?」

　シリアスな空気から一変。遊部が奇き声せいを発する。

　見れば、未いまだに寝ぼけているらしいメリアが背中から遊部にしなだれ掛かかっている。

「んみゅぅ～。遊部しゃ～ん……」

「お、お、お姉さま!?　あ、ちょっ、甘い吐と息いきがこんなに近くっ！　しかも背中に控ひかえめで柔やわらかな感かん触しよくと心地ここちよい温ぬくもりぐぁっ!?　どぶしゃぁああああ！！！」

「あ、遊部ぇぇぇええええ!!」

　敗斗がメリアを引きはがそうとするが間に合わない。

　吐と血けつと鼻血と血けつ涙るいと……なんか出ちゃいけない体液が顔中から噴ふき出し、その血の大部分をノリオが頭からシャワーのように被かぶった。ノリオは顔面に飛び散った血を右手で拭ぬぐい、真っ赤に染まった手のひらを見ながら叫さけぶ。

「な、なんじゃこりゃぁーーー！！！」

「どう考えても遊部の血だろっ！」

　敗斗のツッコミは届かない。

「うごぉーっ！」と奇声を発しながら崩れ落ちる真似まねをする。どうやら、例の『ノリ』が始まってしまったらしい。

「そういえば、ますたー……わたしのお給料をくらはい」

「お前ら、ほんと自由だな！」

　血を吐はき出し痙けい攣れんを続ける遊部。

　芝しば居いがかった口調で「俺の夢はここまでか……がふっ……」とか言い始めてるノリオ。

「くらはいよぉ～」と腕うでを引っ張り続けるメリア。

　もうなんか色々めんどくさくなった敗斗は、テキトーに財さい布ふから五〇〇円玉を取り出すと、メリアに握にぎらせた。

「ってこれ、五〇〇円じゃないれすかぁー！」

「うるせぇ！　この酔っぱらいメイド！　足引っ張りまくったんだから、こんなもんだろ！　つーか、お前のミスのせいで危あやうく死にかけたんだぞ、俺!!」

「結果オーライじゃないれすかぁ～。ひどいれすよぉ～。せめて『リル』でくらさい～」

「だが見てみろ……この一リル貨か幣へい」

「ふみゅ～？」

「実は、一リル貨幣の大きさは、ジャスト五〇〇円玉と同じサイズなんだ！」

「全く関係ないじゃないですかぁーっ！　それならせめて、一リルをくらはい[image: ～][image: ～]！」

　わいわい、ぎゃいぎゃい。

　勝利の宴に相応ふさわしく、敗斗のワンルームはかつてないほどの賑にぎわいを呈ていしていた。

　だが……そんな状じよう況きようを快く思わない人間もいるのだ。

　具体的には、近きん隣りん住民とか。そして、そこからの苦情が殺さつ到とうする大家とか。

　敗斗の持つ一リル貨幣を奪うため、必死に首元にしがみつくメリアを引き摺ずって敗斗が出入口まで避ひ難なんしていると、外からズシズシという足音が聞こえてきた。

「くぉらぁっ！　敗斗！　今何時だと思ってんの──！」

　ボロアパートのドアを開けたのは、もちろん大家であるカナミ様。

　そして、そのカナミ様が見たものは──




　顔面から出血し、床ゆかに倒たおれる女子小学生。（[image: ←]事件）

　奇き妙みような服を血に染め、苦しそうに天てん井じようへ手を伸のばす青年。（[image: ←]事件）

　酩めい酊ていし、男にしなだれかかる未成年メイド。（[image: ←]事案）

　全すべての元げん凶きようである敗者。（[image: ←]死し刑けい）




　神様・閻えん魔ま様・大家様であるカナミ様が、とびきりの笑顔に青筋を立てた。

「…………遺ゆい言ごんは？」

　にこっ、と笑うカナミに、ただただ無言の敗斗。

　無む駄だと知りつつ、そっとカナミの手に硬こう貨かを握らせた。

「……これは？」

「……ごひゃくえん」

「…………イラッ☆」

　それがカナミさんの限界だったらしい。

　手て渡わたされた硬貨を後ろにぽーいと放ほうり投げると、ギシギシと軋きしむほどに拳こぶしを握りしめ、ファイティングポーズをとった。

「カナミ・ぷりてぃ・バースト！！！！！」

「それ一いつ般ぱん人の技わざじゃなくね!?」

　次の瞬しゆん間かん、四よ畳じよう半はんの自室は閃せん光こうに包まれ、敗斗は意識を刈かり取られた。

　そんな残ざん虐ぎやくな仕置きにおいてなお、大切な投資物件である室内にダメージを与あたえぬよう配はい慮りよされた攻こう撃げきが、敗斗はただただ恐きよう怖ふだった。




　　　　◇




　小さな窓から青あお紫むらさき色の光が射さし込んでいた。

　勝利の宴うたげから一夜明けて、翌日の早朝。

　時間の経過からするとたった数時間だが、大家様（閻魔モード）の攻撃がよほどきれいにキマったのか、敗斗は久しぶりに深い睡眠を体験した。眠ねむっていたのは三～四時間くらいだったのだろうが、目覚めはここ最近で一番スッキリしている。

「……マジカルアワー、っつーんだったか？」

　夜と朝の継つぎ目。

　光と闇やみの交差。

　薄うすい朝日が射し込む敗斗の部屋は、そこだけ異空間になってしまったかのような、神秘的な空気に包まれている。

　床では赤い顔のメリアがヨダレを垂らしながら熟じゆく睡すいしているが、遊部とノリオの姿はない。卓袱ちやぶ台だいに目をやると、「帰りのタクシー代、二人分ちょうだいします♡　あなたの遊部より♡」と書き置きがしてあった。もとよりそのつもりだったので、特に不満はない。

　そして、視界の隅すみには、ちゃんと大金の『リル』があった。

「…………」

　三億二〇〇〇万。

　昨夜に豪ごう遊ゆうした分を差し引いたとしても、三億リル強はあるだろう。日本円に単純換かん算さんすれば、約三〇〇億円。一般的な人間の生しよう涯がい賃金を二億円と見積もって、ざっと一五〇人分。それだけのカネが、わずか一八歳の少年の手の内にあった。

　おそらく、叶かなわぬ望みはない。

　この先の人生、何一つ不自由することなく遊び続けられる。

　世界中の好きな場所に一瞬で移動できるし、過去や未来へも行けるかもしれない。

　美少女一〇〇人のハーレムなんて当たり前。世界中の美女を独ひとり占じめにし、酒池肉林の極楽浄じよう土どを現実のものにできる。

　欲しい物だってなんでも買える。ブランドものの洋服や時計などの物質はもちろん、人の心も、夢も、愛も、希望も、幸福も、自由も──全すべてが手に入る。

　それはつまり……ゴールだった。

　以前、銀狼を指して『アガリ』と表現した敗斗だったが、その銀狼以上のスケールでの人生の『アガリ』だ。

　すなわち、勝者。

　叶わぬ望みは何もなく、ゆえに、ただその札束を握りしめて、自分が望むものを買付注文するだけでよかった。

　敗斗は無言で札束を拾い上げる。

　その束から紙し幣へいを一枚引き抜ぬくと、ぽつりと呟つぶやいた。

「……買付。タバコ。銘めい柄がらはメビウス。あと、ライター」

　即そく座ざに《魔ま石せき通貨》の神が隷れい従じゆうし、敗斗のためにタバコとライターを差し出す。

　封ふうを切り、中から一本つまみ出してライターで火をつけた。慣れない紫し煙えんを肺に突つっ込こむと、盛せい大だいに咽むせせてしまう。人生初の喫きつ煙えんなので、そんなものだ。

「……なにをやっているんだろうな」

　ニコチンを吸うわけでもなく、ただ無駄に燃えていくタバコの先を眺ながめながら、ぼんやりと敗斗が呟く。真っすぐ天井に昇のぼっていく煙けむりが、線せん香こうのそれを思わせた。

「なあ、メリア……お前はこのカネで、なにを買う？」

　揺ゆらぐ煙の向こうに見えたメイドへ尋たずねる。

　返事はなく、返ってくるのは規則正しい寝ね息いきだけだ。

　やるせなさを押し潰つぶすように、ちゃぶ台へタバコを押しつけて、強ごう引いんに火を消した。

「ひとまず、この面めん倒どうなメイドの借金でも買ってやるか」などと、大金を無駄にする方法を模も索さくしていると──コンコン、とドアが控えめにノックされた。

「…………カナミか？」

　昨夜の（というか、数時間前の）所行を気にしたカナミが見回りに来たのかと思い、気軽にドアを開ける。しかし、そこにはカナミの姿はなく、一人の老紳しん士しが佇たたずんでいた。

「こんにちは」

　フォーマルな帽ぼう子しをとって朗ほがらかな笑えみを浮うかべる。

　髪かみの毛は白く、頰ほおも瘦やせこけているが、一見しただけで上質そうなタキシードを身につけている。年をとっているが、弱々しい印象はまるでない。どちらかと言えば、人生の勝者に見えた。

「……えっと？」

「失井敗斗様でございますね？」

「そうだけど……」

「私の主・救ぐ世ぜ真しん二じ様より命めいを受けております。誠まことに勝手で恐きよう縮しゆくですが、貴き殿でんのお命、頂ちよう戴だい致いたします」

「────は？」

　反応が、遅おくれた。

　老紳士が繰くり出した攻撃は、何の変へん哲てつもない単純明快なものだった。

　ただ懐ふところからナイフを取り出し、それを敗斗の心臓めがけて突き立てる。人を殺す手段としては、最もシンプルなものだろう。

　だが、それを避よけられるかどうかは、別の話だ。

　敗斗は見た。己おのれの左胸──おそらくは心臓の位置──に、真っすぐに突き刺ささったサバイバルナイフを。

「情なさけ容よう赦しやないこと、お許しください。しかし、あなたも《資産家》。他者を殺す以上、他者から殺される覚かく悟ごも、当然おありなのでは？」

　床に倒れ伏ふした敗斗を見下しながら、老紳士が手て袋ぶくろを外す。ナイフには指し紋もんの一つも残っていないのだろう。決まれば、完全犯罪の成立だった。

「勝手に殺すんじゃねぇぞ、コラ……！」

「……おやおや」

「それにテメェ、丁てい寧ねいな言い回しが微び妙みように変なんだよ……！　大方、ド三流の家庭に生まれ育って、あとから無理矢理に習ったんだろう……！　パチモンっぽさが全開だぜ！」

「おかしいですね。確かに心臓の位置に突き刺したはずですが」

「指紋対策に手袋、なんてヌルいことしてっから、感覚が狂くるうんだよ」

　敗斗は自分の胸からナイフを引き抜いて、捨てた。

　昨日はグラサンと戦ったあと、そのまま勝利の宴に突とつ入にゆうした。着き替がえどころかシャワーすら浴びていない。未いまだに学生服だ。ならば、その内ポケットには──

「……札束で命拾いするなんて、マジであるんだな。ほんと、カネは素す晴ばらしいぜ」

　そう言いつつ、敗斗が左の内ポケットから一〇〇万リルの札束を二つも取り出した。

　中央に亀き裂れつが入っているが、貫かん通つうはしていない。

「……驚おどろきました。私も勉強が足りませんね。ならば──」

　老紳士が懐に手を伸ばした──その瞬間。

　敗斗の行動は、敵のスピードを上回った。

「買付っ！　『壁かべ』だっ！！！」

　一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよはしない。

　握にぎり締しめていていた二〇〇万リルを全額投資し、玄げん関かんと中の部屋を分断する壁を作り出す。二〇〇万も投資した甲か斐いがあったのか、リルの悪魔が気を利きかせたのか、現れた壁は見るからに頑がん丈じようそうな合金製で、厚さが一〇センチもあり、一ミリの隙すき間まもないほどに部屋を分断する。

　敵から《資産》を使った攻撃が来ることは容易に想像できた。

　敗斗は一足飛びに室内へ戻もどると、メリアを抱かかえて大金の入ったボストンバッグ三つの肩かたひもをまとめて肩に掛かける。次いで、中から札束を三つ摑つかみ上げると、宙に放ほうり投げて叫さけんだ。

「買付！　距きよ離り！　目的地は日本のどこか！　上空！」

　曖あい昧まいな買付注文。

　だが、三〇〇万も投資すれば、傲ごう慢まんな態度も神がフォローする。

　瞬まばたきをする間に敗斗とメリアは、朝と夜が交差する空に放り出された。

「はふ……ふええっ!?　ままま、ますたー！　ここは一体どこで──あぶぶっ!?」

「気をつけろ！　舌した嚙かむぞ！」

　目を覚ましたメリアに叫びつつ、必死に頭を回転させる。

（なんでだ……!?　なぜ襲おそわれた!?　大金を持っていたとしても、今は《市場》の開放前！　俺を殺したところで、一銭の儲もうけにもならないのに──）

　考え、己の無能さに舌打ちする。

　そんなこと、敵側だって百も承知。ならば当然、その後の処理も考えてあるはず。

《政府》にカネが没ぼつ取しゆされる前に横領するための算段があるか──あるいは、もっとシンプルに──

「時間外取引を可能にする資産……『ルールを破るための資産』があるってことか……！」

　己の間ま抜ぬけ度合いに腹が立つ。

　当然なのだ。三億リルもの大金があれば、他の資産家に狙ねらわれて当然。

　本来であれば、身辺警護のボディーガードを雇やとうか、強力な固定資産を所有して身を守るのが常道。……敗斗もそのつもりだった。《取引トレード》が始まるまでに準備をしようと。

　だが、遅おそかった。

　圧あつ倒とう的に遅すぎた。

　膨ぼう大だいなキャッシュを持ちながら、最低限しか固定資産を持たない阿あ呆ほう。

　その阿呆に、自らが成り下がってしまっていた。

「ま、ますたー……っ！」

　メリアの不安そうな声で我に返る。

　見れば、徐じよ々じよに地上が近付いてきていた。

　紐ひもなしバンジージャンプをかましているメリアは、誇こ張ちよう抜ぬきで顔が恐きよう怖ふによじれている。

「くっ……！　買付！　距離！　目的地はアメリカ！　ボストン上空！」

　追加で三〇〇万を宙に放り投げるも、変化は起こらない。

　札束は空中に溶とけることなく、敗斗たちと共に自由落下を始めた。

「ま、ますたー!?　これは一体……っ!?」

「ちっ……！　足りねぇのか……!!」

　実際のタクシーを考えてみればわかりやすい。

　あれは、乗車距離と乗車時間によって料金が加算されていく。《魔石通貨》の料金設定も大まかには現実と同じだ。すなわち、すでに敗斗の部屋から日本の上空までタクシーに乗っているので、そこからさらに遠方へと移動する場合には、余計に費用がかかるというわけである。

「下手すりゃカネだけ溶けて変化が起きないってパターンもあった。ラッキーだったな」

「そ、それはよかったですね……！」

　メリアが引きつった顔で無理矢理に笑みを浮かべる。

　その顔が面おも白しろくて敗斗は噴ふき出し、少しだけ冷静さを取り戻した。
















「おらっ！　もってけ！　追加料金だッ!!」

　バッグの中からさらに一〇〇万リルの札束を七個ほど取り出し、空に投げつける。

　直後、札束は空に溶け、二人は先ほどよりもう少しだけ夜が多い空に投げ出された。

「どうだ、メリア？　空の旅。朝と夜の境界を追いかけるデートなんざ、普ふ通つうに生きてちゃ一生経験できねーぜ」

「と、とってもロマンチックですね……っ。お手洗いがあれば最高なんですが……！」

「漏もらしてもいいぞ。俺は気にしない」

「わたしは気にするに決まってるじゃないですかぁーっ!!」

　こんな状じよう況きようでも律りち儀ぎに赤面するメリアへ虚きよ勢せいの笑みを送りながら、敗斗は懸けん命めいに頭中のギアを回した。

　一番の解決策は、強力な《固定資産》を手に入れることだ。

　だが、《固定資産》の売買権は基本的に《査定係》が握っている。あの魔ま女じよ男がいるＢＡＲは一八時以降しかやっていないし、他に顔の利きく《査定係》との繫つながりもない。

　ならば、ノリオの《個人商店》はどうか。

　高額で強力な《固定資産》はないだろうが、気休め程度の中古品なら常備しているかもしれない。それを横流ししてもらえれば、急場は凌しのげる。

（いや、ダメだ。地上に降りたら、確実に捕ほ捉そくされる……！）

　だからこそ、敗斗は迷わず『空』へ逃にげたのだ。

　敵は真正面から三億を狙う資産家。

　地上の監かん視しカメラ等、通常のカネで買える設備は丸々敵の手中にあると考えた方がいい。

　こんなとき、事情通の遊部に相談できたら、なにか有用な情報やアドバイスをもらえるかもしれないが……ケータイは自室に置いたままだし、仮に手元にあったとしても、同じ理由で敵に位置を知らせる結果になりかねない。

（……八はつ方ぽう塞ふさがりだ……ッ！）

　敗斗の頰を冷たい汗あせが伝う。

　絶賛ひも無しバンジー中につき、吹き出た冷や汗は下に落ちず、空へと昇のぼっていった。

　地平線の彼方かなたに太陽が見えた。

　夜が明ける。

　まるでそれが、命のタイムリミットを知らせているかのようだった。

《タクシー》による連続移動がジリ貧ひんなのは明らかだ。次に目的地を指定した時、請せい求きゆうされるのは二千万か、はたまた一億か、わかったもんじゃない。

　それに、あれほどの敵だ。敗斗の懐ふところ事情を無視したとしても、物理的に時間がかかれば、何らかの《資産》を使って位置を特定するに決まっている。

「ますたー」

「…………なんだ」

　意図せず、苛いら立だちをぶつけるような低い声が出てしまう。

　しかし、メリアは全然気にしていないかのように、にっこり微笑ほほえんだ。

　そして、言った。




「そのお金、捨てましょう」




「──────は？」

　敗斗は、その発言の意味が理解できなかった。

　一いつ瞬しゆん、メリアが外国語を話したのかとさえ思った。

　それほど、敗斗にとっては意味がわからない発言だったのだ。

「詳くわしいことはわからないです。でも、なんとなく、わかります。きっと、誰だれかがますたーのお金を狙っていて。だから今、わたしたちはお空にいるんですよね？」

　敗斗は返事ができない。

　メリアの言わんとすることが、時間差で脳に染しみてきた。

　だが、脳細さい胞ぼうの一つ一つが全力で理解を拒きよ絶ぜつする。

「だったら、そのお金を捨てましょう。捨てるのがダメなら、その人にあげちゃってもいいです。それで、お願いしましょう。『命だけは助けてください』って」

「そんなっ……！　馬ば鹿かなことが……ッ!!」

　できるか──とは、続けられなかった。

　メリアの主張はもっともだ。もはや、損失は免まぬかれない。

　ならば、その損失をどこまでで食い止めるのか。どのタイミングで『損切り』するのか。

　話はもう、その段階まで来ている。

「だがっ……！　そんな……っ!!　せっかく……っ!!」

　敗斗は決して頭の悪い方ではない。

　今ではすっかりメリアの主張を理解し、それが最善だと確信している。

　それでも、理り屈くつと感情は別物だ。あれだけ苦労し、努力し、命を懸かけて……ようやく手にした大金なのだ。それを手放すことを、敗斗の感情が強きよう烈れつに拒絶する。

　どんな資産家も、投資家も……必ず苦く悩のうし、拒絶する。

　それが『損切り』というものなのだ。

「お金なら、また稼かせげばいいじゃないですか。でも、死んじゃったらおしまいです。……だいじょうぶですよ。わたしがずっと、ますたーのそばにいますから」

　カネの入ったボストンバッグ。

　手が白くなるほどの力でそれを握り締めていた敗斗に、メリアがそっと手を重ねた。

　カネを失うことがこれほどまでに辛つらいのだと……敗斗は人生で初めて知った。

　まるで体に風穴を空あけられたかのような痛み。

　自分の半身が消えてしまったかのような喪そう失しつ感。

「………………………………わかった」

　俯うつむいたまま、敗斗は決断した。

　まさに、苦く渋じゆうの決けつ断だん。

　だがそれは、負け続けだった敗斗の人生の中で……一番の英断だった。




　　　　◇




「おかえりなさいませ、失井敗斗様」

　追加でタクシー代を支し払はらい、遊部の通う小学校のグラウンドまで移動したが……そこには当然のように、老紳しん士しが先回りしていた。

　あの情報屋なら、この窮きゆう地ちも察して助けてくれるかもしれない……という淡あわい期待は、見事に裏切られることとなった。もとより、今はまだ、小学生も起きていないような早朝だ。新聞配達をするおじさんとすれ違ちがえばラッキーな具合のこの時間帯に、都合良く援えん軍ぐんが駆かけつけてくれるはずがない。

　そんなどうしようもない現実が、敗斗の日常だった。

「理解が早くて助かるよ。無む駄だに資産を動かして余計な経費をかけずに済む」

　グラウンドには老紳士の他にもう一人、スーツ姿の優やさ男おとこが立っていた。

　ストライプ柄がらのネイビースーツを着ているが、インナーはラフなＴシャツ。丁てい寧ねいにセットされた髪かみの毛と、左手首にはダイヤをちりばめた腕うで時計。柔にゆう和わな笑みが育ちの良さを窺うかがわせる、起業家然とした男だった。年の頃ころは、二〇代の前半だろう。

「僕は救ぐ世ぜ真しん二じ。日本のリル市場において、おそらく上から二番目の資産家になる」

「────っ！」

　上位二位。

　その表現だけで、敗斗は自分と敵の圧倒的戦力差を悟さとった。

　おそらくは、あの銀ぎん狼ろうでさえ上位一〇位にも入れまい。

　ならば、二位の資産家が所有している資産総額は、数百億か、あるいは数千億か──。

「頼たのみがある……あります」

　いつもなら毒の一つでも吐はき捨てる敗斗だが、この状況ではそんなこともできない。

　慣れない敬語を使い、一生縁えんがないと思っていた土下座をして、ボストンバッグに詰つめた札束を全て救世に差し出した。

「この通り……《魔石通貨》は全額渡わたします。だから……どうか命だけは助けてください」

　お願いします、と隣となりでメリアも一いつ緒しよに頭を下げた。

「くくくっ……。いいねー。僕は人に土下座させるのが大好きなんだ。僕が『上』の人間なんだって、しっかり実感できるからさー。いやー、気分がいいし、特別に命だけは見み逃のがしてあげちゃおっかなー」

　そう言いながら、救世が敗斗に近寄ってくる。

　すぐ側そばまで来ると、土下座する敗斗の頭を革かわ靴ぐつで踏ふみつけた。

「ぐっ……!?」

「あれー？　なにー？　なんか文句でもあるのー？」

「…………っ！」

　ブチ切れそうだったが、耐たえるしかない。

　命が懸かっているのだ。どんなプライドも、命には代えられない。

「そうそう。土下座っていうのは、額をしっかり地面に擦こすり付けないとねー」

　グラウンドに転がっていた小石で額が切れ、鮮せん血けつが流れた。

　それでも敗斗は土下座を続ける。

　因果応報。自分がやったことは必ず自分に返ってくる。

　これまで敗斗が脅おどし、リルを巻き上げてきた資産家たちも、きっとこんな気持ちだったんだろうなと、敗斗はぼんやり思った。

「坊ぼつちゃま。そろそろ時間が……」

「ああ、そうか。ここは学校だったね。仕方ない……じゃあ、これにサインして」

　救世はそう言い、敗斗の前に一枚の紙を投げ落とした。

　敗斗としても見慣れた紙。《魔紙》製の契けい約やく書。そこには、敗斗の持つ《資産》を全すべて救世へ無む償しよう譲じよう渡とする旨むねを誓せい約やくする文言が書いてあった。

　敗斗はもちろん、自分の持つ『カネ』を全て救世へ譲じよう渡とすることに異論はない。

　だが、この表現では少々不都合があった。

「……頼みが……あります」

「んー？」

「この契約書の文言……その、『資産』の部分を『現金』に書き換かえさせてもらえないか。いや、俺、《固定資産》は全然持ってなくて、健康保険くらいしかないし……」

　そうなのだ。敗斗の持つ《資産》となると、メリアまで含ふくんでしまう。

　だが、メリアはどちらかと言えばマイナスの資産──《負ふ債さい》と言っても過言ではない。救世ほどの資産家ならば、敗斗の『貸たい借しやく対たい照しよう表ひよう』くらいは当然手に入れているだろうし、《固定資産》をほとんど持っていないことも承知のはずだ。

　ゆえに、わざわざ《負債》になるメリアを欲しがりはしないはず。

　よって、この提案は当然、承しよう諾だくされるものと思っていた。

　…………だが。

「んー。こ・と・わ・る」

　救世の返事に敗斗の表情かおが凍こおる。

「え。でも、俺は本当に……」

「うん。知ってる。全部知ってる。君が本当に、ほとんど《固定資産》を持っていないことも。君にとって価値のある《資産》が、健康保険だけであることも。君がその少女の価値を何も知らないことも」

　敗斗は救世の発言を理解できない。

　それでも、ゆっくり頭を上げると──救世は敗斗ではなく、メリアを見ていた。

　三億の現金でも契約書でもなく、メリアだけを見ていた。




「MERIAメリア──Make Elimination Reaching Investor's Arcadia──。楽園へ到とう達たつするまでの邪じや魔ま者ものを排はい除じよする除去装置。つまり、あらゆる幸福を現実のものとする究極の資産。それが、彼女の正体だ」




　救世から告げられた衝しよう撃げき的な事実を、敗斗は理解できない。

　何もわからないまま、ぼんやりとメリアへ目を向けると……メリアは敗斗以上に愕がく然ぜんとした表情をしていた。……おそらく、彼女自身も知らなかったのだろう。

「いやー。探すのに苦労したよ。日本の資産家、上位一位から三位までが共同出資して、ようやく買い付けた資産だったのに、何者かによって盗ぬすみ出されるんだから。まぁでも、この世界は狭せまい。急に資産を増やした資産家さえ把は握あくできれば、すぐに見つけ出せると思っていたんだ」

「うそ……だ……。メリアが、《資産》……？」

「君が初めて彼女を手に入れた時、目の前に現れるまでにタイムラグがなかったかい？　彼女は、持ち主の欲望を映し出す鏡。きっと、君のニーズを検けん索さくする時間があったはずだ」

　言われて、思い出す。

　確かに、時間を停止する資産家から《資産》を奪うばった際、メリアだけがすぐに移動されなかった。彼女とのファーストコンタクトは、翌日の朝だったはずだ。《魔紙》や《魔石通貨》の効力は即そく時じ適用。そのタイムラグは、明らかに異質だ。

「彼女、ずいぶんと個性的なファッションをしているね。それも君の好みなのかな？　それとも、君の要望が特になかったために、前のオーナーのそれがそのまま継けい続ぞくされているのかな？　いずれにせよ、最低でも性格や能力には、君の願望が反映されているはずだ」

　救世にそう言われ、敗斗の脳のう裏りをいくつもの記き憶おくが掠かすめた。

　敗斗が手にした大金。

　グラサンに勝利できたのは、他でもないメリアがいたからではなかったか。

　たとえミスを連発し、最後の決め手が敗斗になったのだとしても、そもそもメリアがいなければ、そんなチャンスさえなかったはずだ。

　カナミにメリアを紹しよう介かいしたあの時。

　メイドだと紹介した直後、当たり前のようにメイドとしての役割を全まつとうし始めた。

　よくよく考えれば、異常だ。わずか一四歳の少女が、掃そう除じや料理を完かん璧ぺきにこなせるはずがない。

　思えば、やたらと幼なじみの行動を真似たがるのもそうだ。

　敗斗の『幼なじみが欲ほしい』という願いを、叶かなえ続けてくれていたのではないか。

　そして先ほど、敗斗が苦悩の末に『損切り』を決断できた時も──

「噓うそだ……。俺が……メリアを……。メリアの人格を……壊こわし──」

「『人』格じゃない。彼女は、《資産》だ」

　切り捨てるように救世が言う。

　いつの間にか、メリアのすぐ側そばで屈み込んでいた。そのまま無造作に手を伸のばすと、メリアの形のいい顎あごを人差し指で撫なで上げ、玩具おもちやのように感かん触しよくを確かめる。

「彼女は所有者の欲望を自動的に見つけ出し、それを叶える究極の資産だ。だけど、もっと強力な使い方がある。それは彼女に『命令』することだ。主あるじが『命令』した瞬しゆん間かん、彼女は文字通り、自分の命と引き換えにしてでもその『命令』を実行する。それがどんなに無茶で不可能なものでも、だ。……知っているかい？　ただの人間の一人でさえ、その生命エネルギーで街の明かりを数日間賄まかなえるんだ。まして彼女は、《魔石通貨》で作られた《魔ま力りよく》の塊かたまり。まさに、生きる賢けん者じやの石。究極の奴ど隷れいってわけさ」

　あっはっは、と笑う救世の指先で、メリアが青い顔をして震ふるえている。

　……当然だろう。いきなり自分が人間でないことを知らされた上、これから先、目の前の男の欲望のままに蹂じゆう躙りんされ、命を奪われるのだから。

「……ま、ますたー……」

　その揺ゆれる瞳ひとみにどんな感情が渦うず巻まいているのか……敗斗にはわからない。

　きっと、一生わからないだろう。

　これから先、見ず知らずの他人に自分の命さえ捧ささげなければならない現実を前に。

　たった今まで、自分を壊し続けていた人間へ救いを求める時の少女の気持ちなど。

　ただ敗斗は、己おのれの気持ちだけは鮮せん明めいに理解した。

　自分の中にこんな感情のエネルギーが眠ねむっていたことに心底驚おどろく。

　胸の奥で怒いかりが爆ばく発はつし、体が熱くなる。そして、それと反比例するかのように、頭の中はどんどん冷たくなっていった。

「……おいクソガキ。その汚きたねぇ手を離はなせ」

「んー？」

　救世が余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度で振ふり返る。

　敗斗は血が流れる額を右手で押さえ、二本の足でしっかりと立ち上がった。

「僕は君より年上なんだけどなー。それに、口の利き方には気をつけた方がいいよ？　下手したら死んじゃうよ？」

「日本語がわからねぇのか。そのゲロにも劣おとる汚ぇ手を離せっつってんだよ」

「…………」

　救世が不自然なほどの笑顔を張り付けたまま立ち上がる。

　後ろで老紳しん士しも懐ふところに手を入れた。

「……ねえ、君。自分の立場、わかってる？」

「ああ。俺は日本語がわかるからな」

「ふーん。その割に、状じよう況きようの認にん識しき力はなさそうだね」

「そっちの方も問題ない。俺はこれにサインをすればいいんだろ？」

　敗斗が契約書を拾い上げてサインする。

　頭の中は、極北の氷河のように冷え切っていた。

「……できたぞ」

　メリアが何かを諦あきらめるように目を伏ふせると同時、蜃しん気き楼ろうのようにその姿を消した。

　老紳士の足あし下もとでは同じく、三億リルの入ったボストンバッグが消える。

「そうそう。それでいいんだよ。負け犬は負け犬らしく、勝者に服従していればいいんだ。……瀬せ馬ば」

「……はっ」

「メリアが無事、こちらの資産へ移動したか確認しろ。ついでに、三億もな」

「承知しました」

　瀬馬と呼ばれた老紳士がカバンから見慣れぬ端たん末まつを取り出し、操作を始める。……おそらく、それも何らかの資産なのだろう。

　二人は契約が成立したことにより、これまでで一番油断している。逃にげ出すなら、今だ。

　だが、逃げ出したところで何になる？

　名実共に、これで敗斗は一文無しだ。《魔石通貨》の《取引トレード》に参加できないのはもちろん、《資産家》には指一本で殺されてしまうだろう。

「ぼ、坊ぼつちゃま!?」

　瀬馬が慌あわてたように素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　その様子を見て、敗斗の口こう端たんが悪魔のように吊つり上がった。

「資産に《メリア》がありません！　現金三億リルも!!」

「……なんだと!?」

　救世は瀬馬から端末を奪って必死に操作する。新しく取得した《メリア》を探しているのだろう。

　だが、一向に見当たらない。全てを叶える究極の資産も。おまけで手に入れた現金三億リルも。どちらも、救世の保有する資産に加えられた形けい跡せきがない。

「これは一体……!?　貴様っ!!　なにをしたッ!?」

「ククク……っ」

　悪魔のような笑えみを浮うかべながら、敗斗はぐしゃぐしゃに丸めた契約書を救世に放った。

　舌打ちしながら救世が拾い上げ、その内容を確認する。

　問題ない。誓約する文言に不備はない。敗斗のサインもきちんと記入されている。

　だが────

「資産を譲じよう渡とされる人間の名前が書き換かえられている……だと……!?」

　契けい約やく書の一文目。

　メリアと現金三億リルを受け取る『甲こう』の者。

　その名前──『救世真二』に二重線が引かれ、敗斗の親指の血判で訂てい正せいされている。

　その上に新しく記名し、指定されているのは──『遊部百合』。

「貴様……これは一体……!?」

「猿さる山やまのテッペンで楽ばっかしてるお坊ちゃまは知らなかっただろ？　契約書ってのはな、訂正できるんだよ。契約する人間の『訂正印』さえあればな」

　敗斗が額から流れる血を右手の親指で拭ぬぐう。

　土ど壇たん場ばの機転。

《取引トレード》の度に契約書を使用してきた敗斗だからこそ思いつけた、奇き策さく。

　勝負所で一発逆転のアイデアが絞しぼり出せるのは、敗斗の数少ない取り柄えだった。

「坊ちゃま！　確認しましたところ、確かに失井敗斗が懇こん意いにしている《情報屋》──遊部百合の元に《メリア》と三億が移動しているようです！」

　瀬馬が真っ黒なノートパソコンを取り出して操作し、救世に報告する。

　あの事情通な遊部が、自分の情報漏ろう洩えいに対してプロテクトを怠おこたっているはずがない。それを容易に貫つらぬいたということは、あのパソコンも何らかの《資産》なのだろう。

　だが、関係ない。敵がどんなに優れた《資産》を保有していても、もはや敗斗からメリアを奪うことはできなくなったのだ。

　すでにメリアは、遊部の資産になった。

　メリアを手に入れたければ、遊部から奪うしかない。

「……やってくれたね、君。改めて、名前を聞いておこうか」

「失井敗斗。趣しゆ味みで敗者をやってる。生まれてから今日まで、一度も勝ったことがねぇ」

「そうかい。……でもね、失敗くん。僕は君を、とても高く評価するよ。この土壇場で、この対応力。機転の利きかせ方。それを実行に移せる肝きもっ玉たま。……敗者にしておくにはもったいないほどの逸いつ材ざいだ」

「……そいつは、どーも」

「だからさ。殺すね？」

「──────」

　敗斗の首筋が粟あわ立だつ。

　救世から放たれる殺気は本物だ。

　メリアと関係がなくなったから見み逃のがす……と、そんな希望的観測は見事に砕くだけ散った。

　考えてみれば当然だ。貴重な《資産》の詳しよう細さいを知っている人物。そんな人間を、生かしておくはずがない。

「勝者にも届き得るほどの可能性を秘ひめた敗者に敬意を表して──見せてあげるよ。僕の《資産》を」

　救世が左手の指で片目の瞼まぶたを押さえ、放す。

　再び開かれた左目には、奇き妙みような光の紋もんが浮かび上がっていた。

「これは《理論幸福値カリキユレーター》という。今の僕には、全すべての『値ね』が見えるのさ」

「値段が……？」

「そう、たとえば──それだ。一二四万と六七九八リル投資！」

　瞬間、敗斗と救世を取り囲むように鋼鉄の檻おりが姿を現す。

　一辺の長さが五メートル四方の立方体。鉄板の厚さは一〇〇〇ミリ。天てん井じように空いている採光のための細かな穴を除けば、空気すら出入りできない牢ろう獄ごく。

「カネを持つ者にとって一番重要なのは、『投資収益率』だ。費用対効果、もしくはコスパと言えば君にも伝わりやすいかな？」

「コストパフォーマンス……つまり、払はらったカネに対してどれくらい得をするか」

「その通り。君も《タクシー》くらいは使ったことがあるだろう？　移動する度に運転手に山ほどチップを渡わたしてたら、割に合わない。きっちりキレイに、適切な料金を支し払はらわないとね」

　救世の言わんとすることを、敗斗は一いつ瞬しゆんで理解した。

　リル市場で上から二番目の《資産家》。

　巨きよ額がくのカネを持つ男。

　買えないものは、おそらく無い。

　ならば──どれを買えば一番得なのか。それを買うには、いくらあればいいのか。

　この男に必要な情報は、それだけなのだろう。

「この檻は、君から自由を奪うばうために必要な、最小の金額で最大限の効果を得る檻だ。これで君はもう、絶対に逃げられない。僕の眼め──『値付け』に、間ま違ちがいはない」

「……本当にそうか？　もはや《資産家》ですらなくなった俺を殺すには、もっとシンプルな檻でも十分だったんじゃないか？」

「いいや、これが最小で最大だ。これ以上予算を出し惜おしむと、君が逃とう亡ぼうする可能性がある。……感かん嘆たんするよ。全財産を失ってなお、これほどの設備がないと捕とらえられないとは」

　救世はそのまま追加で買付注文を出し、宙から拳けん銃じゆうを摑み取った。

　その拳銃すら、最小で最大の効果を得る《資産》なのだろう。もはや、敗斗に逃のがれる術すべはない。元より、そんなものは存在しなかったのかもしれない。

　だが、これでいい。

（……確かに、俺はここで死んじまうかもしれねぇ。だけど、確実に時間は稼かせげる。あの事情通の遊部が、これほどの騒さわぎに気づかねーはずがねぇんだ。あの情報収集力に加え、軍資金の三億リル。きっと遊部なら、メリアを逃がしてくれるはず……！）

　己の命すら、計算のうち。

　今、敗斗の思考は全て、メリアを逃がすことに集中していた。

　それは……懺ざん悔げだったのかもしれない。

　自分の都合で一人の人間を壊こわしてしまった罪。その償つぐない。

　あるいは、知らないうちに貰もらっていた『なにか』に対する、対価のようでもあった。

「……ばいばい、失敗くん」

　救世の持つ拳銃の銃口がこちらを向く。

　敗斗は祈いのるように目を閉じた。

　直後、銃声が鳴り響ひびき──それで敗斗の命は、永遠に失われたはずだった。

「な……に……っ!?」

　救世が驚きよう愕がくする声が耳に届く。

　敗斗は思わず、目を見開いた。自分の体に変化はない。だが、自分の視界には変化があった。敗斗の前方。筋肉で盛り上がった巨きよ大だいな二の腕うでが、ガッチリと救世の拳銃を摑つかんでいる。

「ヘイ、ルーザー少年！　ユーは諦めが良すぎるぜ！」

　色いろ褪あせたＧジャンにカーゴパンツ。細身だったそれは、内から膨ふくれ上がった筋肉のせいで所々破れている。太陽の光を反射した白はく髪はつが、一瞬、銀髪に見えた。

「銀ぎん……狼ろう……？」

「ハッハッハ！　そうだな！　この姿の時はその名前だ！」

　突とつ然ぜんの乱入者に驚おどろいた救世が、拳銃を離はなして距きよ離りをとった。

「お前は……確か、失敗くんがターゲットにしていた──」

「イエス！　マイ・ネーム・イズ・シルバーウルフ！」

「ふざけた奴やつ……！　拘こう束そくしてやる！　値付け!!」

　救世が左目を見開く。

　おそらく、銀狼を拘束する檻を買い付けるつもりなのだろう。

　だが────

「なっ……!?　バカな！　三九五億だとっ!?」

　あまりにも法外な金額に愕がく然ぜんとする。

「ＨＡＨＡＨＡ！　大変だなぁ！」

「ならば、首を切る！　一〇〇〇万！！！」

　救世が買い付けると同時、銀狼の首が飛んだ。

　あまりにも急な殺人に、敗斗は目を剝むいた。

　しかし……銀狼からは一いつ滴てきの血も流れない。代わりに、銀狼を形成していた服や皮ひ膚ふが、ガラス細工のように砕け散った。そして、銀狼が立っていた場所には……平時の銀狼より二周りも小こ柄がらな、妙みよう齢れいの女性が立っている。

「……あーあ。気に入ってたのになぁ……この着ぐるみ」

　豪ごう奢しやな真紅あかのドレス。癖くせのない長髪は腰こしの辺りまで落ちていて、その髪かみも炎ほのおのような赤に染まっている。気の強そうなつり上がった目に勝ち気そうな口元。ニヤリと歪ゆがんだそこへ、懐ふところから取り出したタバコを咥くわえた。

「久しぶりだな、救世」

「ぐっ……!?　なぜこんなところに《真紅あかい暴力》が……っ!?」

「つれないこと言うなよ。共同出資した仲じゃないか」

　どうやら、赤い女は救世と同格らしい。

　敗斗が茫ぼう然ぜんとする前で、救世は目に見えて狼ろう狽ばいした。

「さて。それじゃ、いきなりで悪いが、この少年はあたしがもらっていくぞ？」

　まるでそれが当然であるかのように言い放ち、リル市場二位の男に背を向ける。

　見た目の細さからは想像できないほどの怪かい力りきで敗斗の襟えり首くびを摑むと、いつの間にか空いていた牢獄の穴を通って、堂々と外へ立ち去ろうとした。

「ま、待て！　そいつは《メリア》の存在と詳細を知っているんだぞ!?」

「ふーん。あっそ。で？　だからどうした？」

「ぐっ……!?　だから、連れ帰させるわけには、いかない！」

　救世が左目を光らせる。

　おそらく、彼の目にはこの世の全ての『値』が見えているのだろう。そして当然、乱入者である彼女を拘束、もしくは殺害する最も良い手段を探しているはずだ。

　絶体絶命の窮きゆう地ちを前に、真紅あかい女は心底救世を見下すように嘲あざけった。

「だからさぁ、救世。《取引トレード》の真しん髄ずいは《資産》にあるんだよ。どんだけカネを持っていようが、真の《資産》を持つ《資産家》には敵かなわない。……こんな風にさ」

　次の瞬しゆん間かん、真紅あかい女はイタズラを思いついた子供のように楽しそうな笑えみを浮うかべると、右手で拳こぶしを作って地面に振ふり抜ぬいた。

　たった、それだけ。

　異常なのは、それだけの動作で小学校のグラウンド全体が暴風に包まれたこと──!!

「……ぐっ!?　ぐわぁぁああああ!?」

「あははははははは！！！！」

　敗斗を捕とらえるために用意された檻でさえ、その一いち撃げきで消し飛んだ。

　吹ふき荒あれる暴風の中、真紅あかい女の楽しそうな笑い声だけが響いていた。








第四章　資産家の夢









　かつて少年には、欲ほしいものがあった。




　それは本当に欲しいもので、どうしても叶かなえたい願いだった。

　けれど、それが普ふ通つうの方法では絶対に叶わないことを、少年は深く理解していた。




　そんな時だ。彼の自宅に、真っ黒な封筒が届いたのは。

　中身は、《魔ま石せき通貨》市場への招待状だった。

　なんでも買える悪魔のカネ。

　だが、元手がなければ《取引トレード》に参加することはできない。




　常人が《魔石通貨》の元手を得る方法は二つだけ。

　一つは、既すでに《資産家》として《取引トレード》している者から譲じよう渡とされること。

　だが、実際にはそんな方法で元手を得る人間は皆かい無むである。なぜなら、《資産家》たちも己おのれの欲望を買うため、一リルでも多くのカネを追い求めているのだから。

　だから、事実上、《魔石通貨》の元手を得る方法は一つだけである。




　それは、《政府》に自分の《夢》を、リルで買い取ってもらうことだ。




　敗はい斗とはその日のことを、もはやボンヤリとしか覚えていない。

　どこかの廃はい墟きよだった。

　季節は蟬せみが鳴き、連日最高気温を更こう新しんし続ける夏だったように思う。

　そんな夏のある日、敗斗は暑苦しい黒の礼服を着た《政府》の役人と待ち合わせ、最初の《取引トレード》をした。

　敗斗はその場で人生初の《魔石通貨》、一万リル紙し幣へいを受け取る。

　代わりに、役人はこう言った。




「君の《夢》を頂いた。だが、心配しなくていい。もしまた必要になれば、カネで買えばいいのだから」




　それがとんでもない詐さ欺ぎ取引だったと知ったのは、ずいぶん後になってからだった。




　　　　◇




　ぼやける視界の中、必死に目をこすると、次し第だいに自分の居場所が鮮せん明めいになっていった。

　暗い店内。極小のボリュームで流れるジャズ。ウイスキー用の空のグラスが積み上げられたテーブル。見慣れたそこは、《ＢＡＲ　ＧＯＬＤ》だった。

「気づいたかい、失敗くん？　イッヒッヒ」

「……気持ちの悪い顔を近づけるな」

「寝ね起おきにそれだけの悪態がつければ、脳に異常はないようだねぇ」

　ヒッヒッヒ、と笑いながら、《査定係》の魔女男がカウンターへ戻もどっていく。

　敗斗がソファから体を起こすと、向かいの席には真紅あかのドレスを着た妙齢の女がタバコを吹かしていた。

「よう」

　片手を上げ、気持ちのいい笑顔と気軽な挨あい拶さつが向けられる。

「…………どうも」

　どう対応していいか分からず、敗斗は曖あい昧まいに応じた。

　ボンヤリした頭で、これまでの経けい緯いを必死に整理する。

　珍めずらしく気を利きかしたのか、魔女男が敗斗の前に水を、真紅あかい女の前に酒が入ったグラスを置いた。

「イッヒッヒ。それにしても意外だねぇ。失敗くんが勝しよう子こちゃんと知り合いだったなんて。どちらかと言えば、正反対な二人なのにねぇ。圧あつ倒とう的な勝ち組と負け組って意味で」

　横目で睨にらんで魔女男を黙だまらせつつ、敗斗はグラスの水を一息に呷あおった。

　なにはともあれ、話さなければ始まらない。まずは、お礼からだろう。

「えっと……助けてくれて、ありがとう……ございます」

「……あー。敬語とかめんどくせーし、ナシでいいぜ。あたしはボランティアで動いたわけじゃねぇ。あくまで利己的な打算だ。だからお互たがい、取引相手とはフェアにいこう」

「はあ……」

　どうも、先ほどまで気を失っていたためか、頭の回転が遅おそい。

　敗斗がこめかみを必死にグリグリやっていると、唐とう突とつにその名が告げられた。

「安心しな。《メリア》は無事に事情通百合ゆり女の手に渡わたってるよ」

「────っ!!」

　その名を聞いた途と端たん、脳内を覆おおっていた靄もやが一気に晴れた。

「ほらよ」と気軽な調子で彼女から投げ渡されたケータイは、なぜか敗斗のものだ。《魔石通貨》で取り寄せたのだろうか。慌あわてて着信を確かく認にんすると、遊あそ部べからメールが届いている。時刻は午前六時一〇分。おそらく、救ぐ世ぜとやりあって、命からがら敗斗たちが逃にげ出した直後だろう。

『まったく、なんてもんを送りつけてくるんスか！　いくら私でも、市場二位の資産家からメリアお姉さまを匿かくまい続けるなんて無理っスよ！　一いつ緒しよにもらった三億全部使っても、三日が限度っス！　それまでになんとかしてくださいよ!!　──追つい伸しん。特別報ほう酬しゆうとして、メリアお姉さまのおみ足をペロペロします』

「……────」

　最悪な未来を二パターンも予測していた敗斗は、とりあえずその二つを回かい避ひできたことに胸むねを撫なで下ろした。

　一つは、既に遊部が救世に捕つかまっていること。

　こちらは敗斗の読み通り、《情報屋》としての腕うでを駆く使しして逃のがれてくれているらしい。

　三日という時間制限が難点だが、そもそもリル市場で二番目に《魔石通貨》を持つ《資産家》から三日も逃れられるという事実の方が異常なのだ。並の資産家なら五分と持つまい。ならば、三日も時間を稼かせいでくれる遊部には、感謝してもしきれない。

　そして、最悪な未来のもう一つは──遊部自身が、自分の欲望のために《メリア》を使ってしまうことだった。

　こちらは可能性として想定していたが、それほど心配していなかった。

　いつでも欲望丸出しで本能に忠実な遊部だが、やる時はやる女である。

　そうでなければ、《魔石通貨》市場の《情報屋》など勤つとまらない。最後の茶目っ気たっぷりの追伸は気になるが、これほどの働きに対する見返りなのだ。メリアも喜んでその足を遊部に差し出すだろう。……実際は嫌いやがるかもしれないが、対価としては破格の安さだ。

「さて、っと。現状の確認はできたか？」

　思考の海から帰き還かんする。

　目の前では『勝子』という名前らしい真紅あかい女が灰皿へタバコを押しつけていた。火を消した後、ソファにもたれて足を組む。あまりマナーの良い態度ではないが、この女に限ってはそんな動作が妙みようにサマになっている。

　生まれつき、持っている人間。

　王であること、勝者であることが当然の人間。

　そんな気配が、彼女から漂ただよっていた。

「とりあえず、自己紹しよう介かいといこーか。あたしは、白しろ星ぼし勝子。名前気に入ってるから、ショーコって呼んでくれていいぜ？　んであたし、たぶん日本一の《資産家》だ」

「────ッ!?」

　敗斗が息を吞のむ。

　救世の日本二位という肩かた書がきも相当の衝しよう撃げきだったが、まさか日本のリル市場において一位の人間をこの目で拝めるとは思わなかった。

「驚おどろかしちまったか？　まぁそんな萎い縮しゆくすんなって。あたしは日本一の《資産家》ではあるけど、リルはほとんど持っちゃいねーんだ」

「…………は？」

「えーっと、今はどんだけあったかな？」と真紅あかい女──白星勝子がポケットを探さぐる。

　そして、数秒後にポケットから取り出した《魔石通貨》は……たった一三リルだった。

「うっわ。やっべー。これじゃ下手すりゃ小学生にも負けちまう現金額だなー」

　カラカラと笑うその表情には、謙けん遜そんや虚きよ偽ぎの様子が微み塵じんも感じられない。

　日本一の《資産家》の所持金は、現在、本当に一三リルのようだった。

「なんで…………」
















「んー？　ああ。あたし、儲もうけたカネは全額自己投資してっから。体は《資産》で出来ている──とか、厨ちゆう二にっぽいこと言えばいいか？」

　シニカルに笑う勝子に、敗斗は拍ひよう子し抜ぬけするしかない。

　だが、次に言うべきことは決まった。

「……あんたが本当に日本一の《資産家》だって言うんなら、頼たのみがある。メリアを助けてやってくれないか」

　言いつつ、土下座しようと席を立つと、「ダルいことすんな」と即そく座ざに止められてしまった。その上で、勝子は冷たい返事をよこす。

「そいつは無理だ。あたしには、そんな資格は無い」

「……っ！　どうして！　だってアイツは、『究極の資産』なんだろ!?　《資産家》なら、誰だれもが欲しがるはず──」

「…………だからだよ」

　勝子がテーブルに置いてあった箱から新しいタバコを一本抜ぬき、一〇〇円ライターで火をつけた。敗斗と違ちがい、ゆっくり紫し煙えんを肺に落とすと、気持ち良さそうに吐はき出す。

「なあ、お前。お前には、《夢》はあるか？」

「…………？　なんだよ、いきなり」

「いいから、答えろ」

「……あるに決まってんだろ」

「へー。そうか。なら、言ってみな」

　どうでも良さそうにタバコを吹ふかし続ける勝子に苛いら立だちを感じながら、敗斗は指を折りながら順番に望みを並べていく。

「まず、大金が欲しい。それで、豪ごう華かなメシを毎日食べる。家もでっかい家を建てて、そこで悠ゆう々ゆう自じ適てきに暮らすんだ。働く必要はもちろん無い。毎日遊んで暮らせる。家には当然、美人な奥さんも一緒だ。正妻の他にも、愛人をたくさん囲ってやる。《魔ま石せき通貨》なら、人の心さえ買えるんだ。それで、世界中の男が夢見る、酒池肉林の楽園を築いてやるよ」

　誰もが目指すような究極の贅ぜい沢たく。最高の快楽。

　それを指折り数えながら……しかし敗斗の心はどんどん荒すさみ、虚きよ無む感で溢あふれていった。

「世界最高の高級車・ロールスロイスを買って乗り回してやる。豪ごう遊ゆうしながらの世界一周旅行に出かける。自家用船・自家用ジェット機・自家用ロケットと使い放題。ブランドものだって買いたい放題だ。世界最高の細工と宝石に彩いろどられた時計。バッグ、財布、洋服。金、銀、プラチナ、ダイヤ、その他諸もろ々もろの宝石！　なんだって手に入る！　全部買える！　それで俺は──幸せになるんだっ!!」

　どうしてだろう。

　きっとそれは、誰もが求めて止やまないもののはずなのに。

　それさえ手に入れれば、自分も幸せになれるはずなのに。

　必死に指折り、妄もう想そうし、手を伸のばそうとしているそれが、どうしてガラクタ同然のように感じてしまうのだろう。

「────っ」

　知らず、敗斗の瞳ひとみから一ひと雫しずくの涙なみだが零こぼれた。

　なぜ自分が泣いているのか、分からなかった。

　たくさんのカネを手に入れて買える夢。

　楽しいはずなのに。

　嬉うれしいはずなのに。

　そのために、命すら懸かけて必死に頑がん張ばってきたのに。

　どうしてこんなにも、心は空っぽで、虚むなしい悲しみが募つのっていくのだろうか。

「……お前も、辛つらかったんだな」

　勝子がそっと目を逸そらす。

　敗斗は服の袖そでで必死に目元を拭ぬぐった。

「《魔石通貨》は、なんでも買える。だが……事実上、絶対に買えないものが一つある。何のことか、わかるな？」

「最初に売った……《夢》」

「その通りだ」

《魔石通貨》の《取引トレード》を行うには、元手が必要となる。

　その元手を得るため、ほぼ全すべての資産家が自分の持っていた《夢》を売り渡す。

　それは──悪魔の契けい約やくだ。

　人は本来、カネが欲しいのではない。なにか欲しいものがあって、それを得るためにカネが必要なのだ。

　にもかかわらず、資産家たちは《魔石通貨》の最初の取引で己おのれの《夢》を──カネを稼ぐための『目的』を、奪うばわれてしまう。よって、《魔石通貨》の資産家となった人間は、自分が何のためにカネを必要としていたのか、わからない。

　それはまるで……カネを追い求め、荒こう野やを彷徨さまよう亡もう者じやのようだった。

　取り返そうとしても、もう遅い。

　最初に売った《夢》は未み来らい永えい劫ごう《国》が保有し、それを買い戻もどすには、その《資産家》の『人間としての価値』に六六六億を乗じた金額が付けられる。

　一説によると、日本のビジネスマンの平均生しよう涯がい収入は約二億円らしい。そこに幸福度や社会貢こう献けん度ど等が上乗せされて『人間としての価値』が算出される。値段がついていても、誰一人それを買い戻すことはできない。

　そうして資産家たちは、生涯カネを追い求め、カネを稼ぎ続ける奴ど隷れいとなる。

　正まさしく、悪魔の所行。誰一人、《魔石通貨》の《悪魔》には逆らえない。

「日本の『宝くじ』ってな。利益の半分は国が持っていくんだぜ？　宝くじを投資と考えるなら、その投資収益率は最低だと言っていい。だが、下には下があるもんだ。さすが、『悪魔のカネ』と呼ばれるだけのことはある」

　勝子がタバコを吹かしながら自じ嘲ちようする。

　たとえ日本一の資産家でも、悪魔の呪じゆ縛ばくの前には平等だ。

　このリル市場においては、日本一の金持ちである彼女でさえ、紛まぎれもない敗者だった。

「……だから、メリアが作られたのか」

「そうだ」

　ここでようやく、敗斗の中で全てが繫つながった。

　大金を持つ日本二位の資産家が、必死になって《メリア》を探していた理由。

　日本のリル市場において、上位一位から三位までが、おそらくはその保有資産の大部分を共同出資してまで、《メリア》を買い付けた理由。

　全ては悪魔に奪われた《夢》を買い戻し、この奴隷のような呪縛から脱だつするがための策。

「────だが、ダメだった」

　勝子がタバコをもみ消す。小さな光が、闇やみの中へ消えた。

「悪魔はそんなに甘くなかった。究極の資産──《メリア》が望みを叶かなえるのは、その資産家の『意思』を読み取って、だ。《夢》を悪魔に奪われている以上、いくら究極の資産と言えど、その『目的』を読み取り、叶えることはできない。……考えてみれば、当然だな。日本の三大資産家が共同出資して、かなりの金額を投資して買い付けた資産だが……その程度で《夢》を取り返されたんじゃ、《国》は割に合わない。《国》の目的は──あるいは、さらにその上の《悪魔》の目的は──人間を奴隷にし、一生カネを回すための歯車にしてしまうことだ。歯車が止まる可能性のある《資産》を、奴隷に渡わたすはずがない」

　勝子がなにかを諦あきらめるようにため息をついた。

「我々は一生、働き続けるしかない。《夢》を奪われた以上、《魔石通貨》だけがあたしたちの取り柄えだ。《夢》を奪われた上、カネまで失ってしまったら──それは普ふ通つうの人間以下だ。人生の破産と言っていい。リルを稼ぎ続けることだけが、あたしたちにとって唯ゆい一いつの慰なぐさめなのさ」

　敗斗は俯うつむき、ぐっと唇くちびるを嚙かむ。……わかっていた。わかっていたのだ。

《悪魔》と契約する以上、最大の利益は《悪魔》が独どく占せんする。それは、どこの世界でも当然のことだ。胴どう元もとやオーナーが一番の利益を独占するのは、当然。

　だが、失井うしない敗斗が一生奴隷であることと、メリアの命が蹂じゆう躙りんされることとは、話が別だ。

「なら、救世がメリアに命令したところで……」

「無意味、だろうな。それはあいつだって分かっている。分かっているんだ。でも、認めたくないんだろうな。なぜなら、『究極の資産』こそが最後の希望。唯一無二の可能性なんだ。たとえそれが無む駄だに終わるとわかっていても、救世は『俺の《夢》を取り戻して叶えろ』と《メリア》に命令するだろう。そしておそらく、その瞬しゆん間かんに《メリア》は──全魔力と生命力を失い、消しよう滅めつする」

「────っ」

　敗斗は絶句する。それはただ、無む為いに、メリアの命が捨てられるということだ。

「……なぜ、そこまで分かっていて、救世を止めないんだ」

　殺意を込こめた目で詰きつ問もんすると、勝子は悲しそうに顔を歪ゆがめた。

「……《メリア》を取り戻すことだけはできるだろう。だが、その先はどうなる？　あたしは今……後こう悔かいしている。己の欲望のためだけに、あの娘こを生んでしまったことを。あたしはあの娘に対して『罪悪感』を抱いだいているんだ。そんなあたしが救世から《メリア》を奪い返し、側そばにおいておいたら……あの娘はきっと、あたしの『罪悪感』を消すために全魔力を使ってしまうだろう。そして、全てを忘れたあたしの隣となりから、あの娘は永遠にいなくなる」

　敗斗は視線を床ゆかに落とし、拳こぶしを握にぎった。

　勝子が言わんとすることが、痛いほど理解できたからだ。

「他の《資産家》に渡しても、同じ結果になるだろう。《メリア》の資産としての力が有効に発揮されるか否いなかが変わるくらいで、最終的にあの娘は消滅する。……だからこそ、聞きたい。お前にとって、《メリア》とは、何だ？」

「…………？」

　質問の意図がわからず、敗斗は視線を上げた。

　目の前では、日本一の資産家が……日本一の『勝者』が、縋すがるような表情かおで『敗者』を見つめている。

「……あたしは知っている。数年前、《魔石通貨》市場に一人の少年が参入した。そいつはその時点で、すでに《資産》を──……いや、正確に言えば《負ふ債さい》を持っていた。それは、『人生において、必ず敗まける』という《呪のろい》だったらしい」

「………………」

「いつ買ったのかも分からない。どこに持っているのかも分からない。言うならば、天然物の《無形固定負債》だ。《魔石通貨》の市場において、『長期借入金』以外の《固定負債》は確かく認にんされていない。さらに言えば、《無形固定資産》すら存在しないんだ。完全なるイレギュラー。まさに、神に選ばれた《敗者》ってわけだ」

「…………それがどうした」

　敗斗が低い声を漏もらす。

「確かに俺は、呪われているらしい。だが、いいこともある。その《無形固定負債》とやらのせいで、『人間としての価値』が圧あつ倒とう的に低いんだ。正確な数字は知らないが、ゴミクズ同然の金額らしい。……つまり、この市場で俺だけが、《夢》を買い戻す可能性を秘めている」

　そのために、命を懸けて戦ってきた。

　ただ己の不幸を嘆なげき、慰めでカネを使う他の資産家とはワケが違ちがう。

　失井敗斗だけが、最初の取引で失った《夢》を買い戻し、真の意味で『幸福』になることができるのだ。

「…………はは」

　勝子は、渇かわいた笑いを漏らした。

「できるわけがないだろう。《魔ま石せき通貨》の査定で引っかかるってことは、その《負債》が本物である証あかしだ。確かに、短期的には勝利と錯さつ覚かくするようなことも起きるかもしれない。しかし、直後にそれを帳消しにするような『敗北』に見み舞まわれるはずだ。ちょうど、今回みたいにな」

　その発言の意味が、敗斗には痛いほど理解できた。

　時間を停止する資産家やグラサンに勝利を重ね、大金を稼かせぐことができた。しかし、それが原因でメリアの居所が知れ、救世に大敗を喫きつしてしまっている。累るい計けいすれば、確実にマイナスだ。

　これまでも、そうだった。

　どんなに格上の資産家に挑いどみ、利益を上げようとも、結局は敗北して大損してしまう。辛かろうじて命だけは残るように戦ってきたが、敗斗の手持ち資金が二〇〇万程度しかなかったのも、そのためだ。

「だが、それでもお前は運命に抗あらがい、カネを稼いできた。《夢》を買い戻し、『幸福』になるという未来を信じ続けて。……だからこそ、もう一度聞こう。お前にとって、《メリア》とは何だ？　あの娘を救って、カネを稼ぎたいのか？　それとも、《メリア》を使って『幸福』になりたいのか？」

　勝子に問われ、不意に、その時の記き憶おくが自動再生された。

　たった数日前のことなのに、随ずい分ぶん昔のことのように思う。

　記憶の中にいるメリアは、《査定係》に売られる寸前だった。敗斗へ最後の挨あい拶さつをするため、店の奥から出てきた彼女は……恨うらみ言ごとを言うでもなく、泣き喚わめくでもなく、ただ無理をして笑顔を見せ、お礼を言ったのだ。

　……本当は、泣きたかっただろう。絶望していただろう。世界を呪ってしまいたいとすら、思ったかもしれない。それなのに、彼女は敗斗に──『世界』に対して、『悪意』ではなく、『愛』を持って接することを選んだ。

　その在り方が、尊いと思った。

　そんな少女が、『欲ほしい』と思った。

　それは極きわめて異常なことだ。失井敗斗の源泉は『欲望』。カネを稼ぎ、《夢》を買い戻し、『幸福』になることにしか興味がない。にもかかわらず、それらと全く関係のない少女が欲しいと思う。

　この身に、すでに《夢》はない。

　だが、その欠片かけらが。

　残ざん滓しが。

　理り屈くつではなく感情として、慟どう哭こくを上げ続けている。

　ならば、その少女を救うことは、きっと《夢》に繫がっている──

「……俺にとって、メリアはメリアだ。他の何でもない。俺はただ、あいつが欲しい。だから、メリアは絶対に救い出す」

「………………」

　予想の斜ななめ上をいく回答に、勝子があんぐりと口を開け、絶句する。

　なんて子供じみた物言いなのだろう。

　正義の味方には到とう底ていなれない。最低に不純な動機だ。

　しかし、だからこそ、上手うまくいく。人間は所しよ詮せん、自己中心的な生き物なのだ。世界中の誰だれよりも自分が可愛かわいい。自分にだけ強い関心があり、他人のことなど、どうでもいい。ゆえに、誰も《メリア》を救うことができなかった。

　だが──失井敗斗は、違う。

　彼だけは、彼自身の欲望を満たすため、全力でメリアを救い出す。

　敗斗だけが、この世界で誰よりも、本気でメリアを救いたいと願っているのだ。

「……ぷっ。っく。くくくっ……」

　我が慢まんならない、といった調子で勝子が含ふくみ笑いを漏らす。

　それは勝利の笑えみだ。

　危険な博打ばくちを張り、リスクをとって勝負をしかけ──それが見事に達成された。白星勝子の人生にまた一つ、真っ白な勝ち星が積み重なったのだ。

「……最っ高にイイ気分だぜ。三億リルも投資した甲か斐いがあった。やっぱあたし、生まれついての勝者だな」

　満足げにソファにふんぞり返り、勝利の美酒に酔よいしれる。

　敗斗はうんざりしながら、薄うす々うす感づいていた事実を確認した。

「……《銀ぎん狼ろう》として一〇〇万を寄よ越こしたことはもとより、《グラサン》に三億持たせていたのもアンタの差し金だったんだな……。ひょっとして俺、その前の時間停止さんの時から、踊おどらされてたのか？」

「その通りだ。救世から奪うばった《メリア》を斉さい藤とうに持たせ、お前にカモられるように仕向けたのさ」

「なんでそんなことを……」

「──決まっている。お前が、《敗者》だからだ」

　勝子が、獰どう猛もうに笑みを刻む。

「神に背き、運命に抗い、真の意味で己おのれの欲望を追求し続ける者。そんな奴やつにしか、あの娘は救えないと思ったのさ」

　勝者に見み初そめられた敗者は、その意志を正確に汲くみ取った。

　ゆえに、反論できるわけもなく……ただ静かに席を立って店の出口を目指す。

「どこに行くんだ？」

　後ろを振ふり向かず、勝子が尋たずねた。

　敗斗も振り返らない。代わりに、精せい一いつ杯ぱいカッコつける。

「────女の子を救いに」

　らしくないのは自覚していた。背後で勝子が含み笑いを漏らしたのにも気づいていた。

　だけど、それでいい。今さら、失敗や敗北の数が一つ増えたって、気にしない。

　失井敗斗は、無敵の敗者なのだから。

「あたしは勝者だ。人生のあらゆる勝負に勝ち続けてきた。そして、これからも勝ち続ける。だけど……今回ばっかりは、勝者あたしじゃどうすることもできない」

　仮かり初そめの勝者は、最後の希望を敗者に託たくした。

「頼たのむぜ、《敗者ルーザー》」




　　　　◇




　人生で最初の『敗北』は、いつだっただろう。

　失井敗斗という少年が自身の記憶を振り返ると、次々に苦い敗北が蘇よみがえり、留とどまることを知らない。小さな敗北が次の敗北の伏ふく線せんとなり、因果をかき集めるように、無限の敗北が連なっていく。

　それは、《魔石通貨》の市場に入り、《資産家》となった後も同様だった。

　たとえば、遊部にとっての『美少女』や、ノリオにとっての『厨ちゆう二に病』。

《魔石通貨》に関かかわる人間は等しく《夢》を悪魔に徴ちよう収しゆうされているはずだが、それでも他の資産家たちは、その最初にして最悪の取引と上手く折り合いをつけているように見受けられた。

　もちろん、《夢》が無いのは辛つらい。

　一番初めに持っていた、《魔石通貨》を必要とした衝しよう動どう的な理由を、彼ら彼女らも思い出すことはできない。

　しかしそれでも、他の資産家たちは儲もうけた《魔石通貨》の使い道を──自分が望む『幸福』を、それぞれにきちんと持っているように見えた。三億リルもの大金を前にしてその使い道に迷う資産家など、敗斗をおいて他にはいないだろう。




　失井敗斗にとって、最初の《夢》は、絶対に失ってはならないものだった。




　その《夢》こそが、敗斗にとって唯ゆい一いつ無二の『幸福』だったのだろう。

　ならば、《魔石通貨》の《悪魔》に頼たよらず、どうにかして自分の力だけで追い求めるべきだった。それなのに敗斗は、《魔石通貨》に──カネの力に、頼ってしまった。……頼らざるを、得なかった。

　なぜなら、負けていたから。

　敗れていたから。

　無限の敗北が積み重なり、正常な判断さえ、許してもらえなかったから。

　あらゆる勝負に敗れ続け、失井敗斗はここまで来た。その過程で《夢》を失い、『目的』を失い、『幸福』を失った。誰よりも損失を計上し、誰よりも失敗を積み重ねて、ここまでやって来た。そうしてこれからも、決して勝利のない戦いに敗れ続けるはずだった。

　しかし敗斗は、ついに新しい『目的』を得た。




『メリアを救うには、どうすればいいか』




　今、失井敗斗の全思考は、その一言に集約されている。

　それは、非常に難しい問いかけだった。

　まず、救世の魔の手からメリアを守ることが絶対条件である。となれば、救世との取引で勝たなければならない。それだけでも途と方ほうもない話であるが、事はそう単純な問題ではなかった。

　たとえ救世を倒たおし、勝利したとしても、メリアを狙ねらう資産家はまた、必ず現れる。

　なぜなら、メリアが『究極の資産』である以上、全資産家から必要とされ、需じゆ要ようがあるからだ。ゆえに、救世を倒すと同時、今後のメリアの安全が保障されるようなシステムが必要となる。それだけでも夢物語のように感じるが、そもそもの話、敗斗は今現在《魔石通貨》を一リルすら持っていなかった。

　つまりは、無一文。

　資産家ですらない。

　このままでは救世に勝利どうこうの前に、資産家と《取引トレード》することすらできない。

　新たな《資産》を所有することもできないし、《査定係》のいるＢＡＲに出入りすることもできない。それどころか、次の税金や保険料の支払日までにカネを用意できなければ、《魔石通貨》の悪魔に命を取り立てられる危険すらあった。

　問題は山積み。

　しかも、一つ一つの問題が大きく、解決できそうにないものばかりだった。







　家路につく頃ころには、時刻はすっかり正午を回っていた。

　これだけ色々なことがあったのに、まだ昼間であることに敗斗は驚おどろく。

　本来なら、人間や動物が最も活動的になる時間帯であるが、敗斗はすでに疲ひ労ろう困こん憊ぱいで、叶かなうならすぐにでも眠ねむってしまいたい気分だった。

　とはいえ、睡すい眠みんと同じく食事も大切だ。このまま家に帰っても食べるものが何もないことに気づいた敗斗は、丁度学ランを着ていたことを思い出し、久しぶりに高校の学食を利用することを思いついた。

　ずいぶん久しぶりに校門をくぐると……そこはまるで、異世界のようだった。

　昼休みの校内はとても賑にぎやかで、どいつもこいつも馬ば鹿かみたいに楽しそうな顔をして笑っている。

　カネは敗斗の一〇〇分の一も持っていないくせに、敗斗が失ってしまった《夢》と『幸福』を誰もが持っている。

　どちらが勝者でどちらが敗者かは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　中庭で弁当を広げている女子集団の前を抜ぬけ、購こう買ばいで焼きそばパンを奪い合う男子生徒の群れをかき分けて、なんとか学食まで辿たどり着いた。

　敗者らしく素すうどんでも啜すすろうかと券売機の前でポケットを漁あさると……自分が財さい布ふを持っていないことに気づいた。

　記き憶おくを辿ると、三億リルを手に入れた直後、「もう日本円なんて必要ねーぜ！」と高笑いしながら押し入れにぶん投げたことを思い出す。

　券売機の前で崩くずれ落ち、敗斗は両手で顔を覆おおった。

「だからお前は敗者なんだよ……」

　約一二時間前の自分をぶん殴なぐってやりたい。

　たとえ二一〇円のショボい素うどんでも、食えないとわかると途と端たんに腹が減ってきた。

「あら珍めずらしい。なにしてんの、あんた？」

　聞き知った声に振り返ると、神様・大家様・カナミ様がいらっしゃった。

　手持ちのトレーには七〇〇円もする日ひ替がわりＡ定食のほか、いくつも小こ鉢ばちが載のせられている。さすが表社会の首領ドン・不動産オーナーである。

「財布を忘れて死にかけているので、お金を貸してもらえませんでしょうか、カナミ様」

「なにその直角九〇度のお辞じ儀ぎ!?　キモっ！　あまりにキモすぎて、五〇〇円くらいさっさと渡わたしたくなっちゃうわねっ！」

　キレのある口調は相変わらずだが、なんだかんだで面めん倒どう見みのいいカナミである。

　結局、前述の通り五〇〇円玉を渡され、敗斗は素うどんをきつねうどんにグレードアップした挙げ句、おにぎりまで二つ付けることができた。

　二人で会計を済ませた後、流れで向かい合わせの席に座る。

　性格がキツいとはいえ、カナミはなかなかに美人なので、周囲の男子が恨うらみがましい視線を敗斗に送っていた。

「ああ。ちなみにさっきの五〇〇円、利子は三さん羽ば烏がらすよ」

「ヤクザの金利じゃねぇかっ！」

　三さん羽ば烏がらすとは、その名の通り、夜が明けて烏が鳴けば三割の利子がつく。

　巷ちまたで有名なトイチ──一〇日で一割の利息以上の暴利である。

「今日中に返せってことよ。それなら利子もつかないでしょ」

「……おう、そうだな」

「…………？　なによ、あんた。珍しく辛しん気きくさいわねー」

　敗斗が黙だまってうどんを啜ろうとすると、遠えん慮りよなくカナミが突つっかかってきた。

　テーブルの下では敗斗の脛すねめがけて上うわ履ばきの踵かかとが飛んでくる。

　いつもなら即そく座ざに反はん撃げきか逃とう走そうに出る敗斗だが、メリアの対策で頭はいっぱいだ。脛はカナミ様に献けん上じようして、僅わずかな時間でも策を練ろうと思案する。

「……むー」

　だが、そんな態度はカナミ様のお好みではなかったらしい。

　敗斗がぼんやりとうどんを咀そ嚼しやくし、次の一口を啜ろうと箸はしを伸のばすと、きつねうどんを象しよう徴ちようする油あぶら揚あげが二枚ともなくなっていた。もしやと思い対面を見やると、今まさに、カナミが敗斗の油揚げを二枚とも口に放ほうり込んでいるところだった。

「……悪魔か、お前は」

「ちゃんと聞いたわよ？　『その揚あげもらっていいのー？』って。そしたらあんた、「……うん」って言ったじゃない」

「お前なぁー……」

　文句を言おうとしたが、食べられてしまったものは仕方ない。

　元より、カナミから借りたお金のお陰かげで昼食にありつけたのだ。油揚げくらいで文句を言えない立場でもある。

「はぁー…………」

「……うっ。揚げ、そんなに好きだったの？　喧けん嘩かふっかけてくるならともかく、そんな風に落ち込まれると、あたしとしても罪悪感ハンパないんだけど……」

　カナミは慌あわてたように髪かみをいじり、しどろもどろになる。

　敗斗が「別にいいよ……」と適当にあしらった辺りで、「あー。うー。あっ、そうだ」と唐とう突とつにスカートのポケットをごそごそし始めた。

　そして……それを取り出し、敗斗の目の前に置いた。

「これ、拾っておいてあげたわよ。気分が落ち込んでるなら、ゲーセンでも行けば？」

　それは確かに、ゲームセンターのメダルのようであった。

　真っ黒なコインに白のインクで表には奇き妙みような紋もん、裏には神と悪魔が描えがかれている。

　失井敗斗は、目を見張った。

「おまっ……！　これっ……!!　どこで!?」

　間ま違ちがいない。

　その黒い硬こう貨かは、一リル貨か幣へいだった。

「昨日の深夜、あんたがあたしに渡してきたじゃないの。酔よっぱらいながら「ごひゃくえん～」とか言って。お金の代わりにメダル渡してきたから、ついキレて捨てちゃったけど……これも元はお金なのよね。だから一応、拾っておいた」

「────っ！」

　勝利の宴うたげのどんちゃん騒さわぎ。

　あの時、メリアに報ほう酬しゆうをねだられ、敗斗は五〇〇円玉を渡した。『円』ではなく『リル』をくれと訴うつたえるメリアに、一リル貨幣が五〇〇円玉と同じ大きさなのだと重ねてみせて、その直後にカナミが来て、誤ご摩ま化かすために五〇〇円を──

　そう。あの時、敗斗はカナミに五〇〇円玉を渡したつもりでいた。

　しかし、実際は違っていて、一リル貨幣を渡していたのだ。

　敗斗はカナミに一リルを差し出し、カナミも一度はそれを受け取った。よって、この一リル貨幣は現在、カナミの所有物に──カナミの《資産》になっているのだ。ゆえに、救世の契けい約やく書の譲じよう渡とからも逃のがれ、今もなお、カナミの手中にある。

「こ、これを……もらっていいのか……？」

「？　当然でしょ。元はあんたのもんだし」

　震ふるえる手で一リル貨幣を摑つかむ。

　たった、一リル。

　だが、一リルあればゲームは続けられる。

　最初にして最大の関門を、とんでもない偶ぐう然ぜんで突とつ破ぱできた。

「サンキュー、カナミーーー!!　愛してるぜーーーーーーーーー！！！」

「ぎゃぁああああーーー!!　なに抱だきついてんのよ、このヘンタイーーーっ！！！」

　公衆の面前かつ食堂という状じよう況きようも忘れて歓かん喜きの抱ほう擁ようをかました敗斗に、カナミの痛つう烈れつな回し蹴げりが炸さく裂れつする。

　周囲で一部の男子が「見えたっ！」と叫さけぶと、「おんどりゃぁーーーっ！　スカートの中見た奴やつ！　金払はらえーーーっ!!」とカナミがさらなる乱らん闘とうを繰くり広げていった。




　　　　◇




　人が一人でできることなんて、限られている。

　だけど、みんなで協力すれば──否いな、多くの人間がそれぞれに自分の利益を本気で追求すれば、結果としてそれが大きな力となり、世界さえ変えてしまえるかもしれない。

「──というわけで、その準備と仕事を任せたい。できそうか？」

『いいけどよー……。そんなん、ほんとに上手うまくいくんかなー……？』

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。報酬は現金で五〇〇〇万リル。ついでに、世界を変えるという究極の厨ちゆう二にシチュを見せてやるよ」

『くっはー！　そんなん、ガチで燃えるに決まってんじゃねーかよ！　よーし、わかった！　その依い頼らい、任せとけ！』

　電話の向こうでテンションがマックスに達したノリオに礼を言い、敗斗は通話を切った。

　手痛い敗北。そして、破産一歩手前からの奇き跡せきの復活。

　驚きよう天てん動どう地ちの一日を終え、一夜明けた翌日。敗斗は、徹てつ夜やで考えたプランを実行に移すため、必死に走り回っていた。

　資産の受け渡し。破格の金利。そして、関かかわった全すべての人間が利益を得るビジネスモデル。──パズルのピースは、全て揃そろった。あとは、時間との勝負だ。

　今の敗斗には『目的』も『夢』もある。ならば、それを達成するために突つっ走ぱしるだけだ。

　時刻は一七時一八分。

　西の空に夕日が傾かたむき、世界を青とオレンジのグラデーションに染め上げていた。

　メリアと追いかけた朝と夜の境界線を思い出しながら、敗斗は街を駆かけ抜ける。……思えば、メリアと過ごしたのはたった数日だったが、ずいぶんと濃こい時間を過ごしたように感じた。

　そうして敗斗は、一日ぶりにその鉄製扉とびらの前に立った。

　一リル貨幣を持っている以上、敗斗にはその店に出入りする権利がある。営業時間前だが、そんな些さ細さいなことは問題にならない。敗斗は当たり前のように《ＢＡＲ　ＧＯＬＤ》の扉を押し開けた。

　すぐに店の奥から「ごめんねぇ。まだ準備中なんだよぉ」と魔ま女じよ男の声が聞こえたが、訪ねてきたのが敗斗だとわかると、ニヤニヤと気持ち悪い笑えみを浮うかべながら中に招き入れてくれた。

「もうその負け犬面づらは拝めないと思っていたんだけどねぇ。元気そうでなによりだよ」

「うるせぇ。ほっとけ、魔女犬」

　敗斗は店内に入るや否や、カウンターを通り過ぎ、ずんずん奥へと進んでいく。

　掃そう除じ中のためか、最さい奥おうにあるＶＩＰルームすらドアが開いたままだった。敗斗は迷わずその部屋に入っていく。ガラステーブルを強ごう引いんにどかして、部屋の一番上座──豪ごう奢しやな赤いソファのど真ん中に腰こしを落ち着けると、魔女男を呼びつけて堂々と言い放った。

「喜べ、魔女犬。取引をしてやる」

　敗斗の傲ごう慢まん不ふ遜そんな態度を受けても、魔女男は「イッヒッヒ」と余よ裕ゆうのある笑みを浮かべるだけだ。一応は客として扱あつかっているのか、カウンターから水の入ったグラスを持ってきて、敗斗の前に差し出した。……腐くさっても、バーテンダーの自覚はあるらしい。あるいは日ひ頃ごろ、もっと厄やつ介かいな資産家の相手をしているのかもしれない。

「取引といっても、僕は資産家じゃないしねぇ。仮にそうだったとしても、弱い者いじめは感心しないなぁ」

「お前の借金を肩かた代がわりしてやる」

「…………」

　端たん的てきに核かく心しんを突くと、魔女男が奇妙な笑みを浮かべたまま押し黙った。

　それほど、敗斗の発言は《査定係》にとって大きなものだったのだ。

「《査定係》をはじめ、《政府》の奴ど隷れいとして働かされてる奴らが、元・資産家かつ、現・破産者だってことは知ってる。《魔石通貨》の債さい務むは事実上、資産家でなければ返済できない。破産した人間は額に応じて、永久に過か酷こくな労働を強しいられるか、その場で命まで徴ちよう収しゆうされるかのどっちかだ」

「……よく、知ってるねぇ」

「そして、お前は働かされてる。ならば、その破産金額も微び々びたるもんだろ？　それを俺が払う。代わりに、俺の命令を二つ聞け」

　敗斗が上から目線の物言いをしても、魔女男は言い返さない。……言い返せない。

　なぜならそれは、破産者にとっては夢のような話。

　劣れつ悪あくな労働環かん境きようから逃にげ出せる、唯ゆい一いつの希望。

「……ありがたい話だけど、それは無理だねぇ。僕の負ふ債さいは約五億リル。いくら失敗くんでも──」

「払おう。その五億」

　敗斗が即そく答とうすると、魔女男が苦く笑しようした。

　どこにそんなカネがあるのかと。

　つい先日まで破産スレスレだった敗斗に、そんなカネがあるはずないと。

　魔女男はあくまでも常識的な判断でそう思った。

　だが、関係ない。

　敗斗はいつだって、非現実的な目標を非常識なプランで達成してきたのだから。

「ただし、払うのは二日後だ。二日後、現金一いつ括かつ払いでお前に五億を渡わたす。そのための条件は二つ。一つは、白星勝子に連れん絡らくをつけ、俺を引き合わせること。もう一つは──《魔紙》を、可能な限り集めること」

「《魔紙》を……？」

「ああ。《資産家》なら誰だれでも、《査定係》を通して無料タダで手に入れることができる物資だ。主な用よう途とは契約書。この店にもあるだろう？」

　敗斗はそう言って、ＶＩＰ席のテーブルに紙ナプキンのような気軽さで置いてあるＡ４サイズの《魔紙》を一枚とった。

　そしてそこに、即そく席せきの契約書を記述していく。

　敗斗が二日後、魔女男に現金五億リルを一括で支払う事。その条件として、魔女男は敗斗を勝子に引き合わせ、《魔紙》を可能な限り──最低でも一万枚以上──集めて、敗斗に手渡す事。それだけのシンプルな文言と共に敗斗のサインと親指で捺なつ印いんがしてあった。

「さあ、これであとはお前がサインすれば契約は完かん了りようだ。どうする？」

「……初めて会った時から、失敗くんはこんなだったよねぇ。絶対に無理だと他の人が諦あきらめるような資産家に手を出して、勝利して、資産を膨ふくらませて……。そうして、ここまでやって来たんだ」

　魔女男が契約書に自分の名前を書く。

　魔女男本人すら忘れかけていた名前だ。今はもう、大半の人間から《査定係》としか呼ばれなくなってしまった。久しぶりに書いたその名前と、親指でつく捺印が、随ずい分ぶん昔の《資産家》としての自分を思い起こさせた。

「乗るよ、その取引。もし失敗くんが失敗しても、僕が失うものは何もなさそうだ」

「そうこなくっちゃな！」

　敗斗が悪魔のようにニヤリと笑う。

　魔女男も真似まねをして悪魔のように口元を歪ゆがめると、店の奥に引っ込んで電話を操作し始めた。おそらく、白星勝子に連絡をとっているのだろう。

　今回の計画の要かなめ。最重要ポイント。

　だが、敗斗には確信があった。彼女なら確実にこの計画に乗ってくるだろうと。

　だから、数分の後に彼女が店内に入ってきた時も、堂々とソファの真ん中でふんぞり返って出で迎むかえた。

「たった一日で随分景気良さそうな面つらしてんじゃねーか。それでこそ、あたしが認めた資産家だ」

「そっちこそ、随分早いな。《タクシー》でも使ったのか？」

「いーや。物理的に走ってきた」

「………………」

　冗じよう談だんだと思いたいが、相手は日本一の資産家だ。

　そのほとんどを現金ではなく《資産》として自己投資している彼女のことだから、本当に走ってきたのだろう。体が資産でできているというのは、ハッタリでもなんでもないらしい。恐おそろしい身体能力だ。

「──あんたと、取引がしたい」

「ほう。その顔は……何か思いついたな？」

　勝子が期待に満ちた目を敗斗に送る。

　勝者から敗者への期待。自分にはできないことを可能にする、対極への期待。

「まずは、メリットから話そう。俺に協力してもらう報ほう酬しゆう──それは、あんたが《魔石通貨》の悪魔に奪うばわれた《夢》だ」

「……冗談……じゃ、なさそうだな」

　日本一の資産家・白星勝子でさえ、一いつ瞬しゆん、固まった。

　それほどまでに、敗斗が提示している報酬はとんでもないものだ。

「噓うそじゃない。俺には、あんたの《夢》を買い付けるプランがある。そのための条件は二つ。一つは、俺が提案するプランに従って、今日から二日間、働いてもらうこと。もう一つは、このプランを他人に漏もらさず、また、乗っ取らないこと。……もっとも、プランの全容を知れば、乗っ取ろうなんて気は起こらないはずだ。それはあんたにとって、デメリットしかないからな」

「かはは。随分と簡単に言ってくれる。あたしを奴隷にしようとは、イイ度胸だ。だが、それならその核心──あたしの《夢》を買い戻もどす策を聞かないことには、承しよう諾だくできねーな」

　まるで猛もう獣じゆうのように犬歯を剝むき出しにして笑う勝子。

　しかし、笑みに反して、その目は笑っていない。たとえ冗談でも『夢を買い戻す』なんてことを軽々しく言った奴やつはぶっ殺す、と瞳ひとみが爛らん々らんと輝かがやいている。

「ああ。それは簡単だ」

　そんな猛獣を前にしても、敗斗は冷静だ。

　冷静に、ただ淡たん々たんと、そのプランを説明した。




「あんたの価値の六六六億倍──その金額を、俺が用意すればいい」




　勝子が啞あ然ぜんとする。

　二人に水を提供しようとしていた魔女男も、トレーに載のせたグラスを二つとも床ゆかに落としてしまった。

「……いくらなんでも、冗談が過ぎるんじゃないかなぁ、失敗くん。日本一の資産家である勝子ちゃんの生しよう涯がい収入を稼かせぐだけでも大変なのに、それに色んな価値を加えて六六六億倍したものを失敗くんだけで稼ぐなんて──」

「もちろん、俺一人じゃ無理だ。だが、そこの勝者を始めとした何人かの人間が手を組めば、そんな夢物語も現実になる」

　あんぐり、と口を開けていた勝子が「……っく。あはははは！」と一転して大笑いし始めた。腹を抱かかえ、目に涙なみだを浮かべ、テーブルを叩たたき、それでも収まらずにソファの上を転がり回る。

　最終的に五分近くも笑い続けたが、それが収まると、もう表情は真しん剣けんだった。

「あたしは博打ばくちを二枚張っていた。一つは、お前が《メリア》を所有する人間に足るか、否いなか。そしてもう一つは、お前にあの娘こを救えるだけの力があるか、否か。そのどちらの勝負にも、あたしは勝った。あたしはずっと、期待していたんだ。お前の、その『絵を描かく力』に」

「絵を描く……？」

「プランを練る力。作戦を考える力。計画を立てる力。目標を達成する力。不可能を可能にする力。起業家の、新しいものを作る──そんな力だ」

　あらかじめ用意しておいた敗斗の契けい約やく書を受け取り、勝子がサインと捺印をする。

　契約は、成立した。

　勝子は敗斗のプランを他言せず、乗っ取りもしないで、二日間、そのプランに従って労働力を提供する。対価として、敗斗は二日後……勝子の価値、その六六六億倍の金額を一括払いする。

「安心しな。契約は必ず履り行こうする。お前ら全員に《夢》を見せてやるよ」

　日本一の資産家・白星勝子さえも手て駒ごまに変え、敗斗が悪魔のように微笑ほほえむ。

　その笑みはまさに、《魔石通貨》の《悪魔》にも匹ひつ敵てきするほどに凶きよう悪あくなものだった。








第五章　魔ま王おうは冷たく笑う









　敗はい斗とが動き出してからの二日間は光のような速さで過ぎていった。

　その間、それぞれの人間がそれぞれの場所で、まったく別な……個々に見れば大したことのない作業を続けていた。

　遊あそ部べはポテチを食べながらゴロゴロし、ネットで美少女の画像を蒐しゆう集しゆうしていたが……その間もちゃんとメリアを匿かくまい続けていた。

　ノリオは敗斗の要望通り、小物を転送できる安い《資産》を大量に買い集め、それを敗斗から手て渡わたされた《魔紙》と一いつ緒しよに全国の《個人商店》へ横流しして、ネットワークを確立させていった。

　魔女男はかなり無理をして日本に流通する《魔紙》の大部分を集め、それを丸ごと敗斗へ流していた。

　そして、勝しよう子こは──おそらくは彼女が一番大変だったのだが──その《魔紙》に決まった文言を印字し、ついでに《ＢＡＲ　ＧＯＬＤ》の最さい奥おうに置かれた大きな『箱』を警護していた。

　失井うしない敗斗は何もしない。

　ただ、一つだけ必要な《資産》を買い付けた。

　それだけで、十分だった。




　　　　◇




　待ち合わせ場所は日本の首都、最も人口密度の高い交差点のど真ん中だった。

　そんな場所で待ち合わせて落ち合えるのかと敗斗は不安だったのだが、そんな交差点のど真ん中で立ち止まっている歩行者などいるはずがない。

　信号が青に変わり、交差点のど真ん中で立ち止まること十数秒で、その声が聞こえた。

「──ますたぁーーー!!」

　ひどく幼い顔立ち。すらっとした手足。左右で二つ結びにした髪かみ。泣きそうな……舌っ足らずな口調。

　離はなれていたのはたった三日間のはずなのに、随分と懐なつかしい感じがした。

　両手を精せい一いつ杯ぱい広げて走ってくる。何を求めているのかは明白だ。そして、いくら敗斗でも、ここでそれを拒きよ絶ぜつするほど鬼き畜ちくではない。

「────メリア」

　ただそれだけ言って、敗斗は力ちから一いつ杯ぱいメリアを抱だきしめた。

　砂糖菓が子しのように甘ったるい匂におい。柔やわらかな感かん触しよく。心地ここちよい温ぬくもり。

　メリアがここにいる、という実感に敗斗も泣きそうになった。

「あーあーあー。羨うらやましいっスねー。結局、百合ゆりちーは、おねーさまのおみ足をペロペロすらしてないですのにぃー」

　恨うらみがましい声と視線に目をやると、そこには百合趣しゆ味みの小学生がいた。声と口調はいつも通りだが、その表情に覇は気きはない。目の下にはクマもあった。

「悪かった、遊部。助かった」

「そう思うなら、今度おねーさまのおみ足ペロペロとキワドい着エロ写真を撮とる権利をくださいっスー」

「わかった。……つーか、よく我が慢まんできたな。むしろ、メリアの特性を考えるに、自分から足を差し出さなかったか？」

　なにも理解していない敗斗に遊部がため息をついた。

「百合ちーのそばに置いておいたら、そりゃおねーさまから誘さそってくれたでしょう。だからこそ、部屋を別室にして三日間ほとんど顔すら合わせなかったんじゃないっスか」

「…………？」

「ほんとアホですね、この失敗さんは。百合ちーがオーナーになった以上、メリアお姉さまを百合ちーのそばに置いておいたら、百合ちーの都合のいいようにメリアお姉さまの性格が変わっちゃうじゃないっスか」

「…………あ」

　遅おそまきながら、ようやくその事実に気づいた。

　つまり、メリアの《資産》としての特性を考えれば、誰だれか別の資産家に渡わたった時点で、メリアはメリアでなくなってしまうのだ。そう考えれば、今、敗斗が敗斗と過ごしていた頃ころのメリアと再会できたのは、奇き跡せきに近い。

「ありがとう、遊部。ほんとお前には感謝してもしきれねぇよ。ほんと……よく、我慢してくれた」

「本当にアホですね、敗斗さんは」

　遊部が八や重え歯ばを光らせる。

　欲望と信念が同居する、遊部だけの笑顔。

「私が好きになったのは、敗斗さんと一緒にいるメリアお姉さまなんです。私の都合に合わせて動くお姉さまなんて、魅み力りよく半減じゃないっスか」

　その物言いに、敗斗も笑う。

「それでこそ遊部だよ」と、賛辞を贈おくった。

「さてっと……。私にできるのはここまでです、敗斗さん」

　遊部が二人から一歩距きよ離りをとる。

　そこで気づいた。交差点から一いつ切さいの人がいなくなっている。

　否いな、交差点だけではない。道路の車も、通行人も、視界に入るコンビニの店員も……いるべき人間が一人もいなくなっていた。……ありえない。日本一人口密度の高いこの場所で、視界に一切人ひと影かげが入らないなど。

　信号機に目をやると、交差点にある四カ所の信号が全すべて『赤』を表示していた。

『危険』を示す、赤。

　あらゆる飲食店から食べ物の香かおりが消え、街の喧けん騒そうも店のＢＧＭも届かない静せい寂じやく。

　光を灯ともし続けている看板やネオンが、むしろ場ば違ちがいに感じてしまう異空間。

「《情報屋》として色々と情報を仕入れましたが、ずいぶんと面おも白しろい計画を練っているようですね。だからこそ、こう言っておきます。──『さようなら』」

　それは、どういう意味の挨あい拶さつだったのだろう。

　単純に、敗斗の計画では救ぐ世ぜを倒たおせないという意味での別れの挨拶だったのか。

　それとも──計画の全容を知っていて、その上での別れの挨拶だったのか。

　敗斗には、わからない。ただ一つ言えるのは、この場面において、遊部の物言いはとても適切だったということだ。

　だから、こう返した。

「ああ。じゃーな、遊部。楽しかったぜ」

　最後だけは小学生の容姿に合わせて可愛かわいらしく手を振ふると、遊部はその小さな足取りで真っすぐ帰き途とについた。

　交差点の真ん中。

　静かすぎる異空間。

　孤こ独どくと静寂の中に独り。

「……わたしもいますよ、ますたー」

　敗斗の心中を察したのか、メリアが不満げな表情で服の裾すそを引っ張る。

　たったそれだけのことで、敗斗の冷たい孤独感が癒いやされていった。

「お前は人間じゃなくて《資産》だろ」

「ひどくないですか!?」

「あーあ。なんで俺、こんなめんどくせぇ女のために頑がん張ばってるんだろうなぁ……」

「で、でもほら、『女の子のために命いのち懸がけで戦う』って男の子の夢なんじゃ──」

「んなもんに憧あこがれんのは、厨ちゆう二に病のノリオだけだ！」

「で、でもでも！　可愛い女の子を守れるなんて、幸せじゃないですかー？」

「サラリと『わたし可愛い』アピールするのをやめろ。お前なんてせいぜいが、『中の上』くらいだろ」

「むぅー。じゃあ、ますたーはどんな子が好みなんですか？」

「……。……。……遊部かな」

「ロリコンじゃないですかぁーっ！」

「もうーっ！」とポカスカ殴なぐってくるメリアの容姿がロリにならない辺り、ちゃんと敗斗の冗じよう談だんとして伝わっているらしい。もしくは、今のメリアの外見設定が一四歳だったはずなので、メリアの中で射程圏けん内ないとして処理されている可能性もあるが。




「お別れの挨拶は、それくらいでいいかな？」




　二人がじゃれ合っていると、それを引き裂さくような冷たい声がした。

　振り向くまでもない。忘れもしない、冷れい酷こくな声。日本で二番目の資産家・救世真しん二じが、そこに立っていた。

　いや、救世だけではない。

　Ｔシャツに短パンを穿はいたボクサー風の男。

　丸メガネをかけ、タイトスカートを着こなした会計風の女。

　ギラギラとした柄がら物もののシャツを着て、タバコを吹ふかしているヤクザ風の大男。

　病的に頰ほおが瘦こけ、青い顔をして白衣を纏まとう研究員風の男。

　合計で五人もの人間が信号機の向こう──大通りのど真ん中に立っている。

「おい。来たぞ、メリア。ラスボスだ」

「ま、ますたー……」

　メリアが怯おびえたようにぎゅっと敗斗の服の裾を摑つかんできた。

「どうした、メリア。漏もらしたのか？」

「も、もうーっ！　この状じよう況きようで冗談言うのはやめてくださいーっ！」

「そうか……。もう手て遅おくれだったか……」

「て、手遅れってなんですかっ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ、メリア。……きっと、そのパンツは遊部に高く売れる」

「だからわたしは漏らしてないですーっ!!」

　メリアが赤面し、下半身を隠かくしながら怒いかりを露あらわにすると、通りの向こうで救世が「あっはっは」と笑った。敗斗が「ウケてるぞ、よかったな」とメリアに言うと、メリアはさらに顔を赤くして敗斗をポカスカ殴った。

「見たかい、みんな？　彼が人類の敵だ！」

　救世が高らかに宣言すると、後ろに控ひかえていた四人が目に見えて殺気立った。

「僕たち資産家の最後の希望！　最後の可能性！　唯ゆい一いつ、救いをもたらしてくれる究極の資産《メリア》をオモチャ同然に扱あつかうあの悪行!!　断じて許せたものじゃない!!」

　救世が腰こしに下げていた鞘さやから剣けんを抜ぬき放つ。

　それはまるで、ＲＰＧの『勇者』が持つような剣だ。鋭するどく輝かがやく刀身に、眩まばゆいまでの金の装そう飾しよく。そんな華か美びな剣を地面に突つき立てると、救世はラスボスに戦いを挑いどむ勇者のような勇ゆう猛もうさで叫さけんだ。

「──今！　この空間は《聖剣カリバーン》によって《聖域》となった！　これより、半径一〇キロメートルの世界は外界から遮しや断だんされ、如何いかなる物質・人物も干かん渉しようできない！　さらに、《聖域》内の構造物は解放時に自動修復される！　皆みな、思う存分我らの敵──『魔ま王おう』を討うち取ってくれ!!」

　救世の宣言を待っていたかのように、四人がそれぞれ懐ふところや鞄かばんから武器を──《資産》を、取り出す。一見すればそれは、グローブ、電でん卓たく、短刀、フラスコ──に見えるが、その効果が単純なそれであるはずがない。おそらくは、どれもが超ちよう高額資産。一いち撃げきで敗斗の命と資産を吹き飛ばす威い力りよくを持っているのだろう。

　そして──救世は一度力強く片目を閉じた後、見開いた左目を光らせた。

《理論幸福値カリキユレーター》。きっと今、彼には全すべての『値ね』が見えている。何にいくら払はらえば一番効率がいいかわかっている。そして、それを支し払はらうだけの《資産》を──『現金』を、彼は大量に持っている。しかし、そんな救世でも、自分が本当は何が欲しかったのかは、わからない。

　……悪くない、と敗斗は思う。

　圧あつ倒とう的に不利な状況。多勢に無勢。逃にげ道を断たたれた上での弱い者イジメ。人類の敵とまで言われ、世界中から非難されて、それでもなお、敗斗はこの状況を楽しんでいた。

　きっと救世は、自分の正義を一ミリたりとも疑っていない。

　だから仲間を大量に集め、真正面から敗斗に戦いを挑んできた。

　気分はきっと、魔王に挑む勇者なのだろう。

　だからきっと、彼は間違っていない。

　間違っているのは、敗斗の方だ。

　世界中の資産家が夢見る最後の希望。最後の可能性。

『究極の資産』として生まれた少女を、ただの少女として扱いたいなど、間違っている。

　だから、俺が全て悪いのだと、敗斗は自分に言い聞かせた。

　これは、敗斗個人のワガママ。ゆえに、悪者と言われても仕方がない。

　だから、こう言おう。

　世界中の非難と侮ぶ蔑べつと憎ぞう悪おを一身に背負って──




「────俺が《魔王》だ」




　敗斗目がけて走ってくる三人。距離をとったままの二人。それぞれが手にする《資産》を一いち瞥べつし、敗斗がボソリと何かを呟つぶやいた。

　瞬しゆん間かん、五人が手にしていた《資産》が消える。

『────ッ！！！？』

　声に出す者、出さない者。表情もそれぞれ違うが、驚おどろいているのは皆同じだ。

　次のアクションは、距離をとっている二人が早かった。研究員と会計の女だ。二人が新たな《資産》を取り出すや否いなや、敗斗が再び何かを呟く。

「──────」

　瞬間。二人が手にした新たな《資産》も消えてしまう。

　事ここに至って、ようやく一人の『勇者』が声を上げた。

「救世！　なにかおかしい！　あいつはほんとに破産寸前なのか!?」

「そ、そのはずだけど──」

「だったら、なんで私たちの《資産》が消えたの!?　《聖域》の効果が暴走しているんじゃない!?」

「そうだぁッ！　一いつ旦たん《聖域》を解除しろォッ、救世ェ!!」

　ヤクザ風の声が怖こわかったのか、敗斗の隣となりでメリアが肩かたを撥はねさせた。

「……大丈夫だ」と優やさしくメリアの髪かみを撫なでた後、敗斗は次に《聖剣》へと目をやる。

「わ、わかった！　じゃあ一旦、《聖域》を解除して──」

　救世が言い終わる前に《聖剣》が消え、《聖域》も消しよう滅めつした。

　驚きよう愕がくしたのは救世だけだ。解除ではなく、《聖剣》が消失した事実に気づかず、四人の勇者は次の算段を始める。

「ひとまず距離をとりましょう！　それが安全だわ！」

「バカヤロォ！　敵に背を向けて逃げられるかッ!!」

「しかし、ぼくの《資産》と『研究』を使えば、遠距離攻こう撃げきも可能に──」

「いずれにせよ、ヒットアンドアウェーが基本だろ！」

　ごちゃごちゃと五月蠅うるさい四人とショックから徐じよ々じよに立ち直りつつある救世へ冷ややかな眼まな差ざしを送りながら、敗斗がヤクザも震ふるえるような低い声を絞しぼり出した。




「…………どこへ行く気だ？」




　瞬間、手元に現れた《聖剣》を敗斗が地面に突き立てる。

　再び展開される《聖域》に、五人の勇者が固まった。

「……知らなかったのか？　《魔王》からは、逃げられない」

　怖がらせたくなくて、敗斗はメリアから顔を背そむけたまま、一歩前に出た。

　その表情かおと咆哮こえを真正面から浴びた五人の勇者は、恐きよう怖ふするしかない。

　敗斗の容姿は決して奇き抜ばつなものではない。

　背せ丈たけだって男子高校生の平均くらいだろう。だが……その暗い瞳ひとみと《魔王》の名に相応ふさわしい怒ど気きと憎悪、何より『殺意』を向けられた人間は……如何に勇者と言えど、怯えるしかなかった。

「え……なんで……。それ、救世さんの……」

　理解が及およんでいないらしい会計の女が震えながら呟くと、いち早く状況を理解したらしい救世がすぐに答えを返した。

「…………『買収』だ」

「え……」

「《資産》を買収……奪うばわれた」

『っ！！？』

　四人の資産家が皆、口を開けたまま啞あ然ぜんとする。

「そ、そんなことが可能なんですか、救世さん!?」

「……可能だ。ただし、強制買付──『買収』には、その《資産家》がその《資産》を買い付けた金額の一〇倍以上が必要となる。だから、とてもじゃないけど効率的とは言えない……。けれど、問題は……」

　ボクサーの問いかけに救世が答え終わらないうちに、ヤクザ風の男が飛び出した。

「どちらにせよ、ここで殺せばいいんだろォがァッ！！！」

　懐からドスのようなものを取り出して敗斗に斬きり掛かかってくる。

　救世が後方で「やめろっ！」と叫んだが、ヤクザは聞く耳を持たない。無策に突つっ込こんでくる獣けものに哀あわれみの視線を送りながら、敗斗はボソリと呟いた。

「────買おう」

　瞬間、ヤクザのドスが消えたばかりか、駆かけてきた勢いそのままに地面に倒たおれ、転がってしまう。

「がああああっ！！？」

　顔面をコンクリートですり潰つぶしながら、ヤクザは敗斗の足あし下もとまで転がった。

　地面に倒れ伏ふしたゴミの脚あしを、敗斗は《魔王》らしく、無慈じ悲ひなまでに踏ふみ抜いた。

「ぐがあああああああああっ！！！！？？」

「……ふむ。やはり、筋肉がないと人間と言えど脆もろいな。関節を狙ねらったとはいえ、こんなにも簡単に砕くだけてしまうとは」

　悪魔のように裂さける真紅の唇くちびるに、怜れい悧りな笑えみが浮うかぶ。

　四人の勇者は比ひ喩ゆではなく、震え上がった。

「ぐ、救世くん……」

　研究員が不安そうに救世を呼ぶ。

　救世は脂あぶら汗あせを浮かべながら、自分の左目に映った情報を語った。

「僕には見えていた……奴やつが買ったもの……。ヤマザキの持っていた《資産》が三〇〇〇万リル……。そればかりか、ヤマザキの両りよう脚あしの筋肉を三億七〇〇〇万リルで買い付けた……！」

「ヒッ────」

　動いたのは、ボクサーだった。《魔王》である敗斗に攻撃するのではなく、一目散に後方へ……魔王から逃げ出すように駆け出した。

　先ほどの救世への質問といい、救世の次に頭が回るタイプなのかもしれない。たった一瞬で四億もの《魔石通貨》を使い、敵の資産を買収する《魔王》。勝てるはずがない。ならば、逃とう亡ぼうするのが一番の良策。《聖域》によって完全逃亡が不可能だとしても、ここは一度、可能な限り距きよ離りをとるのが定石──。

　だが、逃げられない。

《魔王》からは、絶対に逃げられないのだ。

「ぐあっ!?」

　後方へ走り出してから数秒もしないうちに見えない壁かべに衝しよう突とつし、ボクサーは真後ろにひっくり返った。反転した視界の向こうでは《魔王》が薄うすら寒い笑みを浮かべている。

「半径一〇キロメートルでは広過ぎる。追加投資して《聖域》の範はん囲いを半径一〇メートルに縮小させてもらった」

「ああ……ああ……」

　鼻血を噴ふき出す鼻を押さえながら、ボクサーは立ち上がれないでいた。

　絶望的すぎる。

　救世ほどとは言わずとも、ボクサーの男も日本のリル市場では上位二〇位に入るほどの資産家だった。だが、それほどの資産を持ってしても、《魔王》との距離が遠すぎる──。

「────買おう」

　カネの暴力が吹き荒あれる。

　絶望に染まる研究員と会計女を追い詰つめるように、敗斗がさらなる買収を仕掛けた。

　敗斗がたった一言呟いた途と端たん、二人の所有していた《資産》がまとめて敗斗に奪われる。

「お、お願いします！　助けてください！　ぼくは《魔石通貨》研究の第一人者！　必ずや、あなたのお役に立つ情報を──!!」と泣き叫さけぶ研究員から、《魔石通貨》に関する知識と研究成果を追加で奪う。「ああ……あうう……！」と崩くずれ落ちた研究員の右みぎ腕うでを、容よう赦しやなく《魔王》の踵かかとが踏み抜ぬいた。

　会計の女は研究員よりいくらかマシな説得をした。躊躇ためらいもせずにその場で服を脱ぬぎ捨て、下着姿になる。スーツの上からでは分からなかった豊満な胸が露あらわになり、真っ白な素す肌はだが外気に晒さらされた。その上で、「なんでもします」と震えながら土下座した。《魔王》はその横腹を人外の力で蹴けりつけて吹き飛ばすと、《聖域》の壁に叩たたき付けて昏こん倒とうさせた。「女は間に合っているんでね」と冷たく呟く。




　────地じ獄ごくが、展開されていた。




　一体、誰だれがこんな光景を予測できただろう。

　もちろん、救世も用心はしていた。敗斗が何か策を用いるタイプであることも調べていたし、日本一の資産家・白しろ星ぼし勝子とのパイプもある。だから最悪、白星勝子が加勢する可能性も考え、多くの味方を引き連れてきた。

　中でも、研究員風の男──アラタと、会計風の女──ミホは、日本のリル市場において三位と四位の資産家だ。たとえ日本一の白星勝子が出てきたところで、《メリア》を奪だつ還かんすることは容易に達成できるはずだった。

　それなのに──と、救世は思う。

「なんだ、これは…………」

　顔を引きつらせながら救世が笑う。笑うしかない。

　何が起こっているのか理解できない。いや、論理的にはわかる。目の前の《魔王》──失井敗斗は、『買収』をしている。それはおそらく、現金派の資産家にとっての極地。究極の戦法。貴重な《資産》ばかりを掌しよう握あくする白星勝子とは対極に位置する、真の金持ちの、もう一つの形。

　救世だって考えたことがないわけではない。おそらくは、救世が日本で一番《魔石通貨》を『現金キヤツシユ』で保有しているのだ。ならば、その究極の活用法に気づかないはずがない。

　しかし、気づいていながらも、実行には移せなかった。

　なぜなら、非効率すぎる。

『買収』するには、その《資産家》がその《資産》を買い付けるのに支し払はらった金額の一〇倍以上が必要なのだ。どう考えても割に合わない。どうやっても、損失の方が大きい。だから、ピンポイントで切り札として使うならともかく、湯水のように『現金』を垂れ流しながら相手の《資産》を奪うなんてあり得ない。

　そのあり得ないことが、目の前で起こっていた。

「くっ…………！」

　救世は諦あきらめない。もはや、《メリア》のことなど、どうでもいい。

　このままでは、全すべての《資産》を奪われ、破産する可能性が高い。いや、破産程度ならまだ可愛かわいい。この《魔王》の怒いかりは、人じん智ちを超こえている。下手をすれば、あらゆる種類の拷ごう問もんを受けた後、身をヤスリで削けずられながら殺されたとしても、何の不思議もなかった。

　救世が生き残る可能性があるとすれば、一つだけ。

　救世の持つほぼ唯ゆい一いつにして究極の資産──《理論幸福値カリキユレーター》。

　投資するものは決まっていた。『買収』だ。

　失井敗斗が持つ無限買収の秘密。その《資産》を、救世自身が買収するしかない。

　幸い、目当てのものはすぐに見つかった。失井敗斗の内ポケット。そこに手帳状の《資産》が収まっている。それが買収に使われている《資産》だ。だが────

「そん、な────!?」

　金額がわからない。

　否いな、金額は表示されている。

　だがそれは、数字の羅ら列れつだ。三桁けたずつで区切ってあるコンマがいくつも見えた。ざっと、二〇桁以上。それだけの数字が、金額が、敗斗の持つ《資産》に付けられていた。

「────買おう」

　そんな数字も、一瞬後には見えなくなる。

　敗斗に──《魔王》に、《理論幸福値カリキユレーター》まで奪われた。

　だがその瞬しゆん間かん、救世の方にも与あたえられたものがあった。《資産》を売ばい却きやくしたのだから、当然だ。なにかを売った時に必ず貰もらえるもの。即すなわち、対価だ。

「…………はは」

　内ポケットに現れたその紙切れを見た瞬間、救世は全てを悟さとった。

　表世界で起業家をやっている救世には馴な染じみ深いもの。だが、《魔石通貨》の世界では一度も見た事がなかったものだ。

　救世の手元には、敗斗から振ふり出された『小切手』があった。

「……冥めい土どの土産みやげに教えてくれないか、失敗くん。なぜこんなものが、ここにあるのかを」

　小切手とは、有価証券の一種だ。

　支し払はらい人として指定された銀行を通して、作成者の預貯金口座から表面に印字された金額を受け取ることができる。現金に比べて携けい帯たいしやすく、また、携行時の防犯にも最適なため、表世界の企き業ぎよう間取引では頻ひん繁ぱんに用いられる支払手段でもある。

「《魔石通貨》の世界には銀行がない。だから当然、『小切手』なんてものが存在するはずがないんだ」

「……そうだ。だからみんな、現金を現金として持ち歩くしかない。『預金口座』がないんだから」

「その通りだ。バッグに入れて持ち歩くか……さもなくば、僕のように現金をまとめて入れられる小型の『収納用資産』に入れて持ち歩くか……いずれにせよ、『現金』として持ち歩き、所有するしかない」

「ああ、そうだ。だから俺が、《銀行》を作った」

「────っ!?」

　もう何度目になるかもわからない。

　救世が大きな衝しよう撃げきを受けながら、敗斗の発言を反はん芻すうする。

「通帳の代わりが《魔紙》、店てん舗ぽとＡＴＭの代わりが《個人商店》、本店金庫のセキュリティシステムが白星勝子だ」

　日本で二番目にリルを所有している男には、それだけで敗斗が構築したビジネス──《銀行》のあらましが、理解できてしまった。

「預かったカネは全国の《個人商店》を通じて簡単に出し入れできる。そのための『小物を転送する資産』はノリオを始めとする《個人商店》が保有している。おそらくは、現存する大部分を掌握しているはずだ。なにせ、そのＡＴＭ代わりを請うけ負うだけで破格の謝礼が出るからな。預貯金の契けい約やくは《魔紙》によって行われるため、絶対だ。なにより、預かったカネは《魔紙》の契約の下、小物転送の《資産》によって金庫へ自動送金され、その金庫は日本一の資産家が守っている。安全率はほぼ一〇〇パーセントだ。その上で、預けていた時間を秒単位で計算し、トイチで預金利息を支払う。しかも複利計算で、だ」

「……ヤクザの金利だね」

「そうだ。だから、日本中からカネが集まった」

　複利のトイチは破格の金利だった。

　最初に一〇〇万預けたとして、一〇日後にはそれが一一〇万、二〇日後に一二一万、三〇日後には、約一三三万。一〇〇万リルを一ヶ月預けただけで三三万リルも儲もうかるのだ。しかも、ノーリスク。命いのち懸がけの《取引トレード》など、馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるほどの儲けだ。

「その集まったカネを使い、俺ら現金派の究極の資産──《小切手帳》を買い付けた」

「……ひどい話だね。他人のカネを勝手に使うなんて」

「俺が預かったカネをどうしようと俺の勝手だ。必要な者には必要な時に必要なだけ、たっぷり利子をつけてカネを返してやる。……ただし、日本全国の《資産家》が同時に、《銀行》から預金を全額引き出すなんてあり得ねぇだろうけどな」

　敗斗のビジネスの肝きもは、そこにある。

　仮に全国から一〇〇〇億リルもの『現金』が集まったとしても、それを全額、金庫に置いておく必要はないのである。大たい抵ていの者は現金を安全な《銀行》に預けたがるし、たまに現金が必要で引き出した者も、そのカネで儲けたカネを、また《銀行》に預ける。

　よって、敗斗の保有する『現金キヤツシユ』は無限に増え続け、カネがカネを生み続ける。

　預金者も金利をたっぷりもらえて『現金』が増えるが、それは紙面上の『数字』にすぎない。その気になればいつでも引き出せて、いつでも《魔ま石せき通貨》に交こう換かんできるが、『その気』になるまでは、ただの『数字』だ。

　────そう。




　失井敗斗は、紙面上の『数字』を売り、巨きよ額がくの《魔石通貨》を得たのだ。




「……信じられないことをするね、君は」

　救世が疲つかれたように呟つぶやいた。

　話のスケールが大きすぎて、もはや、ついて行けない。

《魔石通貨》の大部分は《遺産相続》によって流動する。よって、まともにビジネスをしてカネを稼かせごうと考える人間がそもそも少ない。加えて、敗斗の構築した《銀行》を実現するには、数え切れないほど多くの資源が必要だった。

　集まった大金を守れるだけの戦せん闘とう力。全国に《銀行》のシステムを広めるためのネットワーク。大量に必要となる《魔紙》。破格の金利による預金への誘ゆう惑わくというアイデア。預金者はもちろん、《銀行》に関かかわる全ての人間から信用される力。そしてなにより、集まった巨額の《魔石通貨》を回し、使いこなすだけの《資産家》としての器うつわ。他にもある。

　これが、かつて《銀行》を思いついた者がいても、実現できた者がいなかった理由だ。

「でもそれじゃあ、僕にこんな《小切手》を渡わたしたのは失敗じゃないかな？　数字が並びすぎていくらかわからないけど、すごい金額だ。これを現金化すれば、《理論幸福値カリキユレーター》を買い戻もどしてもおつりが来る。……いや、おつりどころの騒さわぎじゃない。これだけの現金を手に入れれば、僕こそが日本一の《資産家》になれるだろう」

「──現金化できれば、な」

　敗斗が切り捨てると、救世が何かを諦めるように自じ嘲ちようした。

　きっと救世は、状じよう況きようを正しく理解しているのだ。

「ノリオのいる店を始め、どこかの《個人商店》に出向けば、《小切手》を現金と交換してくれるだろう。だが、《聖剣》によって半径一〇メートルの空間から出ることはできない。仮に、この空間内に《個人商店》があったとしても、そこで《小切手》を換かん金きんするのを、俺が黙だまって見ているとでも思うのか？」

「……さらに言えば、破産者は全ての資産を没ぼつ収しゆうされる。負ふ債さいや借金がゼロになる代わりに、現金や《資産》もゼロだ。そうなれば、所有する《小切手》は紙クズ同然。つまり、僕たちを殺すのに……僕たちから《資産》を買収するのに、カネの糸目はつけなくていい、ってことか」

　救世は全てを諦め、その場に座り込んだ。

　チェックメイトだ。

　もう、どうすることもできない。

　明確なる死と恐きよう怖ふを前にして、しかし救世は、ひどく穏おだやかな気分だった。

「……いったい僕は、なにがしたかったんだろうな。全てを手に入れるために戦って、結果、全てを失った。これなら始めから、なにもしない方がずっとマシだった。それどころか、もしかしたら僕は、一番最初のスタート時点で、既すでに全てを持っていたのかもしれない。あれほど渇かつ望ぼうし、『欲しい』と叫さけび続けていた『なにか』を、その時の僕はもう、手にしていたのかもしれないな」

　死を前にして何かを悟ったような救世を、敗斗はまるで、自分自身を見下ろすような気分で眺ながめていた。

　きっと、誰だれも悪くない。

　誰もが自分の幸せを摑つかむため、懸けん命めいに手を伸のばしていた。

　その方法や方向性は違ちがえど、みんな敗者で、ただ幸せになりたくて、必死に頑がん張ばっていた。命を懸かけ、寿じゆ命みようを削り、ただ一生懸命に、生きていた。

　それは、いけないことなのか。

　たとえ他者を傷つけることになったとしても。

　誰かを犠ぎ牲せいにすることになったとしても。

　自分の『幸福』を本気で追いかけることは、『罪』であり、『悪』なのか。

「……なあ。君になら、わかるんじゃないか？　誰よりも『敗者である』という自覚が強い、君になら」

　救世の真しん摯しな問いかけに、敗斗は応こたえなかった。

　代わりに、見せる。

　自分の方法を。

　敗者だからこそ見つけられた、『欲しいもの』を手に入れるための手段を。




「──《魔王》が買い付ける。愚おろかにも《魔王》に挑いどんだ無む謀ぼうなる勇者たちに恐怖を。二度と立ち上がれなくなるほどの畏い怖ふを。未み来らい永えい劫ごう、メリアを取り戻そうなどと思えなくなるほどの精神的外傷を──」




　刻め。《魔王》の名を。

　そして、死ぬまで後こう悔かいしろ。

　もう二度と、メリアには手を出すな──




　魔王らしからず、敗斗は神に祈いのっていた。

　買付には、巨額のリルが必要だった。

　だがそれも、《魔王》にとっては数字の羅ら列れつにすぎない。




　その日。




　五人の勇者は敗者となり、《魔王》の恐怖を語り継つぐ、ただの村人となった。








エピローグ









《魔王》の産声は、僅わずか二四時間で世界中を駆かけ巡めぐった。




　曰いわく、日本に流通するリルは、全すべて《魔王》の所有物である。

　曰く、《魔王》の前では日本一の資産家でさえ手て駒ごまと化してしまう。

　曰く、愚かにも《魔王》に挑んだ五人の資産家が、一夜にして破産してしまった。

　曰く、《魔王》は《魔石通貨》の創造神《悪魔》にさえ勝利した──




　噂うわさが噂を呼び、虚きよ実じつ入り交じり、尾おヒレも盛せい大だいについているようだが、それはそれで好都合だった。《魔王》の噂が広まれば広まるほど、『究極の資産』──メリアの噂は、陰かげに隠かくれる。《魔王》が畏怖されればそれだけ、メリアの身の安全が保障されるのだ。

　救ぐ世ぜたちとの取引が一段落した後、敗はい斗とはその足で魔女男とノリオに報ほう酬しゆうを支し払はらった。

　魔女男は俯うつむきながら「……まさか、失敗くんに助けられるなんてねぇ」と皮肉を言いつつ、頰ほおにいくつも涙なみだを滴したたらせていた。

　ノリオは報酬の五〇〇〇万リルよりも今回の冒ぼう険けん譚たんの方が気に入ったようで、「くっはー！　マジ燃えるわー！　敗斗が悪役っぽいダークヒーローでいい感じだわーっ!!」としきりに喜んでいた。

　遊あそ部べにも特別報酬として一億リルほど用意して出向いたのだが、小学校を欠席しており、メールで『カネはいいから、メリアお姉さまの耳たぶを甘あま嚙がみさせろ』と文句が送られてきていた。

「どんだけ変態なんだよ、あいつは……」

　苦く笑しようしながら、敗斗は《ＢＡＲ　ＧＯＬＤ》の扉とびらを開く。

　そこにはもう《査定係》の魔女男はいない。

　いきなり借金を返済し、退職した《査定係》の代役を探しているのか、他の店員も皆かい無むだった。まだ営業時間外の昼間とはいえ、施せ錠じようしないのは不用心だ──と考えて、店内に最強の用心棒がいることを思い出す。

　店内の最さい奥おう……ＶＩＰルームには、敗斗が支し払はらいをしなければならない最後の一人、白しろ星ぼし勝しよう子こが座っていた。

「……よう」

　片手を上げて軽く挨あい拶さつをする勝子は、今日も今日とて派手な真しん紅くのドレスを身に纏まとい、タバコを吹ふかしている。あまり礼れい儀ぎ正しい態度とは言えないのだが、どうにもこの人にはそれがハマっているので注意しづらい。

　とりあえず敗斗も「よう」と挨拶しながら、ソファに腰こしを落ち着けた。

　勝子には感謝してもしきれないのだが、それを長々と語ることは彼女自身が嫌いやがるだろう。対等かつ単刀直入を好む彼女の流りゆう儀ぎに従い、敗斗はさっさと内ポケットから《小切手》を取り出し、彼女へ差し出した。

「これが報酬だ」

「……ふむ」

　勝子はタバコを吹かしたまま小切手を一いち瞥べつする。

　その小切手には表面いっぱいに数字が並んでいた。一体いくらなのか、誰も数えられないだろう。おそらくは、救ぐ世ぜを相手に買い付けた最後の注文以上の、天文学的金額になっているはずだ。

　だが、問題ない。救世から奪うばった《理論幸福値カリキユレーター》によって、勝子の《夢》の価格は正確に把は握あくしている。日本一の資産家である彼女の価値に六六六億を乗じた金額は、この数字で間ま違ちがいないはずだ。

「一つ、言いたいことがある。先日の《魔紙》による契けい約やくでは、『現金一いつ括かつ払い』が条件だったはずだ。小切手での支払とは聞いていない」

　勝子がまだ半分以上残っていたタバコを灰皿に押し付ける。

　その目は、猛もう禽きん類るいのように獰どう猛もうだった。

　しかしそれは……敗斗の支払方法に対する不満が原因ではない。

「……確かく認にん不足だな。あんたの契約書だけは、『一括払いにて支払う』とだけ記述しておいた。口頭の説明でも『現金』という単語は一度も口にしていない。あとで確認してみな。……もっとも、小切手での支払でも問題はないはずだ。あんたに渡すこの小切手には、『裏書譲じよう渡と』の機能を追加で付加してある」

　裏書譲渡とは、受け取った小切手を他者に渡すことだ。

　小切手は銀行に行って現金と交こう換かんするまで、ただの紙切れだ。その時間が惜おしい場合、または資金を早く回したい場合に、小切手の裏側に新たな受取人を記き載さいすることにより、額面の金額を受け取る権利を他者へ移い譲じようできる。つまり、現金を支払う代わりに他者の小切手を譲ゆずり渡し、それで支払をすることができるのだ。

「確認したところ、《政府》は、俺の小切手を額面の八〇％の金額で引き受けてくれるらしい。だから、この小切手の金額は、あんたが失った《夢》を買い戻すのに必要な金額を二五％増しで記載してある。つまり、現金一括払いではないが、この小切手を《政府》に支払うことにより、あんたが失った《夢》を──」

　なおも解説を続けようとする敗斗を、勝子が右手を挙げて制した。

　小切手の裏書譲渡など、彼女にしたって一いつ般ぱん常識だろう。だから、『その先』のことを聞いている。それを正しく理解していながら、敗斗は意図的に話をはぐらかしていた。

「あたしが聞きたいのは、なんで現金で渡さねーのか、ってことだ。裏書譲渡が便利な機能だってことは、あたしも知ってる。大量の札束をカバンに入れて持ち運ぶより、紙切れ一枚を持ち歩いた方がずっと効率的だ。だが、あたしが言いたいのはそういうことじゃない。あたしの《夢》の価格。その二五％と言えば、それだけでも信じられないような金額になるはずだ。そんなものを余計に払う必要はない。そもそも、大量の札束を収納する小型の資産を使えば、持ち運びの問題は解決するわけだからな」

「………………」

　殺人犯を追い詰つめる名探たん偵ていのような剣けん幕まくで、一気に捲まくし立てられる。

　きっと、彼女は全てわかっている。

　わかっているからこそ、すんなりと小切手を受け取らない。

「……どちらにせよ、同じ事だ。もう、メリアを買い付けたからな」

「《メリア》を……？　…………。…………っ!!」

　たったそれだけで、全てが伝わった。

　さすが日本一の資産家。その聡そう明めいな頭脳は伊達だてじゃない。彼女が小切手を受け取っても受け取らなくても結果が同じだということを、瞬しゆん時じに正しく理解してくれた。

　勝子は短く「……チッ」と舌打ちをした後、奪うようにしてテーブル上の小切手を握にぎり締しめた。

　これで、全ての支払が完かん了りようした。

　最後のやりとりで気分を害したのか、勝子はガラステーブルを蹴けり上げると、ＶＩＰルームの壁かべに叩たたき付けて粉ふん砕さいした。広くなった室内。粉々のガラス片が煌きらめく赤絨じゆう毯たんを、勝者らしく堂々と歩み去っていく。

「…………なあ、勝者」

　その背中に、敗斗が声をかけた。

「最後に頼たのみがある。この《銀行》のシステム……あんた、もらってくれないか？」

　ジャリっ、と彼女のヒールの下でガラス片へんが音を立てた。「あたしは不ふ機き嫌げんなんだ」という雰ふん囲い気きがありありと伝わってくる。

　それでも、敗斗は続けた。

「この《銀行》には、まだまだ先がある。銀行ローンの開始、国こく債さいの発行……カネがカネを生む『信用創造』の手段が山のようにあるんだ。そのカネで──」

「…………じゃーな、敗者」

　返答はなかったが、ＢＡＲのカウンターに用意しておいた契約書を引ったくるようにして持ち帰るのが見えた。それで十分、彼女の意思は伝わった。

　敗斗は満足げに笑えみを刻むと、ポケットからスマホを出して時間を確認した。

　一六時五八分。

《タクシー》を使うべき場面であることは、疑う余地もなかった。それでも敗斗は、電車と地下鉄を使い、四〇分の時間をかけて自宅へ帰ることを決意する。

　非合理的な選せん択たくをする自分が、気持ちよかった。

　そこに明確な、自分の『意志』を感じたからだろう。




　　　　◇




「…………」

　自宅へと続くドアを前に、敗斗はかれこれ、数分間も立ち尽つくしている。

「自宅に帰るだけなのに、なにを馬ば鹿かなことを」と他人は言うかもしれない。だが、待ってほしい。自宅は自宅なのだが、その先には一人の少女が待っているのだ。……待っている、はずなのだ。




　決して《資産》などではない、ただ一人の少女が。




　裏書譲渡の機能を付加した小切手を、敗斗は二枚振ふり出していた。

　一枚はもちろん、白星勝子の《夢》を買う代金として。

　そして、もう一枚は……メリアに『自分の命』を買うための資金として渡わたしていた。

　こればかりは、敗斗が代わりに購こう入にゆうすることはできない。なぜなら、敗斗が買付すると、メリアは再度、敗斗の《資産》になってしまう。あくまでメリア自身が、自分の意思で『自分の命』を買い付けなければならないのだ。

　メリアの命には、勝子の《夢》と同等の、天文学的金額が付けられていた。

　その金額を、同じく二五％増しで小切手の表面に記載したものの……敗斗は不安で不安で仕方なかった。

　勝子の夢は、形こそ無いものの、もともと『存在していたもの』である。

　対して、『メリアの命』は、そもそも存在していなかったものだ。

《魔ま石せき通貨》は、『額さえ揃そろえれば何でも買える』というのがキャッチコピーだが、もともと存在しなかったもの……しかもそれが『命』ともなれば、本当に買い付けできるのか不安に思っても仕方ない。

　敗斗はもう一度、時間を確認する。一七時四三分。いくらなんでも、限界だ。これ以上は引き延ばせない。

　敗斗は意を決し、自室へ続く扉を開いた。




　────その笑顔を、失井うしない敗斗は永遠に忘れない。




　掃そう除じをしていたのだろう。部屋の荷物は一カ所に集められ、卓袱ちやぶ台だいも上げられている。掃除のために使っている道具は、ほうきでも掃そう除じ機きでもなく、クイックルワイパーだ。あの固こ執しつは、敗斗に合わせた《資産》としての特性だと思ったが、そうではなかったらしい。わざわざ買ってきたのだろうか。上じよう機き嫌げんで掃除をしていた少女が、部屋の真ん中で勝手口を振り返った。

「……ますたー！」

　その馬鹿みたいに幸せそうな笑顔は変わらない。

　だけど、変わったこともある。

　メリアはもう、《資産》ではない。

　ただの、普ふ通つうの……女の子なのだ。

「…………っ！」

　不覚にも、涙なみだが溢あふれそうだった。

　慌あわてて外の方を振り返る。……十分だ。もうこれで、十分。あとは、このドアを閉め、走ってこの場を立ち去る。それがきっと、ベストな選択だ。……頭では確かにそう思っているのに……敗斗の足は地面に縫ぬい付けられたように動いてくれない。

　玄げん関かんに突つっ立ったまま入ってこない主人を訝いぶかしんだのか、メリアが近寄ってきて、ぐいっと腕うでを引っ張った。「掃除中ですけど、入っても大だい丈じよう夫ぶですよー？」と見けん当とう違ちがいな発言をしている。敗斗は仕方なく、自室へ足を踏ふみ入れた。

「……お前、俺が怖こわくないのか」

「ふえ？　……あ。もしかして、《魔王》なますたーのことですかー？」

　五人の『勇者』に地じ獄ごくを見せたあの時。

　メリアを守るためとはいえ、相当に残ざん酷こくなことをした。絵え面づらだけなら、グロテスク方面で確実に一八禁だろう。そして、あの場には《魔王》である敗斗の後ろに、最初から最後までメリアがいたのだ。

「えーっと……正直、あの時のますたーはすごく怖かったですけど……小切手を持って《せいふ》へ行ったとき、《さてーがかり》の人が教えてくれたんです。「それはきっと、きみを守るためだったんじゃないかなぁ」って。それでその……なんとなく、ますたーが考えていたことがわかって……」

「……その《査定係》って」

「はい。ＢＡＲにいた方です。「最後の仕事だ」っていってました」

　それを聞いて、敗斗は苦く笑しようする。……なにが『最後の仕事』か。《政府》への負ふ債さいを完済した時点で、魔女男は《査定係》を務める義務から解放されたはずだ。ならば、その『最後の仕事』とやらは、魔女男のおせっかいに他ならない。

　文句の一つも言ってやりたかったが、もう二度と魔女男に会うことはないだろう。それが口惜くやしくもあり、同時に嬉うれしくもあった。

　敗斗は壁に背を預け、畳たたみへ腰こしを下ろした。

　……言わなければならないことがある。

　床ゆかに転がっている置き時計が目に入った。三本の針が残酷なほど正確に、時間を抉えぐり取っていく。窓から射さし込む夕日のオレンジが、どんどん頼たよりないものになっていく。メリアが敗斗に倣ならって、隣となりにぺたんと腰を下ろした。

「……言い訳がましいが、『勇者』に対する仕打ちには、ちゃんと意味があったんだよ。一つは、《査定係》が言ったようにお前の噂うわさを隠かくす狙ねらい。そしてもう一つは……あいつらを救ってやることだ」

「あの人たちを救う……ですか？」

「そうだ。《魔石通貨》の資産家たちが最初の取引で失う《夢》。それを買い戻もどす場合、その《夢》には、その資産家の価値に六六六億を乗じた金額がつけられる。資産家はもちろん、一いつ般ぱん人ですら途と方ほうもない金額になるが……一方で、奴ど隷れいのような人間の《夢》には、ゴミのような金額しか付かない」

「…………？」

「……つまり、低所得者はもとより、借金まみれで破産した人間の《夢》は、ほぼ０リルってことだ」

　収入とは、利益のことだ。

　そして利益とは、収益から費用を差し引いた金額に他ならない。

　よって、収益よりも費用の方が多い人間……会社で言う『損失』が出る人間の収入は、ゼロ、もしくはマイナスということになる。

「悪魔が作った《魔石通貨》。人間を、永遠にカネを回すための奴隷にするという目論もくろ見みには、一つだけ大きな欠けつ陥かんがあった。自分の《夢》を自分で買い戻すことはできないが……自分よりも下の人間、自分よりも低所得者の人間の《夢》は、買うことができるんだよ。この件はすでに、白星勝子にも伝えてある。今いま頃ごろあの勝者は、五人の勇者の《夢》を買い付けているだろう」

　最初の《夢》さえ買い戻せれば、その瞬間にカネは輝かがやき出す。

　勝子はおそらく、五人の《夢》を買い戻した後、《銀行》の『信用創造』を使って数字上のカネを生み出し、五人の負債を完済する代わりに手て駒ごまとするだろう。そしてその五人は、他の資産家を破産させ、同じく《夢》を買収したあと、『信用創造』でカネを作って破産者を救い出す。そしてその資産家が……と無限ループが続く。

　まさに、『幸福』のねずみ講。

　ねずみ講の最底辺の人間ですら《夢》を買い戻せて、スタートラインに立てる。誰だれ一人損をせず、全員が利益を得る。夢のようなビジネスモデルだった。

「……綺き麗れい事は嫌きらいなんだがな。『利益は独どく占せんすべきではなく、広く分配すべきである』『汝なんじの隣りん人じんを愛せ』『欲ほつするな、与あたえよ』……悪魔の盲もう点てんというのは、そういうところらしい」

　噂は、現実になった。

　全すべての《魔石通貨》を支配下に置く《魔王》が、ついに《悪魔》さえも打ち負かしてしまったのだ。

　おそらくメリアは、敗斗が語った内容の半分も理解できなかっただろう。それでも、敗斗がとんでもないことをして、多くの人を幸せにした事実だけは伝わったらしい。尊敬と感動が入り交じった涙で目元を潤うるませながら、敗斗の顔を下から見上げた。

「さすがです、ますたー!!　やっぱり、ますたーはわたしの自じ慢まんのますたーですっ!!」

　他人を幸福にするために生まれた少女は、他人を幸福にした敗者を心の底から尊敬していた。その弾はじけるような笑顔から視線を逸そらしつつ、敗斗はその先を続ける。

「……それと、もう一つ言っておかなきゃいけないことがある」

「はいっ！　なんですか、ますたー？」







「────俺、もうすぐ消えるから」




　音が止まった。

　数すう瞬しゆんの間をおいて、時計の秒針が思い出したように動き出す。

　カチリ、カチリ、と時間を削けずりとっていく。

　メリアの表情は、凍こおっていた。

「……『幸福のねずみ講』において一番損をするのは、実は頂点の人間なんだ。なぜなら、頂点の人間の《夢》は誰も買ってくれない。一番カネを持ち、一番価値が高いんだから、当然だ。誰もそいつの価値に六六六億を乗じた金額なんて払はらえない」

「え……でも……勝子さんの《夢》は、ますたーが……」

「そう。俺が買った。だから、俺がその代金を支払わなくちゃならない。だが、そんなカネはどこにもない。だからきっと……《魔石通貨》の《悪魔》に、命まで徴ちよう収しゆうされる」

「……でも……ますたーには《ぎんこう》が……」

「銀行は銀行だ。所しよ詮せん、数字上のカネを生み出す装置にすぎない。だが、《小切手》の支し払はらいに必要なのは『現金キヤツシユ』だ。決して、『数字』じゃない」

　救世たちを破産させるまではよかった。

　どうせ、換かん金きんされることのない《小切手》だ。存分に数字を使い、破産させ、借金を背負わせて……その借金と小切手を帳消しにすればいい。現金は一リルも動かないのだから、何も問題はない。

　魔女男やノリオに対する報ほう酬しゆう、固定資産《小切手帳》を買い付けるカネも問題なかった。その程度の現金は、《銀行》を作ったことにより集まったのだ。《銀行》にカネを預けた資産家が、一いつ斉せいに全額を引き出すとなると問題だが、そんなことは決して起こらない。ゆえに、この件も問題はない。

　だが、勝子の《夢》。

　なにより、メリアの『命』はどうか。

　そう。それを一瞬でも払えるだけの現金がないのだ。

　理り屈くつとしては、会社の黒字倒とう産さんと似ている。利益は出ている。保有している資産も増え続けている。だが、目の前の支払を行うだけの『現金』がない。だから、会社は倒産してしまう。

　敗斗もそうだ。《銀行》と《小切手帳》により、数字上の資産は山のようにある。見かけ上は湯水のようにカネを使える。だが、いざ『現金』が必要となると……その金額には限りがある。

「……もともと、覚かく悟ごしていたことだ。あの勝者の《夢》にしろ、お前の『命』にしろ、金額が莫ばく大だいすぎる。たとえ、現時点でこの世界に存在する全ての《魔石通貨》を集めたとしても、支払の金額には足りないだろう。だから、こうするしかなかった」

　メリアが茫ぼう然ぜんとしながら置き時計に目をやった。

　一七時五八分。もうすぐ、五九分になる。

《魔石通貨》の市場が開かれるのは、一八時。その瞬間、敗斗の振ふり出した《小切手》が銀行に回り、換金できず、不ふ渡わたりが起きる。そしておそらくは、その瞬間に敗斗の命が徴収されるのだ。

　メリアは、敗斗に言いたいことが山のようにあった。

　なぜこんなことをしたのかと、怒ど鳴なりつけたかった。

　いなくならないでくださいと、泣きながら縋すがりたかった。

　いっぱい、いっぱい、ありがとうございますと、感謝を伝えたかった。

　数え切れないほどの感情と言葉が無数に浮うかび、消え、再び固まって……結局メリアは、こんな風に言うしかなかった。

「ますたー……えっちなこと、しますか？」

　途と端たん、とんでもない事を言ってしまったと自覚したメリアが真っ赤になる。

　敗斗は冷静にメリアの心中を察すると、苦笑いを浮かべた。

「…………時間がねぇよ」

　こんな時でも、願ってしまうのだ。他人の幸福を。

　それはもはや、『究極の資産』としての特性などではなかった。

　メリアという一人の少女が、純じゆん粋すいに隣の少年を想おもっていた。

「じゃあ……チュウ、しますか？」

「中ちゆう途と半はん端ぱにモヤモヤさせて殺すって、最高に残酷じゃねぇか？」

　最後までニヤニヤと、敗者が悪魔じみた笑えみを浮かべている。

「ますたーのいじわる！」とメリアがほっぺを膨ふくらませたが、それもすぐにしぼむ。

　冷れい徹てつに時を刻む秒針が頂点を過ぎていた。

　残り時間は、もう一分もない。

　メリアは、敗斗の左手に自分の右手を重ねた。

「……あのね、ますたー。わたしは……わたしが好きです」

「急に『自分が好き』アピールって、怖こわくね？」

「ますたーは気にしてたかもですけど……誰かが誰かと一いつ緒しよにいて影えい響きようを受けるなんて、普ふ通つうのことだと思うんです。だから、わたしはわたしです」

「…………」

「短い間でしたけど……ますたーと一緒にいて、ちょっぴりますたーの影響を受けた今のわたしが、わたしは好きです。だから……だからね、ますたー……！」




「ほんとうに……ありがとうございました……っ！」




　こちらを向いて無理矢理笑顔を見せるメリアの両目から、真しん珠じゆのような大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれ落ちた。皮肉の一つでも言い返してやろうと思ったのだが、敗斗の口からは全く言葉が出てこなかった。




　ただ、重ねられた手がとても温かくて。

　メリアの優やさしさが、確かに伝わって。




　もしかしたら、自分が失ってしまった《夢》は、この温かさだったのかもしれないなと、そんな風に思った。




　時計の針が、一八時を告げる。

　敗斗はその瞬間を、神様のように穏おだやかな笑みを浮かべて迎むかえた。

















And more ...









《魔ま石せき通貨》の掟おきては強制執しつ行こう。

　破産者は命まで徴収される。

　だが、そもそも《魔石通貨》とは、『全てを買えるカネ』である。

　ならば、『己おのれの敗北』さえも、買うことができると思わないだろうか──




「もしもーし。お久しぶりっス。あなたの遊あそ部べです。ちょいと耳寄りな情報があるんスけど、一〇〇万リルでどうっスか？」

　そこは《情報屋》──遊部百合ゆりの自室だった。

　幾いく重えにもプロテクトを施ほどこし、日本に一〇カ所以上ある遊部のアジト。その一つ。

　そんな自室でクイーンサイズのベッドに寝ね転ころびながら、遊部は真っ黒なガラケーで電話をかけている。

「お買い上げ、あざーっス。実はっスね、もうすぐ『そっち』に面おも白しろい人が行くんスよ。……ええ。私は個人的に『失敗さん』とお呼びしてるんスけど、こっちじゃ今、《魔王》とか厨ちゆう二にチックな異名で専もつぱら噂うわさの──」




　遊部が電話をかけている先。その先は──《地じ獄ごく》だ。

《魔石通貨》で破産した人間が行き着く、最後の場所。

　命を徴収される処しよ刑けい台。

　そして……己の『敗北』を買い戻もどせる、唯ゆい一いつの場所。




「ちょっとゲスくて頭おかしいっスけど、実力は確かっス。これはもしかすると……今度こそ『そっち』から生せい還かん者が出るかもしれないっスよ？」

　努めて明るく罵ば倒とうし続ける遊部は、珍めずらしくゴシックロリータの洋服を身につけていた。

　本人に言えば確実に否定するのだろうが……黒を基調としたそれは、どこか喪も服ふくのような雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

「はいはーい。安い告白をどーもっス。でも百合ちーはガチ百合なんで、美少女以外には興味ないっス。……はい？　失敗さん？　いや、あの人はお得意様ですし、なにより、あの人がいないとすごく悲しむお姉さまがいるんスよ。……は？　いや、べつに焦あせってないですし」

　遊部が可愛かわいらしい女児の顔をむっつりさせる。

　どうやら、電話相手との仲は良好でないらしい。もっとも、命のやり取りをする《魔石通貨》の市場において、良い人間関係を築けること自体、稀まれなのだが。

「とにかく、そういうことっス！　上手に使えばあなたにもメリットがあると思いますので、ツルんでみてはいかがですか!?　それでは、毎度ありっス！」

　一息に捲まくし立てて、勢いそのままに終話ボタンを連打する。

　ノートパソコンのディスプレイだけが光を放つ部屋には、再び静せい寂じやくが戻ってきた。

「……まったく！　どうして百合ちーがこんなことを……!!　これは大きな貸しっスよ、敗はい斗とさん！　ツケにしておいてあげますから、ちゃんと払ってくださいね!!」

　ガラケーに向かって文句を言いつつ、それでも遊部は、失井うしない敗斗の帰き還かんを待ち続けた。




　地獄の沙さ汰たもカネ次し第だい。




　敗者はもう一度、《地獄》でカネを稼かせぐ。








あとがき






　はじめまして。玖く城じようナギと申します。

　この度は本書をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。この本を通してあなたと出会えたことを、大変嬉うれしく思います。

　さて、本作は「お金」をテーマにした物語です。皆みなさんは、お金は好きでしょうか？

　誤解を恐おそれずに言うなら、私はお金を愛しています。しかし、現代日本で「お金が好きだ！」などと主張すると、白い目で見られることが少なくありません。日本には「清貧」という言葉がありまして、聖者や善人は貧しく、質素であるというイメージが強いようです。そういった考えを否定するつもりはありませんが、お金に興味がある人、お金が好きな人にも、自分の気持ちに素直になってほしいと思い、本作を執しつ筆ぴつしました。「お金持ち」として幸せになり、社会貢こう献けんし、人を助ける道もあるのではないかと思います。




　本作を出版するにあたり、多くの方からお力ちから添ぞえを頂きました。

　第30回ファンタジア大賞において、本作に「大賞」という評価を下さった選考委員の先生方。ファンタジア文庫編集長様。選考関係者の皆みな様さま。誠にありがとうございました。今後も良い作品を書けるよう、精進致いたします。

　素敵なイラストを描えがいて下さったMika Pikazo様。これはお世辞も社交辞令も抜ぬきで申し上げますが、本当に最高のイラストでした。敗斗のカッコ良さもさることながら、メリアがこんなに可愛い女の子だったとは、私も知りませんでした。ありがとうございます。

　私の穴だらけの原げん稿こうに付き合って下さった担当編集様。ありがとうございます。本作の半分は、担当編集様の優しさで出来ています。

　私に小説の書き方と簿ぼ記きの知識を教えてくれた妹マスター、今日まで私を支えてくれた友人たち。ありがとうございます。中には「発売日に本屋で十冊買って、初動に貢献してやるよ！」などと言ってくれる友人が何人もいて、思わず泣なき崩くずれました。いじめられっ子でボッチだった私も、今ではたくさんの素晴らしい友人に囲まれているようです。

　そしてもちろん、一番の感謝は読者であるあなたに。

　本作を読んで少しでも楽しんで頂けましたら、望外の幸福でございます。

　それでは、皆様の幸福を祈いのりつつ。


玖城ナギ










玖城ナギ

●くじょうなぎ



本作にて、第30回ファンタジア大賞の〈大賞〉を受賞。かつて明るい大学生活を夢見て受験勉強に励むも、進学した学部が１２０名中女の子３名、膨大な授業数で全く遊べないという現実に絶望する。その後４年間はライトノベルの美少女だけを心の支えに生き延びました。当時は運命を恨みましたが、それがきっかけでライトノベル作家になれたのですから、今では最高の筋書きだったと思っています。



















カバー・口絵・本文イラスト／Ｍｉｋａ　Ｐｉｋａｚｏ

カバーデザイン／アフターグロウ










カネは敗はい者しやのまわりもの








玖く城じようナギ
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